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序章代わりの前口上







　神様だって楽はしたい。




　神無年は神様にとっての行楽シーズン。




　となれば、神様の乗り物というものもあるわけで。




　日本で言えばアマノウキフネ、あるいは七福神の乗る例の「宝船」。




　西洋の神様も乗り物に乗りますが、大勢で一つのものに乗って物見遊山、というのはあまりないようです。




　とはいえ、平底船の宝船、ってのはもう数百年も昔の流行もの。




　今は今風に、色々なデザインの「船」があったりするわけです。




　はい。







第１章・長靴はいた猫だとさ







☆




　山に来る嵐あらしはいつも巨きよ大だいで、不気味で、人の心を不安の方向へとかき立てる。

　平地や海に来る嵐はもう少し開放的だが、山における嵐は、常に「災害」という言葉とぴったり背中合わせで、山にいる限りそれから逃にげられないせいもあるだろう。




　ある山やま奥おくの神社においても、それは変わらなかった。

　急ぎ足の風が木々を鳴らし、暗くら闇やみの空、薄うすぼんやりと見える低い雲をいつもとは違ちがう、信じられない速度で変形させながら彼方かなたへと追いやっていく。

　しかも、だんだん黒雲は途と切ぎれることなく、見えざる巨きよ人じんの手でいずこからか新たに継つぎ足たされ、厚く広げられているかのようになっていった。

　関東地方と、東北地方の継ぎ目ぎりぎりに位置する、とある山の頂上にある、人知れぬ割には大きな神社がある。

　大きな菱ひし形がたに向かい烏がらすという、妙みような紋もん所どころは、この神社に二つの神が祀まつられている、という珍めずらしい事実の証しよう拠こだ。

　境内は広く、そして、巨大な長方形の切石と、その端はしにあるＬの字をひっくり返したような繋けい留りゆう柵さくのような置き石。

　……その隙すき間まを埋うめるようにほんのわずかに撒かれた玉砂利は、少し考えればこの境内事態が「港」を表している、と人に気づかせるはずだ。

　普ふ通つうなら神社の中に表現されているものは「異界」であり、この世とは違う雅みやびの光景であるはずだ。

　もっともこの神社で「預かってる」ものを考えれば、これはすべて当然の話なのである。

　肉眼ではなく、よく額にあると表現される「目」をもって境内を見てみよう。

　繋留柵を模した置き石には、白くて太いロープが単純かつ堅けん牢ろうな結び目を作っている。

　その先は、大空へ伸のびていて…………「船」に繋つながっていた。




「船」は七隻せき。




　古い、江え戸ど時代に貿易用として認められた千石船と呼ばれる平底船。その数倍の大きさを誇ほこり、疾しつ走そうの際は帆ほで出来た山のごとくなる、大航海時代の紅茶運搬用高速船ティー・レーサー、今でもアメリカは、ミシシッピー川を遡さかのぼるのに使われているものとほぼ同じ舵輪船。

　さらには、現代における普通の客船もあった。

　最後に、何かの洒落しやれらしく、物ぶつ騒そうな船もある。

　もはや現代の軍事産業にも、軍事関係の文書にも懐なつかしさとほろ苦さを伴ともなってしか記述されない「戦艦バトルシツプ」。

　それも二〇世紀初頭ごろの、古いイギリスのものだ。

　本物は横よこ須す賀かに今も保存されている。

　戦艦三み笠かさ。

　かつての旧日本軍連合艦隊旗艦であり、「トーゴーターン」と呼ばれる起死回生の奇き策さくでバルチック艦隊に勝利を収めた奇き跡せきの船。

　石炭による蒸気機関と、黒色火薬の時代の産物である。




　というわけで「船」は全部で七隻。




　その中の一隻…………現代の客船そのままの姿をした「船」の中にふたりの人の気配があった。

「なあ、そんなに気にすることは無いと思うんだけどなぁ」

　少年は、そんなことを言いながら懐かい中ちゆう電灯片手に「船」の中を歩き回っていた。

「ロープもしっかり結ばれてるし、台風の規模も、質も、問題ないってうちのも蛇神様も言ってたろ？」

　年ねん齢れいは中学生ぐらいだろうか。

　短く切った髪かみの毛と、太い眉まゆがいかにも体育会系のやんちゃっぽさを思わせる。

　その背後から、頭一つ以上大きな女性が姿を現した。

「うーん……でもぉ、こういう時にカンが騒さわぐのは、やっぱりこー、アレなのよねー」

　ぽやぽやした雰ふん囲い気きながら、今のピンクハウス系よりはスーツ系が似合いそうな、大おお柄がらでグラマラスなプロポーションの女性はそう答えた。

「あれーとかこれとか、ずいぶんとはっきりしねえ話だなぁ、おい」

　少年は首を傾かしげながら、それでも点検をしていく。

　この七隻の船は、人が本来乗るように作られたものではない。

「神」が久々の「神無年」に愉たのしみながら神々の会議場へ帰るために作られた遊覧船…………かつては「アマノウキフネ」と呼ばれたものである。

　といっても、広い船内を二人っきりではいくら時間があっても足りない。

　少年はジーンズのポケットから数十枚のカラスの羽を取り出し、息を吹ふきかけながら周囲にばらまいた。

　黒い羽はくるくると回りながら床ゆかに落ちる寸前「ぼん」と可愛かわいらしい音を立てて、二頭身のカラス天てん狗ぐへと化けた。

　天狗たちは主である少年の方をちらりと振ふり返りつつ、てけてけと一本歯の下げ駄たを鳴らしながら船の中を走っていく。

「まー君、ごめんねー」

　その背後からチェックリストに記入しつつ、ピンクハウスの美女が言う。

　彼女の肩かたには、少し前に放ったカラス天狗たちが止まって何事か耳にささやいては床に降りて、を繰くり返している。

「でも、何となーく、気になるのよー」

「いいよ、お前の直感、結構当たるからな、狭さ霧ぎり」

　苦笑いする少年。

　傍はたから見ていると年齢が逆転しているように思えるが、このふたりにとってはこれがいつもの状態なのだ。

　十分ほどして、チェックシートのすべての項こう目もくに印が入った。

「じゃ、最後にミカサの方へ………」

　と言いかけた少年の横顔に、人工の光が当てられた。

「！」

　囂ごう々ごうと吹き荒あれる風の中、蒸気エンジンが動き出す音がして、船窓に明かりが次々と灯ともっていく。

「な…………」

　何者が「船」の中にいて操っているのか。

　思わず二人は目をこらした。

　ゆっくり風が船体を横にながす。

　戦せん艦かん型のアマノウキフネを繋つなぐロープが切断されたと気づいた時には、さらに不気味な音が聞こえてきた。

　鉄同士がかみ合い、こすれる音。




　前に一門、後ろに一門ある二連装の主しゆ砲ほうが、こちらを向いて照準をつけているのだ。




「まずい！」

　言いながら、少年が狭霧と呼んだ女性の前に両手を広げて立ちふさがった。

　その背中から、真っ黒な羽が広がる。

　ただの羽ではない。

「神」から授けられた「神に通じる力」、すなわち「神通力」の発動システムである。

　発動の方向は「完全防ぼう御ぎよ」。

　だが、それが完全に発動する寸前、「ミカサ」の四〇口径・三十センチ主砲が火を噴ふいた。

　閃せん光こうと轟ごう音おんの中、操そう舵だ室が吹き飛ばされ、ショックでちぎれた神綱が蛇へびのようにしなって境内の砂利を叩たたいた。

　はじき飛ばされた砂利が、石いし灯どう籠ろうの傘かさを削けずって火花を散らす。

　更さらに、主砲が吠ほえた。




☆




　その数日後。

　台風一過、からりと晴れ上がる…………なんてことは、実を言うと沖縄では結構珍めずらしかったりする。

「ようやく台風一過、か」

　サンダルをひっかけて庭先に出た垣かきの華はなユウは、そう呟つぶやいて「うーん」と大きくのびをした。

　夏休み直前の台風三連発のおかげか、もう低気圧は沖縄の半径四〇〇キロ以内には存在しないそうだ。

　馬ば鹿かのように澄すみ切きった青い空の下、ユウは三日ぶりに我が家の庭を見回した。

　雨上がり特有の澄んだ空気。

　十分すぎる雨風に、へたばるどころかますます沖縄の緑は元気を取り戻もどしているのが頼たのもしいというか「らしい」というか。

「夏休みが始まる前で良かった」

　ぽつりと呟く。

「やれやれ、三日も家に雪せつ隠ちんづめでは辛つらかったわい」

　とその隣となりにやってきたのは、二頭身の虎とら型ソフビ人形、「とらたん」とその中身である「虎とら神がみさま」だ。

　台風の間、さすがにプレハブに居ると何かにつけ不便なので、母おも屋やに避ひ難なんしてきていたのである。

「んー…………やっぱり外に出られるというのはいいのぅ」

　ユウに倣ならうようにのびをすると、「虎神さま」はおいち、に、とラジオ体操を始めた。

「とらたん」もその隣で同じように動き始める。

「しかし、三連発の上に二個までが本土上陸ってのも迷めい惑わくな話だよねえ」

　なんとなく、ユウもラジオ体操を始めた。

　どっちにせよ、まだ一週間は一学期は残っている。

「まあ、大自然のすることじゃからな、仕方がない」

　屈くつ伸しん運動をしたあとに、両手を広げて大きく息を吸って、吐はきつつ「虎神さま」。

　その横で「とらたん」も大きく頷うなずく。

「あれ？」

　ひとりでに動くとは思わなかったソフビ人形の「とらたん」が勝手に動いているのに気づいて点目になるユウ。

「独立して、動けるんだ…………」

　呆ぼう然ぜんとした少女の声に「いや、お恥はずかしい」と「とらたん」は頭を掻かいた。

「なんじゃ、気づかなかったかや？」

　きょとん、とした顔で「虎神さま」。

「今までも我の後についてちょこちょこ歩いておったであろ？」

「いや、そういうのは自動追つい尾びみたいなもんで、独立した意志があるとは……」

「ふーむ、そういう風にみえておったか」

「虎神さま」と「とらたん」は顔を見合わせて「いろいろ現世は複雑ですな」という表情になった。




☆




　同じ頃ころ。

　とんとん、とカーペットの上でブーツが鳴った。

「おう、二本足で立つってのぁ、結構おもしろいもんだナァ」

　黒いエナメルで出来た、ピンヒールのブーツである。

　同じエナメルに輝かがやく、ゴスチックなプリーツスカートが翻ひるがえる。

「なんか、世間様が広く見えらぁ」

　と、ロングヘアの黒くろ髪かみをかき上げつつ、少女は伝法な口調でいった。

「だねえ、兄弟きよーでー」

　と、その隣、アッシュシルバーの髪の毛を揺ゆらしながらもうひとりの少女が頷いた。

「だよなあ、兄弟きよーでー」

　ほんの数秒前まで、みゃーみゃー鳴くばかりの子こ猫ねこだったとは思えない。

「へえ、見事に変身したねえ」

　近くのコンビニから帰ってきた部屋の主…………山やま内うち霧きり人とが感心した声を出しながらテーブルの上に炭酸飲料水のペットボトルを置く。

「うんうん、人化の術を他人に使うのは久しぶりだったから、上手くいくかはちと不安だったけど、何とかなったわねー」

　などといいながら、和服に猫ねこの耳＆尻尾しつぽという出で立ちの霧人の「姉」というか「猫ねこ姉ねえ」と呼ばれる「昔から知り合いのおねーさん」こと「猫ねこ神がみ」は、そのペットボトルの一つに口をつけた。

「霧人さま、似合うッスか？」

「似合うー？」

　そう言って、二人の少女はくるりとターンして見せた。

　どちらもエナメルを多用した、ゴスロリ…………というよりボンデージな小こ悪あく魔ま、という感じである。

「ま、まあ似合う…………けど」

　うーん、弱っちゃったなあ。

　という文字を顔全体に書き込んだような表情で、霧人は猫姉を見た。

「どうしたの？」

「えーと、猫姉ェ。ひとつ、言ってもいいかな？」

「？」

「この子たち、雄おすだよ」

「え…………？」

「猫神」の顔がぽかんと惚ほうけた。

「いや、あ…………で、でも、この子たち何も言わないから」

「そりゃまあ、術が完成しないとしゃべれないわけだから」

「いや、そ、そうじゃなくて、私猫神だから猫の言葉はわかるわけで」

　大おお汗あせをかきながら自分のポカを繕つくろおうとする猫神さまである。

「あちゃぁ……またしくじった」
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　頭を抱かかえる「猫姉」。

　ところが、当人（当猫？）たちはいっかな気にした風もなく、

「俺っちは全然ＯＫ。人のメスの格好ってきれいだし」

「おれもー。ひらひらが楽しいし」

　とか何とか言いながら互たがいの衣装を楽しそうに眺ながめたりさわったり。

　まあ、こちらも「猫姉ェ」が見み間ま違ちがえるのも当然なほど女の子しているわけであるから無理もない。

「どーもこのところ、ボケてばかりねえ……」

　自分の失態にため息をつく猫の神に、霧人は「まあまあ」と微び苦く笑しようしながら肩かたを叩たたいた。




☆




　で、そこから離はなれること数千キロ。某ぼう病院の一室。

「だから、軽いやけど程度だから大だい丈じよう夫ぶだってば」

　と包帯だらけの顔をほころばせて、少年はまた泣き出しそうな顔をしている年上の女性の頬ほおを撫なでた。

「お前のおかげで二撃目は避さけられたし、大丈夫、一週間もすれば治るってば」

「でも、でも…………」

　えぐえぐと、さっきまで一時間近くも泣きっぱなしだったというのに、まだ狭霧と呼ばれた女の目には涙なみだが残っているらしい。

「それ以上泣くと、目玉が溶とけて流れちまうぞ」

　などと大人びたコトを言いながら、少年は少々疲つかれた声になっていた。

　もういくつか年を重ねれば、一時間以上も年上の女性に泣かれる、という事態がかなり「鬱うつ陶とうしい」ものに感じられるようになるはずだが、今の少年には本気で心配でならないようだ。

　だが、身体に負った怪け我がは、たとえその大半を身代わりの人ひと形がたが受けることになろうとも、抱えられないほどのお釣つりが来るほどのものであった。

　故に、心は心配していても、肉体がもう追いつかなくなっている。

「うん、もう大丈夫」

　さすがに狭霧もそれを悟さとって、こくこくと頷うなずき、笑顔を作って見せた。

「そっか…………じゃあ、俺、寝ねる」

「うん、じゃあ私、行ってくるね」

「ん。頼…………む」

　言い終える頃ころには少年の目が閉じ、すーすーと寝ね息いきが聞こえ始めていた。

　そっとドアを閉めながら、狭霧は外に出る。

「もう、よいのかや？」

「ええ。お待たせしました、蛇へび神がみさま」

「よいよい」

　人ひと気けのない廊ろう下かに置かれた硬かたいソファーの上、奇き妙みようなものが狭霧を出で迎むかえた。

　二頭身の蛇へび…………いや、頭でっかちにディフォルメされた蛇のソフビ人形である。

　濃こい緑色で、やや前方にとがり気味の頭は、どこをみている判らない、白目だけの目と目の間を「むにゃー」とした口のラインが繋つないでいて、中央あたりから枝分かれした赤い舌が「へろり」と顔を出している。

　何となく、デザインセンスがここから南に数千キロ行った所にある、虎とらのソフビ人形とよく似ていた。

　こちらもはめ込み式の関節のおかげで、くるっととぐろを巻いていた状態から、波打った姿に変わると、狭霧の隣となりをするすると進み始める。

「烏神さまから、何かありました？」

「さっき電話があった」

　案の定、口元がぺろりとめくれて、両手に携けい帯たい電話を抱えた、クレオパトラカットの小さな少女が現れる。

　技術進歩のおかげでほとんど問題なし、とはいえ病院の中で携帯電話は未だにタブーであるが、このソフビの中だけなら、というコトで、狭霧は見み舞まいの間、携帯電話をこの「蛇神さま」に預けていたらしい。

「やはり南じゃ」

「…………というと、もう四国か、九州あたりですか？」

「おそらくな。じゃがまだ国外には出ておらぬ」

「というと、次は…………」

「沖縄じゃ」




☆




　そしてユウの家。




　起おき抜ぬけ子こ猫ねこが二匹ひき、にゃーにゃーと、鳴き声を上げ始めた。

「虎神さま」共々、母おも屋やに寝ね床どこであるミカン箱共々避ひ難なんしていたのだ。

　ぽて、ぽてと落っこちるようにミカン箱から出てくると、子猫たちは寝ぼけ眼で歩き始める。

　ちなみに三み毛け猫ねこと黒猫。

　三毛猫は「りり」、黒猫は「くぅ」と言う。

　どちらもユウの母親の命名だ。

「さて、朝飯前にやるべきコトをやっておくとするかのぅ」

　不意に「虎神さま」が言い出した。

「日が照ってると元気になるからのぅ、こやつら」

　拾われてから２ヶ月。子猫はスクスクと育ってきたが、起きてる間中、「虎神さま」は子猫のいい遊び相手…………神様本人してみれば「いいおもちゃ」にされてきた。

　雨が降ると眠ねむりっぱなしになるので、ここ数日は静かなものであったが。

「やるべきコト？」

「こ奴やつらに、自分が誰と一いつ緒しよにいるかという自覚と尊敬という奴を植え付けるのじゃ」

「？」

　首を傾かしげるユウの前で、「虎神さま」は片手を振ふった。

　しゃらっと紙のこすれる音がして、御み祓そぎ櫛くしがその手の中に現れる。

　子猫たちはうつらうつらしたまま、寄より添そうようにして、「虎神さま」の前に座り込む。

「では、始める」

　言いながら、口の中でごにょごにょと祝詞を唱え始めた。

　しゃらん、しゃらん、と尻尾しつぽの鈴すずと、御祓櫛が振られて音が響ひびく。

　清せい廉れんな朝の空気を丁てい寧ねいに研ぎ出すような鋭するどさが広がっていく。

　ユウは興味深くこの光景を見ていた。

　実を言うと、「虎神さま」は滅めつ多たにこの手の力を使わない。

　家の外へ出かけるときも「とらたん」で歩いていくし、たいていのことは自分でやる。

　まあ、力を示しにこの世に来ているわけではなく、あくまでも「神無年の間、この世を守る」ために来ているのだから当然といえば当然だが。

「…………！」

　最後に目をかっと見開き、突つき刺さすように御祓櫛を突き出す。

　ひょい、と黒猫と三毛、子猫二匹が後ろ足で立ち上がった。

　ふらふらと頭を左右に振りながらも、子猫たちはそのまま前足を、まるで踊おどりの拍ひよう子しでも取るかのようにひょこひょこ動かしながら「虎神さま」の周囲を回り始めた。

　だんだんその動きが速くなり、やがて、輪りん郭かくがぼやけ、肉眼ではもはや黒い何かの影かげがぐるぐる回っている、というコト以外判らなくなってから、さらに数秒。

　不意に、影の大きさが変わった。

「虎神さま」よりも小さかったふたつの影は、その数倍の大きさに、さらに倍の、倍に。

　そして、不意に停止した。

　そこに立っていたのは、踊りを踊る格好のままの、黒くろ髪かみロングヘアの少女と、黒を基本に金と銀のメッシュを入れたセミロングの少女。

　どちらもレザージャケットにＴシャツ、大きめのカーゴパンツにジャングルブーツというかなりボーイッシュな格好である。

「よし、出来たぞ」

　まだ状じよう況きようが理解できてないらしく、目をパチクリさせながらもポーズ固定のままな元子猫二匹に対し、何処かへ御祓櫛をしまい込んだ「虎神さま」が満足げな笑みを浮うかべた。

「女の子なんだからさ…………もう少し可愛かわいらしい格好がよくないか？」

　思わずユウがつっこみを入れた。

　元子猫の少女ふたりは、大きな目になかなか愛らしい顔立ちをしていて、確かに、もう少し可愛らしいスカートとかの方が似合いそうだ。

　そう言われたからか、不意に硬こう直ちよく状態だった二人の子猫は我に返ったらしく、しげしげと自分の格好を見たり、身体を触さわったり、互たがいを引っ張ったりした。

「どっちもボーイッシュ、ていうよりはちゃんと女の子なんだし」

「最後にこやつらの好みに合わせたのじゃが……何なら今からでも変えてやるぞ」

「虎神さま」もそう言ったのだが、意外にも当人たちは「これでＯＫ」と「お着き替がえ」を拒きよ否ひした、

「いいんだ、雄おすの格好の方が楽だし」

「シンプルだしね」

　うんうんと頷うなずく二匹。

　どうやら霧人の所にいる兄弟と違ちがい、こちらは人間男子のシンプルな衣装が気に入っているようである。

「ま、なれてくれば自分で衣装を変えたりも出来る」

「虎神さま」はあっさりと結論をだした。

「ま、簡単ながら神通力をくれてやったのじゃ、これからは我を敬い、馬ば鹿かは慎つつしむがよいぞ」

「何？　馬鹿って？」

　三色メッシュの「りり」と黒髪の「くぅ」が顔を見合わせた。

「こーいうことじゃないの？」

　と不意に「りり」が「虎神さま」の襟えり首くびをつかんで持ち上げた。

「わ、こらやめよ！」

　そのまま手首をスナップさせてひょいと放り投げるのを、「くぅ」が受けてまた放り投げる。

　なんとまあ罰ばち当あたりなことに、「虎神さま」を子猫二匹ひきはおもちゃにし始めた。

「あ、こら、我はボールではない！」

「にゃははー♪」

「虎神さま、ちっせー♪」

「おのれー！」

「こらこら、ふたりとも…………」

　とユウが取りなそうとした瞬しゆん間かん、

「この、罰当たりども！」

　と「虎神さま」が人差し指を高々と上げた。
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　ぎくっ、と「りり」が硬直し、ワンテンポ遅おくれて「くぅ」も硬直した。

　二人の間を飛び交っていた「虎神さま」はくるりと空中で一回転し、慌あわてず騒さわがずやってきたソフビ人形「とらたん」の上に着地する。

「い、い…………」

「りり」がだいぶ遅れて反応をし始めた。

「痛い～痛い～！」

　そういって両手でほおを押おさえて床ゆかの上に転げ回る。

「痛い～痛い～！」

　同じように「くぅ」も床の上を転げ回る。

「？」

「見たか、愚おろか者ものども」

　流石に少々本気で怒おこっているらしく、「虎神さま」は腰こしに両手を当てて「とらたん」の上でふんぞり返った。

「いったい、何やったんだ？」

「こやつらに罰ばちを当てたのじゃ」

「バチ？　どんな？」

「痛い痛い」からついにうめき声をあげるだけになった二人の元猫ねこを見やりながらユウは首を傾かしげる。

「虫歯の痛みじゃ。それもだいぶ末期の」

「い？」

　思わず、ユウの顔がこわばる。

　誰もが虫歯の、しかも末期の痛みは知っている。

　何もかも、手当たり次第にぶん殴なぐり、最後は自分自身がペンチを使って歯を抜ぬこうかと思い詰つめるぐらいのあの痛み。

「えーと、何本分？」

「四本」

「うわぁ………」

　それはいくら何でも可か哀わい想そうになってくる。

「おい、お前たち、虎神さまに謝れ、謝らないとその痛み、ずーっと続くぞ」

「ふひゃい」「みゅあい」

　もはや言語を操ることも放ほう棄きする寸前らしく、二匹は床に転がったまま力なく頷いた。

「ごえああい、かみひゃま」

「おえんああい、あみあま」

　どちらも翻ほん訳やくすると「ごめんなさい、神様」という言葉をようやく口にする。

「よろしい」

　頷うなずくと、「虎神さま」は指を鳴らした。

　どうやら、それと同時に嘘うそのように痛みは去ったらしく、子猫二匹はぽかんとした表情で起き上がった。

「よいか、我の僕として汝なんじらを取り立ててやったのじゃ、我を敬い、おもちゃなぞにするのではないぞよ」

　ぐいっと子猫二匹をにらみ付けながら「虎神さま」は言いつけた。

「よいな」

「…………はぁい」

「…………はぁい」

　と、姉妹猫の声がハモる。

「よし、判ればよろしい」

「おーお、さすが神様」

　しゅん、となって身を縮める子こ猫ねこたちを前に、苦笑いするユウ。

「さて、そろそろ朝食じゃ、お前たちも元の姿に戻もどれ」

　そういって「虎神さま」が指を振ふると、少女二人は元の子猫二匹に戻った。

「たいしたモンだなあ」

「まあ、これぐらいはの」

　そんな中、ユウの母親が箱膳に朝食を持ってやってきた。

「はい、お食事ですよ」

　そういって、漆うるし塗ぬりの箱の蓋ふたを取り、中から小さな茶ちや碗わんと箸はし、さらに給仕用のおひつや味み噌そ汁しる入りの鉄鍋なべまで取り出した。

　それぞれにご飯を盛り、味噌汁を注ぐ。

　小皿にはめざしとたくわん。

　最後に、専用の座布団を敷しく。

「虎神さま」は昼や夜はユウたちと同じものを食べるが、朝だけはこの形を取る。

「うむ、すまぬな」

　人形同士のおままごとに使えそうな小さな茶碗と箸その他で「虎神さま」は食事を始めた。

　最初に白いご飯を口に運び、二、三口噛かむと、「ほお」という顔になった。

「今日はあれじゃな、コシヒカリか」

「はい」

　うれしそうにユウの母が頷く。

　たくわんをばりぼり囓かじりつつ、味噌汁で口の中を湿しめし、小魚を食べる神様。

　ユウはその横でキャットフードを皿に盛り、二匹の子猫の前に出した。

　こちらは威い厳げんも何もなく、即そく座ざにそれぞれの皿に頭を突つっ込むようにして食べ始める。

「しかし、随ずい分ぶん質素な朝食だよな」

　ユウがぽつりと言った。

　ご飯はきっかり二杯はい、めざし三匹、たくわんは三ミリ厚のが三枚。

「まあ、神じゃからな」

　最後に、御お猪ちよ口この御お神酒みきをちょいちょい、と指先で唇くちびるに塗ぬり、熱いお茶をずるずる飲んで「虎神さま」は朝食を終える。

「たまにはパンでぶれっくふぁーすと、というのも悪くは無いが、やはり『食べた』という気分になるのはこういう食事じゃからな」

「ふーん……」

　ユウは「そういうものかな」と思う。

「さ、ユウもご飯にしなさい」

「あ、そうか今日からあたし、学校だっけ」

　とはいえ、もうあと数日で夏休みである。

「さて、じゃあとらたんたち、また後でね」

「うむ」

　座布団から降りて、「んしょ」と居間のソファーの上によじ登った「虎神さま」が鷹おう揚ように頷き、「とらたん」は子猫たちの背中を撫なでながら片手を振った。

「そうじゃユウ、この前食べたあのチョコレート、また買うてまいれ」

「ああ、あのウエハースが外に出てる奴やつ？」

「うむ、久々の珍ちん味みで美味であったぞ」

「はいはい」

　とか言ってると、電話が鳴った。

「あ、今日は随分早いな」

　と呟つぶやいて、ユウは受話器を取った。

　大方の予想はついている。

　ユウの一族の誰かが、「虎神さま」に会いに来ますよ、という予告電話をかけてきたのだ。

　まあ、大たい抵ていは丸一日暇ひまをもてあましているその家の長老たちであるが、たまに主婦や一家の主が来たりもする。

　相手が神様だからといっても特にこう、という相談事をしにきているわけではない。

　多くの場合は他た愛わいのない世間話だが、「虎神さま」はうれしそうにその話を聞く。

　そしてごくたまに受ける相談に、さりげない助言を与あたえるのだ。

　ユウは用事が入ってない限り、それを横で聞くのが習慣になりつつある。

「虎神さま」が命じたわけではなく、単に自発的に、だ。

　また、一族の連中もそれを不ふ審しんがったり迷めい惑わくがったりすることなく、話の輪の中に入れてくれたりもする。

　おかげでここ二ヶ月ほどでユウはあちこちの親しん戚せきに顔が知られるようになったし、ユウも親戚一同の内部事情にだいぶ詳くわしくなった。

　だからどう、というわけではない。

　ただ、今は亡なき祖母や父母が言っていた言葉は真実なのだなあ、と思う。

「人には様々な瞬しゆん間かんがあるのよ」

　と祖母はその昔、小学校高学年のユウに言ったものだ。

「一人の人間にはどっから見ても素晴らしい、神様みたいな瞬間があったかと思ったら、十円足りなくてわめき散らすような情けない瞬間もあるの」

　なるべく「いい瞬間」を多くして、「情けない瞬間」あるいは「悲しい瞬間」を減らす…………そのために人は努力し、良い方向へと進もうとするのだ、と。

「素晴らしいだけにはなれないの？」

　と問うた少女に、祖母は笑って言ったものだ。

「どんなにきれいな人でも、トイレに行かなくちゃいけないでしょ？」

　今にして思えば、随分クレバーな人生観を教え込まれたような気もするが、どうもそれはほぼ人生の真実じゃなかろうかとユウは感じていた。

　どんなにいけ好かない人物にも、愛あい嬌きようのある一瞬はあるし、どんなに高潔な人でも、やはりコケるところがある。

　もっとも、普ふ通つうの大人はそれを上手く隠かくす方法を知っているか、無む頓とん着ちやくにさらけ出していて気づかない。

　この小さな神様の前では、どんなに無神経な人物も恥はじらうことを思い出すし、表面をとり作ろう事を呼吸と同じくしている人でも、つい本音をさらけ出したりする。

　そして、それがとても楽しそうなのだ。




　ところが、その日の電話は違ちがっていた。




「？」

　電話に出た瞬間、通話がえらく遠いところからのような気がしたのがその短い前まえ触ぶれであった。

「ああ、虎神のところかえ？」

　妖よう艶えんな女の声が聞こえた。

「我じゃ、蛇神じゃ。カラスがやられて船が一艘そう盗ぬすまれた」

「え？」







第２章・お仲間来沖だったとさ
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　数日後。

「おかーしゃん、にゃんこー」

　沖縄に着いたばかりの子供が、興味深げに周囲を見回し、ある一点を指さした。

　髪かみの長い少女の横にならんで、トコトコと二頭身の大きなソフビ人形が歩いていく。

　母親はすぐにそれが何であるかを理解した。

「これ、指さしちゃだめよ、あれは虎とら神がみさまと言ってね、神様なの」

「かみしゃま？」

「そう、だからねこうやって頭を下げておくの」

　とはいえ、三歳児には難しい理り屈くつであった。

「おかーしゃん、あのにゃんこほしー」

「こら、この子ったらもう」

　まだ若い母親は苦笑して娘むすめの頭を撫なでた。




☆




「しかしまぁ、随ずい分ぶんと新しくなったものじゃな。昔は二階建てで、やたら天てん井じようが低くて狭せまい場所じゃったが」

　周囲を興味深げに見回しながら「とらたん」の中身が言った。

　夏休み直前の那な覇は空港は、まだ人の数も少ない。

「えーと、何年前だったかな、羽田空港と同じ設計の人で建たて替かえなおしたんだよね」

　うろ覚えの知識を引っ張り出しながらユウ。

　学校から直行したのでまだ制服姿である。

　ここへはユウの母が手配したタクシーで来た。

　携けい帯たいで連れん絡らくを受けて校門でも待っていたら、タクシーのドアが開き、「とらたん」が手を振ふったのにはびっくりしたが。

「時代はながれておるのぅ…………昔はこういう場所にはアメリカ系の食い物屋が多くて、沖縄独自の食い物はあまり置かぬものだったが」

「ふぅん…………」

「県産品」を見直そう、という運動が活発化し、それまでパイナップルと泡あわ盛もり以外は本国直送（？）の各種アメリカ製食品ぐらいしか土産物が無かった沖縄県が、今や全国的に有名な「沖縄そば」や「タコライス」など、あれやこれやと独自の文化が生み出した食品類を土産に、としはじめたのはユウが生まれる遙はるか前の話である。

「ところでさ、どういうことなんだ？　船が盗ぬすまれた、ってのは」

　幸い、飛行機は遅おくれることもないと到とう着ちやく表示は知らせてくれたが、それでもまだ少し時間がある。

　あの電話があって以後、「虎神さま」は面会すべてを断って、あれこれと走り回り、ユウともろくに話をしていなかったのだ。

　この期に事情説明をしてもらおうとユウが思うのも当然といえた。

「船は船でもただの船ではない…………おぬし、七福神の図を見たことがあるであろ？」

「ああ、船に乗ってる奴やつ？」

　と答えてユウは、

「ひょっとして、盗まれた、ってのは…………それか？」

　こっくん、と腕うで組ぐみした「とらたん」が頷うなずいた。

「別名、アマノウキフネというてな、古来より、この現世と神世を往来する、我ら専用の乗り物じゃ」

「なんとまあ…………」

「しかも新型でな。戦神が遊べるように色々と武装しておる」

「？」

「神にとっても、神無年というのは楽しい季節でな。色々遊んだりするのじゃよ」

「……へえ」

　神様も「遊ぶ」、というのがユウにはあまりピンとこない。

「まあ、普ふ段だんは一つ所に縛しばられて、人の願い事を聞いたりするだけじゃからな」

「そういうもんなのか」

「それよりも問題なのは」

　と、「とらたん」の声は沈しずんだ。

「宝船…………あるいはアマノウキフネが盗まれたとあれば、我らでは捕ほ捉そくしようがない。あれは神専用に作られた品じゃ。それゆえにすべての結界を無効にしてしまう。悪用されたらそれこそ目も当てられぬ事態が出来しゆつたいするぞ」

　つまり、国土防衛用のイージス艦かんが暗号コードごと盗まれたようなものである。

「…………偉えらいことになってきたなあ。で、本当にこっちに来るのか？」

「あれからあちこちの監かん視しを使ったが、どうやら真っ直ぐこっちへ向かっておる」

「責任重大だねえ」

「じゃから、向こうからも人が来るのじゃ」

「はあ、なるほど」

　とかなんとか話をしていると、新しい飛行機が到着したというアナウンスと共に、人が到着ロビーにあふれ始めた。

　半分以上は手荷物の受け取りにコンベアに並ぶが、旅慣れているらしいビジネスマンなどはそのままゲートから真っ直ぐにでてくる。

　それまでの人待ちの倦けん怠たい感かんが一いつ掃そうされ、にわかに空港は活気づいた。

「で、誰なのか顔は判ってる？」

「まあ、大だい丈じよう夫ぶ…………お、あれかのぅ？」

「あれ？」

「とらたん」が指し示す方を見ると、ビジネススーツ姿の二十代の女性が、こちらを見てぺこりと頭を下げた。

　切れ者ビジネスウーマン、というよりも平日に社務所の中でにこにこしている方が似合いそうな「かわいい巫女みこさん」という感じだ。

　反射的にユウは頭を下げたが、

「お、あれのようじゃな、間ま違ちがいないぞ」

　と「とらたん」の中にいる「虎神さま」はようやく確信したらしい。何ともいい加減な話である。

　美女はキャリアーケースを引きずりながら、急いで出口に直通する階段の方へと移動し始めた。

「間違ってたら恥はずかしいぞ」

「大丈夫じゃ、足下見てみい」

　という声がまだ終わらぬうちに、美女は足をもつれさせた。

「あ…………！」

　思わずユウが声を上げる。

　美女はそのまま階段を転がり落ち、のみならず階段を落ちることで倍加した勢いで到着ロビーのガラスを突つき破やぶった。

　がしゃーん！　という音に周囲が一いつ瞬しゆん凍こおり付き、次の瞬間騒そう然ぜんとなった。
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「わーっ！」

　大あわてで駆かけ寄よるユウと「とらたん」。

　美女はガラスを突き破ったあと、そのままぺたんとすわりこんだ状態で停止し、数秒の間呆ぼう然ぜんとしていたが、やがて、子こ猫ねこが水からあがったときのようにぶるっと頭を振ふった。

　ガラスの欠片かけらが周囲に飛び散る。

　ぽけっと見上げた顔にも、身体にもどうやら怪け我がは見あたらない。

「だ、大丈夫ですか？」

　駆け寄ったユウが尋たずねると、美女は悲しそうな顔で、

「ああ、またやってしまいましたわ」

　とうなだれた。

　その細い肩かたの上、ひょいと乗っかった影かげがある。

「この馬ば鹿か者もの」

　声を放ったのは、昔のユウなら「へびたん」とでも呼びそうな可愛かわいらしい蛇へびのディフォルメソフビだった。

「とらたん」同様に「むひょ」と両目と繋つながった口元が開き、その中から、ひょいと上半身は巫女姿、下半身が蛇の小さな少女が現れ、手にしたピコピコハンマーでぽかりと美女の頭を殴なぐった。

「これ、あれほど注意して歩けと申したに！」

「虎神さま」と違ちがい、おかっぱ頭に黒目がちな双そう眸ぼうが印象的な少女は、なおもピコピコハンマーをふるって美女の頭を叩たたく。

　怒おこっていると言うよりも、心配が変化したような叩き方であった。

「いや、あのぅ、虎神さまたちを見つけたらつい気がゆるんでしまって…………」

「口答えするでない！」

　警備員やら何やらが集まってくる中、ユウは足下の「とらたん」を見やった。

「おい、アレがそうなのか？」

「まあ…………なぁ？」

　こけ、と「とらたん」の首が傾かたむいた。




☆




　山やま内うち霧きり人との家には、二台のＦＡＸがある。

　一台はここに霧人が引ひっ越こしてきたときについでに購こう入にゆうした、普ふ通つうに電話線が繋がっており、ＮＴＴ回線を通じて日本各地にかけられるもの。

　もう一つは、この部屋の居候である「猫ねこ姉ねェ」が持ち込んだもので、電源こそ繋がっているが、それ以外の電話線などは皆かい無む。

　だが、週に一回、必ずどこからかの電話かＦＡＸが入ってくるという不思議な代物だ。

　そして、今日も霧人が帰る前にＦＡＸが入っていたらしい。

　少年がドアをあけると「猫姉ェ」は長い脚あしを組んでＦＡＸ用紙を熱心に読んでいた。

「へえ、おもしろいことになったわねえ。アマノウキフネをよりにもよって……」

　にやり、と人の悪い笑みが「猫姉ェ」の顔に浮うかぶ。

「気に入ったわ。うん、気に入った！」

「どうしたの？」

　とても楽しそうな「猫姉ェ」に少年が尋ねると、

「いやね、えーと……」

　数分前、空港で「虎神さま」が垣かきの華はなユウに対して行っていたのと同じ事情説明を「猫姉ェ」は少年にした。

「はあ…………どこへでもいける船、ねえ」

　少年は納得しながらも、疑問を口にした。

「でも戦せん艦かんだとそんなに人が乗らないんじゃ…………」

　あの「神様もどき」たちを「人」と呼んでいいかどうかはわからないが、まあ、霧人は彼らを「単なる観光客」と思いこんでいるから、当然の疑問といえた。

　ところが、猫ねこ神がみはとても楽しそうに、

「ふふふふ、だからなおいいじゃない。戦艦よ、戦艦」

　と、気にした風もない。

「あいつらの作った結界を片かたっ端ぱしから吹ふっ飛ばして行くのよ～♪」

「ああ、そうか」

　そういうことが出来るらしい。

「でも、随ずい分ぶん過激だね」

「空母や戦せん闘とう機きじゃなくて、戦艦というところがロマンよね、うん」

　どうも「猫姉ェ」は違う所に意義を見いだしているようである。

　そういうものなのかな、と霧人は首を傾かしげたものの、とりあえず着き替がえることにした。

　帰りのバスで、この近所に模型店を見つけたのだ。




☆




　窓ガラスをぶち抜ぬいた美女…………狭さ霧ぎりの後始末で、二時間ほど一行は警備室で足止めを食らったものの「まあ、神様の関係者ですから今回は穏おん便びんに」という配はい慮りよと、その場でガラスの代金を弁べん償しようするということで解放された。

「船幽ゆう霊れいじゃと？」

「虎神さま」はぽかんと口をあけた。

「うむ、そうなのじゃ」

「船」を管理しているふたつの神の片方「蛇へび神がみさま」は頷うなずいた。

　こちらは座ったとたんに船をこぎ出した狭霧の膝ひざの上である。

「正確に言うと、最近増えてきた『船無し』の船幽霊という奴やつよ」

「あわよくば幽霊船のみならず、現世の船にさえ乗り込んでくると言うアレか」

「例の世界大戦以来、やたらと増えたわ」

「うーむ」

　ふたりの横顔を赤い夕日が照らしている。

　今はモノレールで那な覇はの中央へ向けて移動中である。

　幸いにも空いていて、小さな神様ふたりの会話に注目するような人間は誰もいない。

　これが小さいなりにも「神」同士でなければ失笑間ま違ちがいなしの会話は続く。

「しかし、船幽霊ごときにアマノウキフネを奪うばわれるとは…………」

「物こそ最近の『船無し』の船幽霊なれど、幽霊としてはだいぶとうが立っておる奴でな、虎神の」

「成仏直前という奴か」

「虎神さま」が仏教用語を口にし、苦笑いした。

「蛇神さま」はそのことはとがめず、話を進める。

「左様。もはや輪りん郭かくもぼやけ、単純な思考と、記き憶おくの欠片かけらぐらいしかあるまい」

「成仏一歩手前の存在ゆえに気取られることも無く、結界をくぐってあっさりと船を奪ったという訳か…………しかし、厄やつ介かいきわまる話じゃの」

「どうして？」

　話を横で聞いていたユウが口を挟はさむと、

「もはや何故に自分がこの世に留まっているかも判らなくなっておるのじゃ、虎神の巫女みこよ。普ふ通つうなら『自分の船を得た』時点で目的を達して昇しよう天てん成仏するはずが、未だに残っているのがその証しよう拠こ」

　後の話は「虎神さま」が引き継ついだ。

「その段階になったら、並の方法では成仏せぬ…………本名を言い当てるか、そうでなければ一度身体を与あたえて、それごと封ふうじるか。力業もあるが……それだと船がマズい」

「へえ…………オカルトな話だねえ」

「何を言うか、ただのオールドミスや髭ひげもじゃデブが、見えもしない物を『見える』といって脳の浅はかな芸能人を泣かせる行こう為いとごっちゃにするでない」

「まあ、そうか…………」

　それ以前に、たとえひと柱でも「神」が居るとなればすでにそれはオカルトなのだが。

「せめて人種だけでも特定できればよいのじゃがな」

「それならば大だい丈じよう夫ぶ…………考えられるのは一種類だけじゃ」

「？」

「奪われた船は日本国こく籍せきじゃが、実はイギリス製というややこしい代物でな。間違いなく、幽霊の元の国籍は英国じゃ」

「えげれすか」

「随分古い言い方を覚えておるの、おぬし」

「まあ、新しいものになかなか対応できぬでなぁ」

「それはやつらもじゃ。何しろ陸伝いにしか移動しておらん」

　と「蛇神さま」は懐ふところから、丁てい寧ねいに折りたたまれた用紙を取り出した。

　広げてみるとＢ５サイズのプリント用紙には、日本列島の絵と、点と線を繋つないで時刻を書き込んだ物が描えがかれていた。

「昔の船乗りは、よほどのことが無い限りは陸地伝いに移動するのが常じゃったからな」

「現代に対応しているのなら、そのまま奴らの国に直行してもおかしくないからのぅ」

「なるほど、それで沖縄に来ると」

「ただ、神社に繋がれていない場合、奴らの姿を現世のものが見られるのは夜明け前のわずかな時間。おそらく、一いつ泊ぱくしたらまた次の停てい泊はく地に向かう筈はずじゃからな、用心せねばならぬ」

「…………」

　そんな会話をユウはどこかのんびり聞いている。

　あまりにも話が浮うき世よ離ばなれしすぎていて、現実味という奴が湧かない。

（ま、現場に出たら色々考えると言うことで、今はいいか）

　と結論を出している。

　神様たちは話に熱が入ってきたのか、それぞれにソフビ人形を降りて、手近な空席に地図を広げてあれこれ話し合いを始めた。

　と、それまでこくり、こくりと居い眠ねむりをしていた美女…………狭霧が目を覚ました。

　こちらを見て、にこっと微笑ほほえむ。

「あ、どうも……」

　と挨あい拶さつする。

「あ、そうだ怪け我がは…………」

「大丈夫です」

　にっこり笑う狭霧。

「わたし、頑がん丈じようなのだけが取とり柄えですから」

「はぁ…………」

　確かに、あれだけ派手に転こけて、しかも窓ガラスをぶち抜ぬきながらもかすり傷ひとつ負っていないのだから「頑丈」なのは本当だろう。

「どうぞよろしくお願いいたしますね」

「あ、はい、こちらこそ…………」

「私、方ほう丈じよう狭さ霧ぎり、あなたは？」

　そういわれて、ユウは自分がまだ名乗っていないことに気づいて赤くなった。

「あ、えーと、垣華ユウと言います」

　先ほどの衝しよう撃げき的てきな登場ですっかり忘れていたが、目の前にいるのは自分よりも年上で、落ち着いた雰ふん囲い気きの和風美人なのである。

　さりげなくプロポーションもいい。

（きっとこういうのが普ふ通つうの男の子は好きなんだろうなあ）

　などとぼんやり思う。

「ユウさん…………いいお名前ね」

「あ、いえ、あの…………」

　慣れてないタイプの相手と、ほめ言葉に、ユウはますます赤くなった。




☆




　国道五十八号線ぞいにあるその店は、ウナギの寝ね床どこのように細長い店である。

　幅はばは三メートル弱、そのくせ奥おく行ゆきは十メートルはある。

　出入り口にキャッシャーと、エッチング類など、ちょっと値の張る工具類が納められたショーウィンドウがＬ字に配置されている。

　それ以外はぎっしりとプラモデルの詰つめ込まれた棚たな。

　音楽は店内のラジカセから流れるＦＭラジオだけ。テレビモニターとかは一切ない。

「模型のしらま」という店はそういう簡潔な店だった。

　ドアを開けて中に入ると店主が「いらっしゃい」と、なれなれしくもなく、よそよそしくもない絶ぜつ妙みようの声をかける。

　霧人は周囲を見回しながら、慎しん重ちように店内を見て回った。

　考えてみれば、「模型屋」そのものに入るのが久しぶりなのである。

　以前、東京にいる頃ころはむしろ量りよう販はん店や秋葉原のガレージキットメーカーの直営店に行くことが多く、またさほど熱心に造形物に取り組んでいたわけでもないので、「模型店」という所に行った覚えがない。

　もっとも、これは「全国的に個人経営の模型店と玩がん具ぐ店てんが減少しつつある」ことと無む縁えんではないのだが…………。

　それはさておき。

　霧人は「これからのこと」を考えて、とりあえず飛行機関係のコーナーに行ってみた。

（船の攻こう略りやく、ってことは船を沈しずめちゃだめだから、戦せん闘とう機きは論外として…………戦闘ヘリなのかなぁ？）

　とか思いながらタミヤのヒューイコブラと、トランペッターのミル・ハインドを両手に抱かかえて見比べたりする。

「へえ、山内って模型もやるのか」

　その背中に、ひょいと声がかけられた。

　振ふり向いてみると、日に焼けた顔に笑顔を浮うかべた、クラスメイトの一人が立っている。

　背中には野球用のボストンバッグ。

「あ、君は…………」

　言いかけるが、まだクラスメイトの顔と名前が判然としない少年は答えに詰まる。

「ひでえなあ、縞袋だよ。縞しま袋ぶくろ栄えい賢けん」

　と言いながらも少年は笑ってくれた。

「いやあの…………ごめん」

　恥はじ入るばかりの霧人だが、縞袋少年は気にした風もなく。

「で、何作ってるんだ？　空物オンリー？　それともやっぱりガンプラ？　それともフィギュアか？」

　と畳たたみかけるように問うた。

「あ、いや、あの………」

　正確に言えば「模型なら何でも」だが、限定されるとちと困る。

「えーと、ジオラマ、っていうか…………その…………町並みを」

　何とか、最近しょっちゅう作る事になったものを口にした。

「Ｎゲージ？　随ずい分ぶんと渋しぶい趣しゆ味みだな、おい」

「いや、そ、そうじゃないよ、そのぅ…………」

「ひょっとしてヒストリカル、って奴やつか？」

「ヒストリカル？」

　聞き慣れない単語に少年は首を傾かしげた。

　元から「作ることが好き」というぼんやりした興味なので、細かい単語の知識はない。

「戦場ジオラマじゃなくて、歴史の一部を切り取るような風景ジオラマの事」

「……ああ、そっちに近いかなぁ」

　実際に使えるビルや港こう湾わん施し設せつなどを作っているのだから、まあその通りと言っても良いだろう。

「で、今何を作ってるんだ？」

　の問いに、霧人は少し考え、

「映画のセットと町並み」

　と当たらずとも遠からずな答えを返した。

「セットと町並み？　呉か尾道でも作ってるのか？」

「尾道？」

「ほら、この前映画があったじゃんか」

　と言われて、そういえば戦せん艦かん大和をテーマにした映画を作る際、１分の１セットを作った街の名前が確か「尾道」と言ったのを思い出す。

「違ちがうよ…………えーと、まあ、出来あがったら後で見せるよ」

　霧人はいささか苦みの入った笑みを浮かべた。

「おお、愉たのしみにしてるぜー」

　笑うと、栄賢は入荷したてのガンプラをひと箱引き抜ぬいてレジへ向かった。

「じゃなー」

　そう言って店を去る。

「…………」

　手を振って見送り、再び棚たなを物色し始めてからようやく霧人は気がついた。

　自分がユウ以外で初めてクラスメイトと長話をしたのだと。




☆




　ちょっとした寄り道をした後、ユウの家に一行がたどり着いたのは夕方を通り越こし、もう夜も八時を過ぎる頃ころであった。

「ただいまー」

　離はなれではなく、母おも屋やに戻もどってきたユウの声に、あらかじめ電話で連れん絡らくを受けていたユウの母が満面の笑みで出で迎むかえてくれた。

「蛇神さままでまあ……お久しぶりです」

　ユウの母が頭を下げる。

「そういえば、三十年ほど前じゃったな、おぬしと会うのは」

　と、狭霧の右みぎ腕うでに巻き付いた格好の「へびたん」から顔を出した「蛇神さま」が鷹おう揚ように手を振った。

「……話は聞いたぞ、先代は惜おしい人物であった」

　そして、悼いたむ顔で目を伏ふせる。

「ありがとうございます」

　ユウの母もこれをからりと受けた。

「お母さん、前にも……？」

「別の用件だったけど、三日ほどいらっしゃったことがあったのよ。あなたはまだ生まれてない頃」

　にっこりとユウの母が笑う。

「あれは八三年だったかしら…………」

「そうじゃ、今のカラスの前任の鶏にわとりがフライドチキンとカラオケにはまって、挙げ句に大失敗をしてのう」

　と「虎神さま」が頷うなずいた。

　どうも神様も色々あるらしい。

「でもまあ、狭霧ちゃんも大きくなって」

「母がその節は」

「いえいえ、こちらこそあなたのお母さんにはお世話になりっぱなしで」

　ぺこり、と頭を下げる狭霧。どうやら狭霧の母親とユウの母親は顔見知りであるらしい。

「で、カラス天てん狗ぐの人は？」

「ちょっと…………怪け我がをしてしまいまして…………」

「そう…………」

　表情を曇くもらせる狭霧と母だったが、蛇神さまが手を叩たたいてその落ち込み気分を払ふつ拭しよくする。

「これこれ、何をアレしておるかー！　ささ、虎神、我らを誘いざなえ」

「うむ、そうであったな」

　と偉えらそうに頷いて、「とらたん」の頭の上に乗っかった「虎神さま」は居間の方へと指を指した。

「では一同参るぞよ」

「はいはい」

　とユウが笑い混じりに頷いた。

　居間には、ユウの母手作りの料理が広げられていた。

「おお、これじゃこれ！」

　と「蛇神さま」は目を輝かがやかせてソフビの「へびたん」から飛び降りた。

　そのままするすると箱膳の前までやってくる。

「本場のゴーヤーチャンプルーにミミガーのピーナッツ和え、さらに豚足の煮込みてびち！　これじゃこれじゃ。沖縄に来たらまずステーキ、次におぬしの家でのこれじゃこれ！」

　蛇へびの下半身をぴょんこぴょんこと跳はねさせながら、子供のように「蛇神さま」はご満まん悦えつである。

「…………しっかしまあ、よく入るなあ。あのちっこい身体に」

　思わずユウの口から本音が漏もれた。

　実を言えば、モノレールを降りてすぐに、西武門にしんじようにあるステーキハウスへ直行し、「蛇神さま」は二人前のテンダーロインステーキの大（八〇〇グラム）と大ジョッキ三杯分のビールを平らげているのである。

　古い言葉に蛇と書いてウワバミと読む、なんてものがあるが、まさに小さいながらも蛇は蛇と言うことか。

「まあ、お肉なんて普ふ段だんは滅めつ多たに食べられませんから」

　荷物を部屋の片かた隅すみに置きながら、狭霧がくすりと笑う。

「そういうモンですかね」

　いまいちユウにはピンとこない。

　沖縄は在日米軍を含ふくめた数々の「厄やつ介かいごと」を背負っているので、日本政府のご意向という奴やつで、食肉などに関して、特別措そ置ちが執とられている。

　肉食文化が本土よりも盛んなのはそのおかげだ。

　と思っていたら、

「和風神社でステーキの匂においが、っていうのは、さすがに氏子の人たちが……」

　あははは、と狭霧は暢のん気きな笑い顔になった。

　どうやらもっと現実的な理由らしい。

「欧おう米べいの食文化が浸しん透とうしてくれたおかげで、年末年始はだいぶ食べられるようになったが、やはりステーキと沖縄料理は格別じゃー！」

　もう満面の笑みを浮うかべて、「蛇神さま」は上じよう機き嫌げんである。

　今にも箸はしを両手に持って器をチャンチキ叩きそうな勢いだ。

「まったく、虎神はうらやましいぞ、こういう物が毎日食べられる状態なのじゃからな！」

「やれやれ、相変わらず食い意地が張っておるのぅ」

　珍めずらしく「虎神さま」が苦笑いを浮かべた。

「我は食いだめが出来るからいいのじゃ」

　と、あくまでも「蛇神さま」は相好を崩くずしっぱなしである。

「ま、とりあえず、今後のことは明日からじゃな」

　と「虎神さま」が話を締しめくくった。

「でわ、いただくぞっ！」

「蛇神さま」の心底楽しそうな声があたりに響ひびいた。




☆




　自宅であるマンションに戻もどってくると、霧人は学校関係の荷物を自室のドアの向こう側に放り込み、そのまま、本来なら「応接間」に続くはずのドアを開けた。

　最初の時こそ真っ暗だったが、今はかっちりと舗ほ装そうされたコンクリートの廊ろう下かに、薄うすい間接照明の明かりが延々と続く。

　ドアの入り口に立てかけてあるサンダルを突つっかけて、少年はとことこと廊下を進んだ。

　最初に「猫姉ェ」に連れてこられた時には砂さ丘きゆうばかりが続いていたが、今は「動く道路」も含めた近代的な通路と、高い天てん井じようの建物となっている。

　すべて、少年が作った模型を「猫姉ェ」が１分１に拡大した代物である。

　通路が終わると、そこには広大な空間。

　まず最初に作ったＵボート用の港はもちろんだが、その上には、巨きよ大だいな火山岩とおぼしき岩類で出来たドームと、その内側をびっしりと覆おおう、目もくらむばかりの巨大な鉄骨とレールで出来た建物が存在していた。

　首をほぼ地面に対し直角にあげねば見えない程の高さには、それでもなお視界を超こえて存在する、巨大なロケットとも、飛行船ともつかない巨大な機械が、それを十分に支える説得力をもった巨大なアームに保持されて鎮ちん座ざしている。

　そして、この巨大な空間は人と、「神様もどき」と言われる妙みような格好の連中とでごった返していた。

　少年は数秒立ち止まって、この風景を眺ながめた。

　ここは少年が作り上げた「街」なのだ。

「やあマイスター、いらっしゃい」

　両手に小麦の袋ふくろを持ってのしのしと歩いていたイタリア系の大男が、厳ついひげ面をほころばせた。

「やあ、マルチェロ、腕うでの具合は大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫でさ。前よりもしっかりしてるぐらいで」

「もう、喧けん嘩かとか、しちゃあダメだよ」

「へいへい」

　と大男は肩かたをそびやかしてみせる。

「今日はもう、学校は終わったんですかい？」

　荷車を引っ張っていた別の男が帽ぼう子しを取りながら声をかける。

「うん、そうなんだ」

　町中を右往左往していた連中がそれをきっかけに次々と少年に声をかける。

「マイスター、いらっしゃい」

「マイスター、ご機き嫌げんよう」

「マイスター、随ずい分ぶんお早いお帰りで」

「うん、そろそろ一学期も終わりだからね」

　とか挨あい拶さつを返しつつ、少年は普ふ段だんの生気のなさが嘘うそのように、この架か空くうの街を駆かけ抜ぬけていく。

　ここの奥おくに、少年専用の「仕事部屋」があるのだ。

　路地をすすみ、突き当たりにある小さなドア。

　その前には門番のように、奇き妙みような生き物がたたずんでいる。

　腕や首はなく、ずんぐりとした身体に短い足、タバコのような物を口らしき部分に加えた黒目がちの生き物は、「よお」と意外に渋しぶい声で挨拶した。

　これもまた「神様もどき」と呼ばれる、人の無意識により実体化した生き物の一種である。

「あ、どうも」

　ただ、名前は無いので、霧人は頭を下げるだけだ。

「…………だんだんここいらは賑にぎやかになるなぁ」

　霧人の挨拶を受けたのか無視してるのか、さっぱり判らない態度と声で、「神様もどき」は呟つぶやくように言った。

「迷めい惑わくですか？」

「うんにゃ、俺たちにとっちゃ、こういう賑やかさは今までねえものだからな。むしろ楽しいよ」

　と答えた所をみると、どうやら本音らしい。

　そこで霧人は、普段から疑問に思っていることを口に乗せた。

「そういえば、いつも何をしてるんです？」

　ここへ来れば風景と同じでいつもうろついているが、「人間を模した」だけに一いつ般ぱん社会「のようなもの」を形成し、毎日わいわいやってる人形たちと違ちがい、彼らは何かをしているような様子はない。

「何をしようかぼんやり考えてる…………そうでなければぼんやりしてる」

　答えは随分と単純な物であった。

「…………」

「まあ、神様もどきなんてのはそういうものさ。だからお前たちみたいに『何か』を持ち込んでくれる連中は大だい歓かん迎げいなんだよ」

　じっと黒目だけの眼が、少年をのぞき込んだ。

　霧人は相手をのぞき返してみたものの、相手が笑っているのか、それともまじめなのかは判らない。

　ただ、悪意だけは感じなかった。

「はぁ」

「なあ少年」

　ひょいと横を向いて視線を外しながら「神様もどき」は言った。

「これからは、少しずつでいいから本当の『街』って奴やつをつくっちゃくれないか？」

「え？」

「俺たちは人から生み出されたもんだが、人間の集まる『街』を見たことがねえ」

「…………」

「頼たのむよ」

「ええ」

　しっかりと少年は頷うなずいた。







第３章・兄貴がちょいと来てたとさ







☆




　人間というのは不思議な物で、百万の雑ざつ踏とうの中に居ても、すれ違うだけで一生話さない場合が多いというのに、ひとたび話しかけてしまえば、「その他大勢」が「この人」になり、百万の雑踏の中からでも見つけ出せるようになる。

　そうなる条件は色々あるが、中には傍はた目め、「どうしてこの人たちが」という物もある。

　さしずめ、二年生の中では、垣かきの華はなユウと山やま内うち霧きり人と、という二人もそう言われるに違いない。

　終業式が終わった後、二人は何となく廊ろう下かで行き会い、一いつ緒しよに拾った子こ猫ねこたちの話になった。

「そうか、そっちも元気なんだ」

「うん。この調子だと夏休み頃には外に連れ出せそうだ」

　ユウはそう言って穏おだやかに笑った。

　彼女のクラスメイトが見ていたら、口笛のひとつも出そうな、普ふ段だんからは考えられない優しい笑顔だが、当人は気づいていない。

「最近はやんちゃでな、あちこち走り回ったり、上ったりで」

「あ、僕の所もそうだよ」

　霧人も笑う。

　ただ、さすがにゴスロリチックな衣装に身を包んで人間化する、とは言えない。

　まさか、地球上にそんなことを言ってまともに信じてくれる人はいないだろう、と思いこんでいた。

　目の前の少女に引き取られた猫ねこも同じような状じよう況きようであるとは夢にも思っていない。

「ウチは結構過激でな。この前虎…………じゃなかった、いとこがあまりにうるさいんで雷かみなりを落としてた」

　形而上たとえばなし的な意味ではなく、本当に小さな雷を二匹ひきの尻尾しつぽの上に落としているのだが、霧人もまさかそうだとは思っていない。

「まあ、猫の騒さわぎなんて、人間の子供に比べればかわいいモンだがな」

「そうだね」

「あ、そうだ…………これ」

　ユウがスカートのポケットから携けい帯たい電話を取り出して開いた。

「この前撮とったんだ」

　データフォルダから数枚の写真を呼び出す。

　そこには床ゆかに寝ね転ころがってたり、じゃれ合ったりしている子猫の画像があった。

「あは」

　思わず霧人は微笑ほほえんだ。

　ふたりは肩かたを並べて、携帯電話の写真に見入る。

「可愛かわいいなあ」

「可愛いか？」

「うん…………僕のほうも携帯で撮っておけば良かった」

　少年は目を細め、携帯電話の中に見入る。

　数十枚の写真はあっという間に見終わった。

「ありがとう」

　携帯電話を返しながら少年はにっこりと笑った。

「今度は僕も写真、撮ってくるよ」

「うむ、愉たのしみにしている」

　ユウも笑った。

「じゃ、私はそろそろバイトがあるから」

「うん、じゃあ僕も」

　そう言って、ふたりは分かれた。

　霧人は鞄かばんを取りに教室へ向かいながら、どうせなら鞄を持ってきていれば、校門まで一緒にいられたことに気づいてため息をついた。

「馬ば鹿かだなぁ」

　こけ、と頭を傾かたむける。

（でも、なんでそんなこと考えるんだ？）

　頭の中で誰かがささやいたが、それは今のところ、まだ少年にとって大きな疑問に育ってはいなかった。




☆




「ぬふふふふふのふ」

　不意にわざとらしい笑い声が聞こえて、ユウは足を止めてちら、と窓ガラスを見た。

　ツーテイルの悪戯いたずらっぽい目つきは、クラスメイトの胡ご屋や秋あき保ほである。

「見…………」

　たわよ、と相手が言うよりも先に、

「見ィたァなぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　とおどろおどろしい声を出しつつ片手をふらふらと振ふるわせ、嫌いやぁな薄うすら笑いを浮うかべながら振り返る。

　この辺は去年の夏、お化け屋や敷しきのバイトをした時に学んだノウハウがある。

「ひひゃあっ！」

　機先を制されて、秋保は思わず後じさり、そのまま尻しり餅もちをついた。

「で、何を見たのかね？」

　ひょいっと表情を切り替かえてユウは尋たずねた。

「いや、えーとあの…………ほら、今山内くんとしゃべってたでしょ？」

　本来ならからかい半分でユウを振り回すつもりだった秋保だが、すっかり主導権を奪うばわれて立つ瀬せがない。

「それが？」

　本気でユウは首を傾かしげた。

「いや、えーと、その……どーしてかなー？　と思ってさ」

「ああ、そんなことか」

　妙みように持って回った訊きき方をするモンだな、と首を傾げつつユウは答えた。

「簡単な話だ。この前、捨てられてた子こ猫ねこを彼と半分ずつ引き取ったんだ」

「何で？」

「たまたま通りがかったんだ。それに猫ねこは二匹ひきはともかく四匹は少し多いからな」

「まあ、そうだけど……」

　と思わず納得しかけ、秋保は「ちがう違ちがう！」と首を振った。

「いや、そういう事を聞きたかったわけじゃなくて、えーと、その、つまり、あの、なんだ、えーとあー」

　勢いに乗ってならともかく、改めてとなるとちょっと口に出すのが恥はずかしい言葉に、秋保は顔を赤らめたり目を伏ふせたり。

「…………？」

　しばらくユウは首をひねっていたが、やがて、得心したとばかりに手を打った。

「そうか、秋保は山内が気に掛かかるのか！」

　あまりといえばあんまりなお言葉に、思わず秋保は顔を真っ赤にしたまま大声を出した。




「ち、違うーっ！」




「違うのか？」

　きょとんとした顔でユウ。

「違うってば、ぜーったい違う！　つーか、むしろ逆！」

「逆？」

「つまり、あんたが山内君と付き合ってるんじゃないか、ってことー！」

「なんだ、そりゃ？」

　ユウは本気で首を傾げた。

「ほ、ほら、あるじゃん、子猫が結ぶカップルって…………最初は『可愛かわいい猫ですね』っていうところから始まって、だんだんこう、ほら…………あれよ、ほら、あれ」

「指示語だらけでよくわからん」

　何となく言いたいことが判ったが、あえてユウは知らん顔を決め込むことにした。

　ちょっとした意地悪だ。

　いつもの秋保がやる他愛たわいのない冗じよう談だんに違いないが、妙に今日のユウのカンに触ふれる。

　なぜかはユウにも判らない。

「そういうくだらない話なら、私は帰るぞ……まったく」

　そう言って、いつもよりなぜか早足でユウは階段を下りていった。

「あ、ちょ、ちょっと…………」

　と秋保は追いすがろうとしたが、すでに長身のユウの背中は遠くへ去っている。

「…………」

　しばらくその後ろ姿を見て、秋保は腕うで組ぐみをした。

　首を傾げる。

　襟えり足あしでツーテールが揺ゆれた。

「…………あやしい？」

　ぽつん、と少女の声が廊ろう下かに小さく響ひびいた。




☆




「模型のしらま」のドアをくぐると、霧人は早速「情景セット」のコーナーにしゃがみ込んだ。

　本来、鉄道模型用の町並みを模したプラスティックキットがメインであるが、場所を取るため今の日本ではあまり買い手もつかず、うっすらと埃ほこりをかぶっている物が大半だ。

　頭の中に、魔ま界かいに広がる港と空中母ぼ艦かん用の各種施し設せつのある光景を浮うかべながら、似合いそうな、あるいは似合う物に改造出来そうなものを選ぶ。

（やっぱり、ヨーロッパ方面だよな）

　それも石造り、煉れん瓦が造づくりの古めかしい物がいい。

　慎しん重ちように石いし畳だたみの地面や、立ち並ぶ商店街のキットを見ていく。

　出来ればフィギュアがついている物が望ましいが、ここまで専門的になると、この手の物はバラ売りというのが相場だ。

　後は懐ふところとの相談である。

　どれくらい、少年はキットとにらめっこをしていたのだろうか。

「へえ、お前、模型作るんだな」

　久しぶりに聞く声が不意に隣となりから聞こえた。

「！」

　顔を上げると、いつの間にか右みぎ隣どなりに、茶色のスーツを着けた、二十代後半の男が立っている。

　背が高く、肩かた幅はばも広くて厳つい顔立ちなのだが、穏おん和わな表情が愛あい嬌きようになって人好きのする雰ふん囲い気きをまとわせていた。

「春はる人と兄さん……」

　少年は、信じられない顔で立ち上がった。

「よう、久しぶり」

　自分もタミヤの３２分の１Ｆ－１５Ｅストライクイーグル（バンカーバスター仕様）の箱を持ったまま、青年――――山内春人はにやっと笑った。




☆




　ロッカールームに入ると、ユウはまず眼鏡を外してコンタクトにし、前まえ髪がみを下ろしてから、肌はだの露ろ出しゆつは少ないが、その分身体のラインがくっきり浮き出るウェイトレスの制服に着き替がえる。

　そうして服装のチェックをする暇ひまもなくロッカールームを出ると、ぎりぎりでタイムカードに「遅ち刻こく」の記録が残らないタイミングで職場に飛び込めた。

　そこは落ち着いた雰囲気の、那な覇はでも有数の高級ホテルの上階にある展望レストランだ。

　本屋でのバイトの先せん輩ぱいが、旅行中のピンチヒッターで入った仕事だが、今のところ代役を立ててでも継けい続ぞくしたくなるほど一番きつくて一番実入りがいい。

（間に合った）

　という言葉を飲み込んで、すうっと深呼吸すると、ユウはまるで二時間も前からここに居るかのような顔をして勤務についた。

　さっそく、入り口にひと組、カップルの客が入ってきている。

　小走りにならぬよう、しかし、出来るだけ急いでユウはその客の案内をするべく入り口へと向かった。




☆




　沖縄という場所は不思議な所だ、とぼんやり霧人は思っていた。

　上から三番目、霧人にとってはすぐ上の兄である春人に連れてこられたレストランは、こんな高級店が那覇のどこに、と思う程東京の高級レストランと雰囲気も作りも似ていた。

　一いつ介かいの高校生である少年にとって、その行動範はん囲い内にある那覇の食べ物屋、と呼ばれる所は東京の行楽地、もしくはファミレスのコピーか、その支店で、それ以外は大衆食堂というべき恐おそろしく古いイメージの物しか無い。
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「まあ、食事ぐらいは奢おごらせろよ」

　そう言って、春人はレストランでは一番高いフルコースディナーを頼たのんだ。

　模型屋でも春人は少年の分まで金を出そうとしたが、霧人は断固としてこれを退けている。

　最初に出てきたブイヨンスープを飲みつつ、兄弟は当たり障りのない話をした。

　実を言えば、四人の兄弟の中で、霧人が唯ゆい一いつ、プレッシャーを感じないのはこの春人だけである。

　他の三人は兄と呼ぶには少々年が離はなれすぎていた。

　長男と霧人の年ねん齢れい差は二十歳さい。五つ年上の春人はぎりぎり会話が出来る相手だ。

「しかしまあ、お前が高校入学と一いつ緒しよに沖縄で一人暮らし、と聞いたときはどうなるかと思ったけど…………上手くやってるみたいじゃないか」

　霧人は微笑ほほえんで、

「自分でも信じられないですよ」

　と答えた。

　実際には「猫ねこ姉ねェ」に財布を預けて、後は月一回の弁護士との打ち合わせの前に辻つじ褄つまを合わせているだけだが、正直に言えばいい、というものでもないことはすでに少年も熟知していた。

「ところで、なんだがなぁ……」

　春人は言いにくそうな顔になった。

　数秒の沈ちん黙もくの後、あきらめを半分以上込めた声が、ためらいがちに春人の口からこぼれ出た。

「なあ、考え直して本家に戻もどらないか？」

「…………」

　何となく予想してた事だけに、霧人はあまり表情を崩くずさず、ただ黙もく々もくと前菜を片付け始めた。




　無言、無音の数十秒。




「案外親父はお前が考えてるような人じゃ、ないかもしれないぜ？」

　少年の心の中にある秤はかりがどちらに傾かたむくか、慎しん重ちように見み据すえながら春人が言葉を継つぎ足たした。

「…………」

　少年は答えない。

　答えないことこそが、もっとも雄ゆう弁べんな答えであると、すでに知っていた。

　百万の抗こう弁べんよりも、ひと言も発しない沈黙。




　さらに、無言、無音の数十秒。




　周囲の雑ざつ踏とうが、やけに大きく霧人には聞こえた。

　それでも黙だまっていると、春人はため息混じりにこの話題にケリをつけた。

「お前は、純真すぎるんだよ……世の中は、そんなに綺き麗れいじゃないが、絶望するほど汚きたない場所でもないぞ」

「…………考えておきます」

　春人以外の相手なら、無言ですませてしまう所だが、この叔父おじにだけはそういう不義理が出来ない。

「そうか」

　言外に「仕方がないな」という響ひびきを含ふくめつつ、春人は会話の内容を切り替かえた。

「ところで、お前、今何作ってるんだ？　ジオラマか？」

「え？」

　少年の足下にある模型屋の袋ふくろを顎あごで示しながら春人は続けた。

「情景物ばっかりだろ？　それもヨーロッパの。バキュームフォーム（プラスティックの板を熱して、真空整形する手法で作られた、という意味。ミリタリーモデルでは今でも主流の方法）まで手を出してるのは頼もしいが………」

「兄さん、何でそんなに詳くわしいの？」

「俺は上の雪人兄さんに仕込まれたんだ。ミニ四よん駆くのチューン方法だけを教えてもらうつもりだったのに、兄貴の奴やつ、上手い具合に誘ゆう導どうしやがってな」

「へえ…………」

　ようやく、少年の表情から険しい物が抜ぬけた。




☆




（ああいう顔もするのか……）

　その光景を厨ちゆう房ぼう近くで料理を受け取りながらユウは見ていた。

　実を言うと、霧人のテーブルのいくつかの料理はユウが運んでいる。

　まあ、外見はすっかりいつもとは違ちがうから、霧人が気づかなくても当然ではあるが、そのおかげで、ユウはいつも学校で見かける少年が、一面だけを見せているのだと気がついた。

　何か、気に障ることでもあったのか、まるで能面をつけたかのように、凄せい絶ぜつな雰ふん囲い気きをまとって何の表情も浮うかべない、と思ったら、今は興きよう味み津しん々しんという顔で眼を輝かがやかせて何事かの話に熱中している。

（ふぅん…………）

　何となく、その顔が気に入って、思わずユウは手を止めていた。

「ユウちゃん、どしたの？」

　同じウェイトレス仲間（といってもユウよりも年上ばかりだが）が肘ひじでこづいて我に返る。

「あ、す、すみません」

　慌あわててユウは手元のメモと出された料理を照らし合わせて、他のテーブルへと向かう。




☆




　春人はハイヤーでマンションの前まで送ってくれた。

　少年の前では突とつ然ぜんの来沖に関して「気まぐれだよ」と言ってはいたが、霧人の兄たちがそんな自由を許されているわけはない。

　おそらく、忙いそがしい中、スケジュールをやりくりして、沖縄行きの仕事のついでに時間を作ってくれたのは明白だった。

　だから、あまり長く引き留める訳にはいかない。

　少年は何かと理由をつけて、兄とマンションの前で別れることにした。

「じゃあ、とにかく身体には気をつけてな」

「ありがとう、兄さん」

　月並みな別れの挨あい拶さつを交わし、兄弟は別れた。

　少年は去っていくハイヤーを見もしないでマンションのドアをくぐり、暗証番号を打ち込んでいた。




☆




　タクシーが出ると、弟は真っ直ぐマンションの中に入っていった。

（ちょっと前まではいつまでも見送ってくれた物だがなあ）

　溜ため息いきをついて少年の兄はネクタイをゆるめた。

　ハイヤーの中、車のエンジン音がやけに大きく聞こえた。

　春人は後部座席に深く座り直すと腕うで組ぐみして目を閉じた。

　少しでも、出来るウチに寝ねておくのは、成人して父の会社に入ってから最初に覚えたことだ。

　ハイヤーの微び妙みような振しん動どうとエンジン音が、次第に心ここ地ちよい音楽に変わってくる。

　走行音が不意に途と切ぎれた。

「やっぱりお父さんのこと、今でも嫌きらいなのね」

　ふと、さっきまで弟が座っていたところから声がした。

　眼をあければ、そこにいつの間にか和服姿の猫ねこ耳みみ尻尾しつぽ付きの美女…………「猫ねこ神がみ」が座っているのに気づいて、ちょっとした騒さわぎになったかもしれない。

　だが、短い眠ねむりの寸前に生じた、意識の隙すき間まに潜もぐり込んだ彼女との会話を、霧人の兄は不思議に思わなかった。

「ああ、困ったもんだ……親父も立派な人間じゃないが、仕事はきちんとやるし、情に溺おぼれすぎるわけじゃない」

　春人は苦い笑みを口元に浮かべた。

「あの人は鍵かぎのかかった部屋でないと安心して本音もしゃべれない人なんだよ………霧人ももう少し一いつ緒しよに過ごす時間があれば判る筈はずなんだが」

「あなた、優しいのね」

「そうじゃない。自分と同じ所で苦しんでるあいつが観てられないだけだ」

「どういうこと？」

「俺も、社会に出るまではあいつと同じ風に親父を見てたんだが、結局、今考えてみればそれは親父を見ないで、親父の影かげだけで物事を判断してたんだ…………そう気づいたとき、今まで悩なやんでたのが馬ば鹿かみたいに気が楽になった」

　だから、と青年は続ける。

「俺がやらかしたような遠回りや、苦しみの長さをあいつには味わわせたくないのさ」

「そこが優しいというのよ」

「猫神」はのどの奥おくで楽しげに笑った。

「何も笑うことは無いじゃないか、君」

　ふと春人は我に返り、ついでに夢うつつだった全神経が一いつ斉せいに復活する。

「…………夢か」

　後部座席には誰もおらず、春人は自分が夢うつつで寝ね言ごとを言ったと思いこんで微び苦く笑しようを浮うかべた。




☆




「ただいまー」

　バイトから母おも屋やに帰ってきたユウは、廊ろう下かでばったり風ふ呂ろ上がりの狭さ霧ぎりと出会った。

「あ、お先にお風呂いただいてます」

　自前で持ち込んできたバスローブに肢し体たいを包んだ和風美女は丁てい寧ねいに頭を下げた。

　とたん、きつく閉じているはずのバスローブの合わせ目から、大きな水すい蜜みつ桃とうがふたつ、こぼれんばかりにせり上がってくる。

　その圧あつ倒とう的てきな質量と、それを鼻にかけているわけでは決してない狭霧の楚そ々そとした様子に、ユウはいささか戸と惑まどった。

「あ、いえ、その……どうも」

　何となくそのままふたりとも応接間へ足が向く。

「うわぁ…………」

　十二畳じようはあるそこは所々「いかくん」とか「チーカマ」の空き袋ぶくろの花が咲さく、一いつ升しよう瓶びんの林となっていた。

　林の真ん中は半径五十センチほどの広場になっていて、そこにはソフビのくせに何故か真っ赤に染まった「とらたん」「へびたん」、さらに片手に自分がすっぽり収まりそうな巨きよ大だいな杯を手にした「虎とら神がみさま」と「蛇へび神がみさま」が倒たおれている。

「ふにゅうう…………蛇へびよ、我の勝ちなのじゃ～ぐぅ」

「にゃにをいう虎とら、我の方が…………方が…………ぐぅ」

　と妙みような掛かけ合いをしたあと、ふた柱の神は暢のん気きに寝ね息いきを立て始めた。

「そう言えば……」

　バイトに出かける前、ちらりとのぞいたときには双そう方ほうの隣となりに一升瓶がすでに二本ずつ立っていたと思う。

　それが今までの、わずか四時間ほどの間にこれだけの酒量が双方の胃い袋ぶくろに消えた、ということになる。

　ウワバミと虎…………確かに酒好きなのは当然といえるが、ここまで飲むとは思わず、ユウはしばらくその光景をぽけっと見つめていた。

「あらあら、まったく『蛇神さま』ったら」

　と狭霧は驚おどろく様子もなく、器用に一升瓶の林を片付けながら道をつくり、顔を真っ赤にして仰あお向むけに倒れている「蛇神さま」をそっと抱だきかかえた。

「久しぶりにお友達にお会いした物だから、きっと嬉うれしかったんでしょうね………」

　神に仕える巫女みこというより、やんちゃな妹をあやす姉のような顔で、狭霧は微笑ほほえみを浮かべる。

　玄げん関かんのあたりで、スクーターと車のエンジン音がして、停まった。

「ちわー、当とう間ま酒店ですー」

　近所の酒屋の店員の声。

「はいー」

　慌あわててユウが出で迎むかえると、一升瓶を数ケース抱かかえた酒屋の店員たちが並んでいた。

「あら、ユウ、帰ってたの？」

　その後ろからユウの母親が姿を見せる。

「母さん？」

「神様同士の酒盛りは終わった？」

「ん、ああ、まあ………」

　とりあえず、あの様子は「終わった」と言っても差し支えはないだろう。

「んじゃ、悪いけど、それは台所まで運んで。あと、空あき瓶びんの回収もお願いね」

　てきぱきと店員たちに命じると、ユウの母はスーパーのビニール袋を「んとこしょ」と持ち上げて、家に入る。

　思わずユウが両手に抱えた袋のひとつを持ってやった。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「まだまだ大丈夫よ、陸上で鍛きたえてたんだから」

「何年前の話だよ」

　もう口くち癖ぐせになっている母の言葉を苦笑と共に聞き流し、ユウは不意にまじめな顔になって母親の耳に口を近づけた。

「あのさ…………今月、幾いくらか入れようか？」

「ん？　何でまた？」

「いや、あの…………ほら、こんなに買い物が…………」

　居間に転がっていた酒さか瓶びんは、どれも安酒ではない。

　バイト先の居酒屋では「滅めつ多たに出ない」と言われている上物ばかりだ。

「大丈夫」

　にっこりとユウの母は笑って、ぽん、と腰こしに巻いたベルトポーチを叩たたいて見せた。

「ちゃんと滞たい在ざい費用は狭霧ちゃんから貰もらってるわ……そんな気を回すなら、あんたが本土あつちに行くときにしなさい。出先の費用はどんな小さな物でも当人が負担するんだから」

「へえ…………だいたい、どれくらい用意するの？」

「だいたい二泊はく三日でこれぐらい」

　と母親は指を一本立てた。

「十？」

「○が一個少ないわよ」

「え？」

　ユウは愕がく然ぜんとした。

　たかだか二泊三日でそんな金額がかかるものなのだろうか？

　だが、同時に納得もしている……これは神事なのだ。

「あんたも、この仕事を引き受けた以上、いつ本土に行くか判らないんだから、その分覚かく悟ごしておきなさい」

　そう言うと「とはいえ、娘むすめにそんな大金出させるほど情けない親じゃないわよ」とユウの母は笑った。




☆




　再び、居間に戻もどってくると、もう酒瓶の林は消えており、ふた柱の神様は、床とこの間まにしかれた専用の座布団の中、それぞれ丸くなって寝ね息いきを立てている。

「…………」

　こうしてみると何とも可愛かわいらしい神様たちに、思わずユウの頬ほおもゆるむ。

　ソフビの「とらたん」と「へびたん」はすでに回復しているらしく、そのそばで仲良く碁ご盤ばんを囲んでいたりするのもまた微笑ましい。

　ふと、横を見ると、パジャマに着き替がえた狭霧が同じように微笑んでいる横顔が見えた。

　何となく、安あん堵どのため息がユウの口から漏もれる。

「あ、あの…………」

　同じ神に仕える「巫女」の先せん輩ぱいに対して、ユウはようやく質問する暇ひまが来たと考えた。

「いつ頃ごろから狭霧さんは？」

「えーと…………もうかれこれ八年になりますから、十四歳さいの頃からですね」

「じゃあ、神無年は……」

「えーと、これで二度目です。うちはそちらと違ちがって、『門』ではなく『船』を守護している家ですから」

　確か、以前「虎神さま」に聞いた話だと『門』は神無年のたびに場所が変わっていくらしいが、神様が神世に出かけるための「船」は同じ場所から乗っていくらしい。

「ですから、私の家は普ふ段だん神社をやってるんですよ」

「へえ……それで巫女みこさんっぽいんだ」

「あの…………やっぱりこう、私、抹まつ香こう臭くさいというか、そういう風に見えますか？」

　ちょっと心配そうな顔で狭霧。

「？」

「その、おばさん臭くさいというか、その…………」

「それは、無いです」

　きっぱりとユウは言い切った。

　どうも狭霧にとってそれがコンプレックスらしいと見て取ったからだ。

　こういう場合は下手に表現を和らげるよりも、言い切った方がいい。

　どうしてそうしなければならないのか、という理由よりも先に判断が来ていた。

　直感に近い。

　そして、こういう場合は直感で動いた方がいい結果が出ると、これまでの人出入りの激しいバイト人生で少女は肌はだ身みにしみていた。

「落ち着いた雰ふん囲い気きと、神秘的な雰囲気、それとおばさん臭い、というのは全然別の物です」

　さすがに年上なので言葉を改めてユウは続ける。

「狭霧さんは神秘的で落ち着いた雰囲気の人ですけれど、おばさん臭い、って言われるようなずぼらさやだらしなさは欠片かけらも無いと思います」

「え…………あ、はい、あ、ありがとうございます」

　その勢いに多生怯ひるみながらも、狭霧の顔には安堵の表情が浮うかんでいる。

　そして、しばらくの沈ちん黙もく。

　ため息。

　狭霧の表情がぐっと軟やわらかく、砕くだけた物になった。

　薄うす皮かわ一枚、煙けむりのように二人の間にあった何かが、綺き麗れいに剥はがされて消えていくのをユウは感じた。

「…………ありがとう、ユウさん」

「あ、いえ、私の方が年下ですから、ユウと呼び捨ててください」

「いえ、同じ巫女同士ですし」

「あ、そうか……」

　考えてみればこの前以来巫女服に袖そでを通すでもなく、それらしいことをしているわけでもないので、あまり自覚していないが、確かにユウと狭霧は同じ巫女同士なのである。

　思わずふたりは顔を見合わせて笑った。




☆




　霧人は「魔ま界かい」に作られた街を見み渡わたす自走回かい廊ろうのあたりで腰こしを下ろし、炭酸飲料のプルタブを引き起こした。

　現世同様、この魔界も夜になっていて、町中を行き交う影かげもまばらだ。

　それぞれが「家」に帰り、「食事」をしている。

　最初はどうやって食料品を調達しているのか、と思っていたが、この「魔界」においては「形」こそが何かを得る術なので、昼間「働く」ことで、「糧かて」が何処からともなく現れるのである。

　ただし、それは霧人たち現世の者たちにとって、食することは出来ない「イメージ」だけの存在だが、元から「イメージ」で作られた人形たちにとっては十分らしい。

「…………」

　少年は疲つかれた顔で、その夜景を眺ながめた。

　次第に、夜は濃こさを増し、人通りは絶え、ドアの向こうには賑にぎやかな歌声や話し声が聞こえ始める。

　霧人は一人っきりで、それを眺めていた。

　孤こ独どく感は無かった。

　むしろ、この世界を自分が作ったのだ、という誇ほこらしげな気分が胸を満たしていて、心ここ地ちよくさえある。

「僕は…………違ちがう」

　少年は押おし殺ころした声で呟つぶやいた。

「父さんとは…………違うんだ」

　傲ごう岸がんで、人を傷つけることもかまわず、派手好きで女好きの父親とは違う。

　プライドばかりが高く、自分のことを書く新聞記事の面積しか気にしない母親とも違う。

　出来れば、この身体に流れる血を残らず抜ぬいて、別の、どこの誰とも知らない人間の血で満たしてしまいたい気持ちを、そうやって少年は抑おさえ込んでいた。




　それが、どれだけ幼い行こう為いなのか、まだ少年は気づいていない。




　ひとりぼっちで「世間」と向き合わされたばかりの彼にとって、そうでもしなければ「日常」にすら屈くつしてしまうに違いない。




「にゃー」




　小さな声が霧人の背後でした。

　振ふり向くと、灰色と白の子こ猫ねこ二匹ひきがとてとてとやってきて、少年の指先をぺろぺろと舐なめた。

「どうした？　今日は人に変身しないのか？」

　と聞くと、子猫は「そうだよ」とでもいう様ににゃーと鳴いた。

「猫姉ェ」によると、子猫たちが人の姿になるのには大層な体力が必要で、大人になるまでは数日に一回ぐらいしか変身できないらしい。

　今日はどうやらそういう「お休みの日」らしかった。

「よしよし、じゃそろそろ帰ろうか」

　そう言って少年は二匹を抱だきかかえた。

　歩き始める。




　少年が唯ゆい一いつ、「帰る」べき場所へ。







第４章・鬼より怖いドライブだとさ







☆




　長い長い、退たい屈くつな「終業式」という儀ぎ式しきと、少々緊きん張ちよう感を伴ともなう「通つう信しん簿ぼの引き渡わたし」の後、ようやく生徒たちは「夏休み」という名の自由の天地へ飛び込んだ。

「じゃ、みんな長い休み、気をつけるのよ」

　という担任教師の言葉と共に、いつもとは３オクターブほども違う歓かん声せいが校舎に満ちた。

　こういう空気が、ユウは好きだ。

　しばらく椅い子すに腰こし掛かけたまま、じんわりとその空気を愉たのしむ。

「ねーねー、ユウ」

　背中がつつかれた。

　振り向くと、色黒ベリーショートに頬ほおには絆ばん創そう膏こうという、見るからに体育会系の桂かつら木ぎカンナが笑っていた。

「八月、コテージの予約、とれたよ」

「へえ、よくとれたなあ」

　ユウの顔が珍めずらしく驚おどろきの表情を浮うかべるのへ、カンナは、

「父さんの知り合いがたまたまコテージのオーナーでさ、名護越ごえで、漢かん那なあたりになるけど、いい？」

「カンナの案内で漢那へいらっしゃい、ってわけー」

　と横から待ってましたとつっこみを入れたのは、玉たま城き真ま弓ゆみだ。

　いつの間にやら、ユウの周辺は「いつもの友達」に囲まれていた。

「で、当然長時間車に揺ゆられるんだけど…………大だい丈じよう夫ぶ？」

「私なら気にするな、大丈夫だ。車には慣れてる」

「オーケイ、じゃ決まりな」

　にっこりとカンナが笑う。

「細かい日程は後で頼たのむ」

　そう言うと、ユウは勢いよく立ち上がった。

「じゃ、また！」

　夏休みに張り合いが出てきたうれしさが、少女の顔を輝かがやかせていた。

「あ、一いつ緒しよに帰ろうよー」

「すまん、今日は家の用事があるんだ！」

　片手で「ごめん」の意を示しながら、少女は廊ろう下かに飛び込んだ。




☆




　家に帰ると、ガレージの前に恐おそろしいほど大きな車が停車しているのが見えた。

　ハマーの市し販はんバージョン、通つう称しようハンビー。

　しかもワインレッドという非常に目立つ色である。

「…………これか、狭さ霧ぎりさんが言ってた専用車って」

　どう見ても新車である。

　蛇へび神がみが治める神社だけあって、狭霧の所の台所事情はユウたちとは比べものにならないほど豊かだとは判っていてもちょっとため息が出た。

　母おも屋やに行って着き替がえ、あらかじめまとめておいた荷物を手に裏庭にあるプレハブへ向かうと、すでに狭霧たちも用意を終えていた。

「お待たせー」

「うむ、待ったぞ」

　背中に風ふ呂ろ敷しき包づつみを背負った「とらたん」の上で「虎とら神がみさま」が胸を張る。

「あら、『虎神さま』ったら」

　と狭霧がくすっと笑った。

「じゃ、私、エンジンを暖めてきますね♪」

　小さなデイパックを手に、狭霧はいそいそと車へと向かった。

　遠くで何かコケてぶつかる音がしたような気がしたが、その後「あらあら、まあまあ、転んじゃったわ」という声が聞こえたので、ユウはあえて聞こえなかったことにした。

「で、北部一周ってことでＯＫ？」

「まあ、そろそろ沖縄に来る頃ころじゃからな……動きからだいたい北部の…………」

　と、「とらたん」が沖縄地図を広げた。

「ありゃ、漢那あたりか………」

「ん？」

「あ、いや……来月友達同士で行く予定なもんだから」

「ふむ、では下調べということで我が慢まんせえ」

「はいはい」

　などと神様主従が話し合っていると、

「あー、お前ら、どうしても車で行くかや？」

　頭に小さな水風船で作った氷ひよう嚢のうを乗っけた「蛇神さま」が、口を開いた。

　結局、この前の酒飲み合戦は「蛇神さま」の勝ちだったものの、ダメージはこちらの方が大きく、未いまだに二日ふつか酔よいで苦しんでいるらしい。

「うむ、直接船の航こう跡せきを辿たどったほうが楽じゃからな」

「そうか……では、我は後で行く。電話を頼むぞ」

「まぁ、構わぬが……そんなに具合が悪いのでは無理をせぬ方がよいのではないか？」

「いや、身体の具合は大丈夫のなのじゃが」

　妙みように「蛇神さま」は歯切れが悪い。

「問題は別の所に…………」

　ユウの携けい帯たいが、「蛇神さま」の話を遮さえぎるように鳴った。

「はい、あ判りました…………じゃ、行こうか。もう車の方はＯＫらしいから」

「うむ、では参ろうか」

　と、『虎神さま』が頷うなずくと、「とらたん」はトコタカと小走りにプレハブ小屋を後にした。

「じゃあ、お先に行ってきます」

　言い置いてユウもその後を追う。

　そして母屋の向こう側に回り込む時、ユウは妙な物を視線の隅すみにとらえて足を止めた。

「…………？」

　何故か、「蛇神さま」はプレハブの入り口近く、ソフビの「へびたん」の頭の上で最敬礼していた。

　ちなみに「へびたん」は尻尾しつぽの先にハンカチを持って振ふっている。

　すでに細かい表情が見分けられる距きよ離りではないが、何となく、万感迫せまるような表情を浮うかべているような気がする。

「随ずい分ぶんと大げさだなぁ」

　と呟つぶやいたものの、ユウはたいした事もないだろうと思い、そのまま車へと急いだ。




「蛇神さま」がそんなことをした理由は、数分後に判明した。




「ひひひゃああああああああああっ！」

「のわああああああああっ！」

　走り出したハンビーの中から、ユウと「虎神さま」の悲鳴が、急ブレーキと罵ば声せいに混じって延々と流れ出し、その端はしっこはプレハブ小屋にまで届いた。

「やれやれ………」

「蛇神さま」は両手を合わせ「なむあみだぶつ」という風情で頭をちょこんと垂れた。




☆




「どっから持ってきたの？」

　マンションの駐ちゆう車しや場じように停められていた車を見て、霧きり人とは驚おどろいたような、あきれたような声をあげた。

　ぴかぴかの新車、それも今現在テレビでＣＭを打ってる奴やつだ。

「よくナンバープレート見なさい。レンタカーよ、レンタカー」

　微び苦く笑しようを浮かべながら「猫ねこ姉ねえ」こと「猫ねこ神がみ」は運転席に乗り込む。

　今の彼女は夏向けのノースリーブにスラックスというスポーティな出で立ちだ。

　猫ねこの耳と尻尾は何らかの方法で消去していて、傍はた目めにはバリバリ仕事をこなすＯＬの優ゆう雅がな休きゆう暇か、という感じ。

　着き替がえのバッグと、「荷物」の入った大きめのスーツケースを後部トランクに収めた霧人の足下を、ちょこちょこと灰色と白の子こ猫ねこがまとわりつく。

「ほら、お前たちは先にお乗り」

　後部座席を「猫姉」が開けると、子猫たちは言葉に従ってシートの上に駆かけ上った。

　しっかりトランクを閉め、少年が後部座席に収まる。

　子猫たちは待ってましたとばかりに少年の肩かたに、膝ひざの上に駆け上る。

　ここが自分たちの指定席だ、と言いたげに。

　カーナビをセットしながら「猫神」が微笑ほほえむ。

　エンジンをかけると、静かに車は動き出した。




☆




　その二時間は長かったのか、短かったのか。




　随分後になってもユウは考えてみたが、結局「よくわからない」という答えだけだ。

　付け加えることがあったとしたら「二度とごめんな時間」だった、ということ。

　ハンビーが停止し「じゃ、中休みを～」と狭霧が言った瞬しゆん間かん、思わず泣き出しそうになったのは秘密だ。

　とにかく、その瞬間、「虎神さま」もユウも口にしたのはひとつ。




「し、死ぬかと思った……」




「あらあら、お二人とも、ハンビーの乗り心ごこ地ちはやっぱりよく無かったですか？　大だい丈じよう夫ぶ、そろそろ慣れてきますから」

　にっこり笑って、狭霧は笑顔で先に車から降りた。

「…………き、気づいておらんな、あれは」

「み…………みたいだね、こりゃ」

　後部座席に折り重なって、ユウと「虎神さま」は長い溜ため息いきをついた。

　ちなみにソフビの「とらたん」は眼にぐるぐる模様を描えがいたまま、床ゆかに落っこちてぴくりとも動かない……いや、よく見ると片足がヒクヒクと時折痙けい攣れんしている。

「ゆ…………ユウ、携けい帯たい電話を持っておるな？」

「う、うん」

「貸してくれ、あと三時間このドライブをするのは大問題じゃ。か、神といえども命にかかわる」

「お、オーケイ」

　よろよろとユウは身を起こし、腰こしのポーチから携帯電話と取りだして「虎神さま」に渡わたした。

「こ、こんな所でお主に死なれては困るからのぅ」

「な、泣なき叫さけぶ神様というのもあまり観たくないからね」

　強がりは言っているものの、ふたりの思いはひとつだった。




　これ以上、狭霧に運転させてはならない。




☆




　人によっては「歯科医の音」として忌いみ嫌きらう、モーターツールの音を断ち切るように派手な電話の呼び出しベルが鳴る。

「ん？　誰かな？」

　と、工こう房ぼうの主はスイッチを切り、段ボール箱にアクリル板を張り付けた切せつ削さく用ボックスから手を抜ぬくと、パタパタとスリッパをならしながら電話機を取った。

「はいはい、こちら『工房いちか』……あら、どうしたの？　…………え？　ああ、出来てるわよ。今から郵送…………え？　今要るの？」

　しばらく工房の主は視線を彷徨さまよわせていたが、工房の片かた隅すみで、小さな影かげが手を振ふった。

「あ、ＯＫ。ナントカするわ…………えーと、三十分ほど待っててくれる？」




☆




　ワゴン車は嘉か手で納なにある広大な米軍専用のゴルフ場の真ん中にある道を抜け、片側二車線の道路に入り、とある場所で停車した。

「あれ？　ここで停まるの？」

　霧人の言葉に「猫姉ェ」は「違ちがうわよ、お昼ご飯」と答えた。

「？」

　クビを傾かしげる霧人をよそに、楽しげにハンドバックなんかくるりと肩に回しつつ、「猫神」は車を降りた。

　霧人も取り敢あえず後に続く。

「…………」

　ひなびた元米軍住宅地、という割には車の交通量が多い二車線の片側には、刺さし身み屋と呼ばれる沖縄独自の店があり、そのさらに隣となりに、コンクリ造りの小さな店。

　沖縄でもかなり古い部類に属するタイル張りのカウンターに、はめ殺しのアルミサッシの下に小さな窓。

　中はモロに厨ちゆう房ぼうで、その中をエプロン姿のおばさんたちが忙いそがしく動いている。

「おばさーん、ジャンボバーガーひとつ……じゃなかった、ふたつと、チキン五ピース、あとポテトひとつねー」

　いつの間に覚えたのか、若干尻しり上がり気味に発音する、沖縄独自の女言葉で「猫姉ェ」は注文すると、ハンドバックを開けて財布を取り出した。

「あ、そうだ霧人、飲み物よろしくね。そこの自じ販はん機」

「あ、うん」

　ちゃら、と小銭が霧人の掌てのひらに落とされる。

　取り敢えず、ロング缶かんを二本買うと、車の中からゴスロリチックな衣装に身を包んだ少女（実は少年）がふたり下りてきた。

　霧人の所の子こ猫ねこである。

　アッシュブロンドの「ウコン」とプラチナブロンドの「サコン」。

　ちなみに、命名は「猫姉ェ」だったりする。

「あ、お前達どうする？」

「えーと、そだなー」

　プラチナブロンドのサコンは少し考え込んだが、

「あ、俺はカルピスー」

　アッシュブロンドのウコンはあっさりと自販機の中身を指さした。

「んじゃオレも」

　霧人も自分の分の飲み物を買う。「猫姉ェ」はいつもコーラだからそれも。

「『猫姉ェ』、買ったよ」

　と振り向くと、その当人は両手一いつ杯ぱいに大きな袋ふくろを抱かかえていた。

「オーケイ、オーケイ。じゃ、車に戻もどりましょ」

　言われたとおり、車に戻ると、袋の中からは巨きよ大だいなハンバーガーの包みと、普ふ通つうならそれだけで数人分はあるフライドポテト、さらに拳げん骨こつのようなフライドチキンが出てきた。

「何これ？」

　あらかじめ包丁で四分割されているハンバーガーを前に、霧人は目を丸くした。

　ハンバーガーはそれだけでちょっとした洗面器なみの面積を持ち、挟はさまれたハンバーグ自体も野放図な厚さで、さらにその上にレタスとトマトが載のっている。

「右半分はマスタード掛かかってるからあたしのね。左は霧人の…………お前達はこっちの何も掛かってない方ね」

　と「猫姉ェ」はてきぱき食べ物を分けた。

「うわーデケー」

「デカイねー」

　子猫たちは自分達に割り当てられた分を見て目を丸くする。

　ドリンクホルダーに飲み物を収め、車は走り出す。

「この前ここら辺に来たときに食べたんだけどね、妙みように気に入っちゃって。いかにも手作り、って感じでいいでしょ？」

　ダッシュボードの上に置いたハンバーガーを半分口に運びながら「猫姉ェ」が言う。

「はぁ…………でも、こんなに大きなハンバーガーで儲もうけがあるのかな？」

「名物らしいから、大だい丈じよう夫ぶじゃないの？　あ、チキンは味が無いからそのお塩振って食べた方がいいわよ」

「うん」

　考えてみれば車で移動しながら何かを食べる、ということ自体が始めての少年は、おっかなびっくり慎しん重ちように食事を続ける。

　慣れてくると、流れる風景の中、おしゃべりしつつの食事というのは結構面白い。

　運転をしている「猫姉ェ」は忙しそうだが…………。

「さて、じゃそろそろ高速に乗りましょうか」

　といつの間にかすっかりハンバーガーを平らげた「猫姉ェ」は楽しげにステアリングを切った。

「帰りは、あの『キングタコス』の隣にあるケーキ屋さんでケーキ買って帰りましょ♪」




☆




　沖縄中央高速道路サービスエリアの、指定された場所で待っていると、「それ」がやってきた。

　真っ黒な車である。

　車に詳くわしい者なら、七十年代を代表するアメ車の中のアメ車、ムスタング・マッハ１だと看破したかもしれない。

　ただし、大きさは本物の半分以下。

　心なしかデザインそのものも寸すん詰づまり気味にディフォルメされている。

　下四分の一ほどの所に「ましーんＹ」と書かれているドアが開き、中からサングラスにコートを翻ひるがえした二頭身の縫ぬいぐるみのような物が現れた。

　猫ねこの耳を模したらしい機械のパーツが二つ、大きな頭の上に揺ゆれている。

　レイバンっぽい垂れ眼気味のサングラスの他、鼻も口もなく、ただ、口のあるべき辺りに、マッチ棒のようなものが一本、つきだしている。

　トコトコとコートを翻しながらユウに近づくと、その二頭身の猫型ロボット（らしきもの）は懐ふところから「受取証」を取りだして書くように示した。

「…………」

　何となく、狐きつねにつままれたような気分で、ユウは受取証にくっついているペンを手に取り、名前を書いた。

　そのまま「とらたん」の上に乗っかっている「虎神さま」に渡わたすと、「とらたん」の手に支えられた受取証に、小さな神様はどこから取りだしたのか、自分と同じ大きさの巨大な印いん鑑かんを押おした。

「とらたん」から受け取ったそれを無言で確認し、猫型ロボットは車に戻ると、何かのスイッチを押した。

　車のボンネットが開き、本来ならエンジンが入っている筈はずの場所にある荷物室と荷物があらわになる。

　丁てい寧ねいに梱こん包ぽうされた荷物をユウが引き出すと、生意気にも猫型ロボットは窓から顔を出して、二本指で「しゅっ」と敬礼のようなジェスチャーをかえし、ステアリングを切った。

　ボンネットが自動で閉まり、車はゆっくりと走り出す。

　生意気にも腹に響ひびくエンジン音は本物と変わらなかった。

「…………ひょっとして、『とらたん』ってアレがモデル？」

　車の姿が見えなくなって、少し経過して、ぽつん、とユウ。

「いや、我もあれは初めて見た…………あやつ、相変わらず底が知れぬ」

　懐ふところ手でで「虎神さま」も「とらたん」も首を傾かしげた。

　世の中には神様でさえ見通せないことがあるらしい。

「ま、とにかくじゃ早いところ『交代』せえ」

「了りよう解かい……でも、どこで？」

　憑体である人形と入れ替かわるには「術」が必要で、それにはどうしても場所が要る。

「結界を張って人ひと払ばらいするには時間がかかるのぅ…………そうじゃ！」
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　ぽん、と「虎神さま」は手を叩たたいた。

　瞬しゆん間かん、ユウの脳裏に嫌いやな映像が横切る。

「それ却きやつ下か」

「まだ何も言うてはおらんぞ」

「アレ使え、ってんだろ、絶対ヤダ」

「仕方あるまい。我らの安全が掛かかっておる…………あれなら起動した瞬間から結界が出来ておるから大だい丈じよう夫ぶ……」

「…………」

　腕うで組ぐみし、口をへの字にひん曲げて、ユウは「絶対拒きよ否ひ」の姿勢をあらわにした。

「……やむを得まい」

　しばしその顔を見上げ、「虎神さま」は腕組みしてしみじみと頷うなずいた。

「では、我は家に帰る。到とう着ちやくしたらそっちへ『飛ぶ』でな」

「あ、ず、ずるい！」

「知能犯的たくていかると言うがよいぞ」

　そう言うと、懐から薄うすい桜紙を取りだし、何事かももにょもにょ言いながら、「虎神さま」はちんまりした指先をその表面に走らせ始めた。

「…………わ、判ったわよ」

　とか言ってるとサービスエリアの駐ちゆう車しや場じように観光バスが何台か並んで入ってきた。

「じゃ、その間に狭霧さんを説得してきて」

「了解なのじゃ♪」

　うきうきと、先ほどの桜紙をしまい込んで「虎神さま」と「とらたん」は、スキップしながらサービスエリアの建物へ向かった。

「…………」

　思わず溜ため息いきをつきながら、ユウは携けい帯たい電話に下がったアクセサリのひとつを手に取ろうとした。

（勘かん弁べんしてくれ……）

　前回の事件以後、日常の忙いそがしさにかまけて、すぐに改修させなかったことを心底後こう悔かいする。

　こいつを引き抜ぬいて、頭上にかざせば、街中でも周囲の人々に「観られる」ことなく憑体と入れ替わることが出来る…………筈だ。

「あれ…………ユウさん？」

　声に振ふり向くと、山やま内うち霧きり人とが私服姿で立っていた。

　いかにも良家のお坊ぼつちゃんという、目立たないがセンスも良く、金のかかった服装である。

　何故かほんのり顔が赤い。

「霧人じゃないか…………どうしたんだ？」

　何故か上ずりそうになる自分の声を不ふ審しんに思いながらユウ。

「あ、えーと…………その、従姉妹たちが来たんで、観光案内を……そっちは？」

「ああ、ウチも似たようなモンだ」

　まさか同じ目的でここに来ているとは夢にも思わない少年と少女は、互たがいに曖あい昧まいな笑みを浮うかべ、妙みように気分が高こう揚ようしていることに対し、互いに少し戸と惑まどっていた。

「遠くから来た客を案内して車で…………」

「へえ。じゃああそこにあるベンツで？」

「いや、その隣となりにあるハンビー…………あの軽トラみたいな奴やつで」

「え？」

　少年の目が点になった。

「あれ…………ですか？」

　悪気のない、あくまでも正直な感想だが、我に返ってユウは真っ赤になった。

　狭霧の運転により、朝は新車そのものだったハンビーはあちこち凹へこみ、歪ゆがみ、側面の板金と屋根、そしてなぜかボンネットまでほぼデコボコという有様だ。

　どう見ても崖がけから転がり落ちたばかりの自動車。

　実際、よくここまでパトカーに停められなかったものである。

「あ…………ああ。運転が下手でな、あははは」

　それは、まったくその通りなのであるが、ユウとしては冗じよう談だんめかして笑ってごまかす以外、手がなかった。




☆




　サービスエリアで休きゆう憩けいを取ったのには理由がある。

　子こ猫ねこたちがすっかり車に酔よってしまったのだ。

　初めての車、しかも車内での食事、というのは想像以上に子猫たちにはヘビーだったらしく、サービスエリアが見えてきたときには片手で口を押おさえながら「お願い」ポーズで必死に訴うつたえていた。

　車を止めると同時に、子猫たちはトイレへと突とつ撃げき。

　ついでに、「猫姉ェ」は口くち寂さびしくなったので（神にトイレの用事はない）、サービスエリアの建物の中に入った。

　向かうは中のコンビニ、お菓か子しコーナーである。

「んー。やっぱここは黒糖ピーナッツかしらね？　それともやっぱりタンナックルー……」

　とかやっていると嫌いやな気配を背中に感じ、瞬しゆん時じに棚たなの陰かげに隠かくれる。

　とっさに自分の身体から力の余波……神気が立ち上っていないかを確認する。

　幸い、自身で行った封ふう印いんは有効であった。

　そっと気配のした方を伺うかがうと、入り口から奥おくの喫きつ茶さルームへ、随ずい分ぶんと昔に見覚えのある物がトテチテター♪　と走っていく。

「虎神の神体か…………」

　複雑な表情でしばらくその後ろ姿を見送っていた猫神だが、やがて、奥の喫茶ルームから、おっとりした、如何いかにも巫女みこ服が似合いそうな、そのくせしっかりグラマラスな美女が出てきてなにやら話を始めた。

「あれが今回の『巫女』……」

　内心、猫神は快かい哉さいを叫さけんだ。

　相手の巫女の素顔が判れば、こちらから呪じゆ詛そをかける事も出来る。

　憑体相手には無効なことだが、素顔を知っていれば話は別だ。

「これで大分有利になったわね」

　にやっと笑うと、猫神はもう一度、自分の身体から神気が上っていないのを確認し、そしらぬ顔で「小梅ちゃん」と缶かん入いりポテチを手にレジへ並んだ。




☆




「そうか、子猫たち、外に出たがるようになってるのか。ウチもだよ」

「へえ…………やっぱり兄弟だね」

「ウチの所のはメスばっかりだけどな」

「ああ、そうだよね」

　などと、ユウと霧人は近くの植え込みの側にあるベンチに腰こし掛かけてあれこれと他愛たわいのないおしゃべりに興じている。

　普ふ段だんのユウなら、さっさと「用事」を済ませるべく話を切り上げてしまう所だが、待ち受けている物が待ち受けている物なだけに、つい、逃とう避ひ行動に脳が向いてしまっていた。

「で、今日はこれから？」

「うん、北部の方にコテージ施し設せつをひとつ予約してるからそこで一いつ泊ぱくして、明日か明後日、またゆっくり戻もどってこよう、って」

「そうか…………じゃあ、向こうでも会うかもしれないな」

　ユウは自分達の目的は伏ふせて、北部のコテージのひとつで泊とまるかもしれないという事だけを告げた。

「え？」

「ただ、同じコテージ施設かどうかは判らんが……」

　と、こちらへやって来るサングラスの美女が親しげな笑みを霧人に向けた。

「あら、お友達なの？」

「あ。『猫姉ェ』」

　少年の顔がこの前のレストランとは打って変わって明るくほころぶ。

（へえ、こういう顔もするんだ）

　ちょっとまた、新しい驚おどろきを覚えながら、ユウはその横顔を見つめた。

　どうやら、あの美女が霧人の言うところの「従姉妹」らしい。

「山内ミネコと申します」と「猫神」はこういう時に名乗ることにしている偽ぎ名めいを口にしてユウに手を差し出した。

「しばらくは沖縄こつちにいるので、これからもよろしくね」

「どうも、霧人くんとは同じクラス委員同士の垣かきの華はなユウです」

（ミネコ、だからネコ姉なのか）

　などと思いながらユウもその手を握にぎる。

　柔やわらかくて、滑なめらかな、如何にも「美人の手」だった。

　水仕事やら何やらで、結構荒あれ放題の自分の手が少し恥はずかしくなる。

　だが、それは顔に出さずに少女は「これからもよろしくお願いいたします」と微笑ほほえんだ。

「あ、『猫姉ェ』…………ふたりは？」

「はあうぅー」

「ぅうー」

　とかナントカ言いながら、ゴスロリチックな格好をした双ふた子ごの少女（としかユウには見えない）がよたよたとやってきた。

「あんた達、大だい丈じよう夫ぶ？」

「何とか、えーと多分…………」

「大丈夫じゃないかなぁーと」

　まだ少しフラフラしてはいるものの、すっかり顔色が良くなったゴスロリ少女ふたりはそう答えた。

　いきなり現れたコスプレな双子に目を丸くするユウへ、「ネコ姉」が「ウチの妹です」と素早く紹しよう介かいした。

「じゃ、じゃあ私、先に車にいってるから…………ほら、ふたりとも行くわよ」

　と双子の背を押おして、「猫姉ェ」はその場から立ち去った。

「じゃあ、僕もそろそろ行かなくちゃ」

　と半分苦笑、半分は本気の残念という表情で霧人。

「気にするな、私もそろそろ連れと出かけようかと思っていた所だ」

　にっこりとユウは笑う。

「それじゃ」

「うん、それじゃ」

　何気なく手をあげて、ふたりは別れた。
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　車の助手席に滑すべり込むと、即そく座ざに「猫姉ェ」はエンジンをかけた。

「いい子じゃない、あのユウって子」

　前を向いたままにっこり笑う。

「猫姉ェもそう思う？」

「うん」

「だよね」

　少年は嬉うれしそうに顔をほころばせた。

「色々親切にしてくれるんだ……ウチの猫ねこの半分は向こうに行ってるし」

「そう…………大事にしなさいよ、ああいう女の子は貴重だから」

「え？」

「あの子、働き者の手をしてたわ」

　ちら、と握あく手しゆした右手を観て「猫姉ェ」は言った。

「あの年で働き者なら、きっと霧人にはお似合いよ」

「え？　あ。あの、ち、違ちがうよっ。ぼ、ぼくとユウさんはそんなんじゃ」

　たちまちのウチに真っ赤になる少年に、「猫姉ェ」は「はいはい」と軽く話題を流し、ギアを入れ替かえてスムーズに車を発進させた。
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　ユウが角を曲がると、「とらたん」の頭の上に乗っかった「虎神さま」が「にたー」と笑って出で迎むかえた。

「なにを……」

　と言いかけるユウを遮さえぎって、

「いーわねー」

　と溜ため息いき混じりの声が聞こえた。

「え？」

「いい雰ふん囲い気きだわー。今の子、ボーイフレンドでしょ？」

　しみじみした声で言うのは狭霧である。

「な、何を言うんですか、狭霧さん」

　茶化しでも、冗じよう談だんでもなく「本気」の声と表情に、思わずユウが赤くなる。

「んー。ふたり並んでるトコ、すっごいフォトジェニックだったわぁ……いーなー」

　どこかションボリした風情でいう狭霧。

「虎神さま」といえば、わざとらしくその足下で「とらたん」となにやらこそこそ話をしているようなフリをしては、こちらを観て感かん慨がい深ぶかそうに何度も頷うなずく、という小こ芝しば居いを続けている。

「さ、狭霧さんにはいないんですか？」

　ちょっとでもそっちに話題を振ふるとまた色々からかわれそうなので、あえてユウは狭霧にだけ話を向けた。

「んー。いるわよー」

　あっさりと狭霧は認め、大事そうにバッグから財布を取り出して広げた。

「ほら、これが私のまーくん」

　となれば、まあ趣しゆ味みは悪いが観ざるを得ない。

　ひょい、と覗のぞき込んだユウ。いつの間にか伸のばされた「とらたん」の尻尾しつぽの上に立った「虎神さま」も一いつ緒しよになって見ている。

「…………あのぅ、どうみても中学生ですが」

　狭霧に後ろから抱だきつかれて顔を赤くしながらも真面目な顔をして「キヲツケ」の格好をしているのは、どう見てもユウよりも年下だった。

「ええ、そーよー。まーくんはまだ中学生なのぅ」

　でれでれに真っ赤になる狭霧。

「かーいーのよー。いや、あの、ちゃ、ちゃんとね、男の子してるところもあるんだけど、やっぱりこー、あのえーと、その、母性本能っていうか、もう動いてご飯食べてくれてるだけですっごい嬉しくって可愛かわいくってね……」

「…………犯罪？」

「……犯罪、かのぅ？」

　思わず神と巫女みこが顔を見合わせるが、どうも狭霧の恋れん愛あい話のスイッチはオンになったまま戻もどらないらしい。

「……この写真だって私が誕生日だから、ってことでようやく撮とらせてもらって…………でもね、データは消去しろ、とかいうのよ。でもね、サッカーシューズプレゼントしたらすぐに忘れちゃって…………でもそういう即そく物ぶつ的てきなところがもの凄すごく可愛くて……」

ユウ達の言葉をとがめるでもなく、両手で頬ほおを挟はさみ込みながら「やんやん」という風に身をよじったりモジモジしたり。

「…………意外と恋れん愛あい乙おと女めなんだな」

「…………じゃのぅ」

　ぽけ、と呟つぶやいた主従（というよりもこのふたりは友人同士だが）だったが、暴走恋愛トーク特急と化した狭霧は止まらない。

「でもまーくん可愛いだけじゃないんですよ、この前なんか私の前にばーって立ちふさがって攻こう撃げきを受けてくれたり、この前も、わざわざ振り向いて私の後ろに出てきた敵役の式神をやっつけてくれて、それでね、それでね『お前はオレが居ないと右が弱い』とかんとかいってくれちゃって、あともー五年もしたら格好良くって格好良くって市川雷らい蔵ぞうか若い頃ころの小林旭あきらあたりのちょっとレトロな渋しぶめの男の人になるのは請うけ合いっていうか、えーとでもきっと原田芳よし雄おとかの茶目っ気も……うーん、でも、強こわ面もて系じゃなくって……」

「何か、随ずい分ぶん古いたとえになってるような……」

　内容やらなにやら、もはや理解の外にある単語ばかりなので、さすがにユウもつっこめない。

　それを受けてか、「虎神さま」が声を改めて、

「あー、狭霧よ、すまぬがそろそろ準備をせねばならぬ、先に車へ戻って……」

　と呼びかけると、ようやく美女は我に返った。

「え？　あ、は、はいっ」

　返事をしてから、今までの自分がやっていたことを認識したらしく、その顔がみるみる、さっきとは別の意味で真っ赤に染まる。

「あ、あら、あの、わ、わたしったら何を…………きゃーっ！」

　そう言って小走りに走り出そうとした瞬しゆん間かん、その長い脚あしがもつれた。

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！」

　悲鳴を上げる暇ひまもなく、狭霧は頭から地面に転がった。

　そのまま複ふく雑ざつ怪かい奇きな動きで美女は転がり続け、丁度停車したばかりのベンツ（ＳＬシリーズ）の土手っ腹に後頭部から突つっ込む。

　船が出航するときの銅ど鑼らの音を短く、三分の一ぐらいに切ったような音が響ひびいた。




　ついでに衝しよう突とつの勢いでベンツが横にずれたような気がしたのはユウの目の錯さつ覚かくか。




　真っ白なベンツの乗り手としては一番目にお会いしたくない類の、猪い首くびで三白眼、一流メーカースーツにゴテゴテの金アクセサリーという風情の中年男性が飛び出してきたが、ベンツの状態と衝しよう撃げきから、どうやら狭霧を跳はねたと勘かん違ちがいしたらしく、泡あわを食って介かい抱ほうを始めた。

「ふむ、やの字にしてはまともな奴やつじゃのー」

　などと暢のん気きなことを言いながら「虎神さま」は腕うで組ぐみをする。

「おいおい、他人顔してる場合か？」

　とユウは呆あきれた。

「ま、仕方があるまい…………では待っておるぞ」

　と「虎神さま」は自分の乗っかった「とらたん」の頭をちょいと叩たたいて、のてのて事態の収拾へと乗り出した。

「…………相手の男の子、大変だろうナァ」

　ぽつりとユウ。

　そして、次の瞬間に気づく。

「…………」

　携けい帯たいストラップに圧縮偽ぎ装そうされた「変身ステッキ」。

　これから数十秒、これと思いっきり可愛らしい裏声を使っての一人羞しゆう恥ちプレイの時間が待ち受けているのだと言うことを。







第５章・初戦敗退なんだとさ
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「虎とら神がみさま」がぱん、と手を叩くと、清せい掃そうを終えて以来、誰も立ち入っていない静せい謐ひつな空気に満ちたコテージの広間に、光の輪が出来て、その輪の向こう側に、見覚えのあるプレハブ小屋の風景が見えた。

「よっこい、せ」

　その光のふちに「よっこいしょ」と小さな手がかかったかと思うと「蛇へび神がみさま」と「へびたん」がこちら側に転がり出た。

「いやーごくろうさまなの……」

　じゃ、と言う暇を与あたえず、するりと「虎神さま」が「蛇神さま」の背後に回った。

「？」

　巫女みこ服の腰こしの辺りにちんまい手が回され、一気にそして華か麗れいにブリッジをキメながらフローリングの床ゆかに「蛇神さま」の脳天が撃うち込まれた。

　ごっ、という小さな音。

　小さいながら見事なバックドロップ（ルー・テーズ式）である。

「Ｐ＠～☆■△××！」

「虎神さま」が手を離はなすと、そのままコテン、と脳天を直ちよく撃げきされた「蛇神さま」は仰あお向むけに倒たおれ、意味不明なを事を言いながら気を失った。

「まったく、もうちょっとで神世に直行させられるところじゃったわい！」

「狭さ霧ぎりカー」の恐きよう怖ふをちゃんと伝えなかった同どう僚りように、それだけ言い捨てると「虎神さま」はプンプンと怒おこりながら「とらたん」の頭の上に上り、そのまま二階へと上がっていった。

「おのれー」

　幸い、手加減したのか神は不ふ滅めつなのか、「蛇神さま」もすぐムックリと起き上がる。

「ちゃんと聞かなかったそっちも悪いぞよ！」

「どうも、すみません」

　とユウは前もって「虎神さま」と打ち合わせていた通り、あらかじめ購こう入にゆうしてあったワンカップ大関を開けて、「蛇神さま」に（ちゃんと両手を添そえて）手て渡わたしながら、アルバイトの時にごくたまに用いる「お客様、すみませんでしたスマイル」を浮うかべた。

「まあ……ユウには悪いことをしたのぅ」

　受け取ったワンカップをぐびりと一息で干しながら、「蛇神さま」はあっさりと機き嫌げんを直し、「そういえば狭霧は？」と尋たずねた。

「あ、狭霧さんなら今、売店でバーベキューセットを買いに」

「何！　ばぁべきゅうとな！」

　一転して「蛇神さま」の顔が輝かがやく。

「おお！　素晴らしい！　素晴らしい！」

　くるくると「蛇神さま」はその場で踊おどり始めた。

「うむ！　うむ！　うむ！　デカしたぞ狭霧、エライぞ狭霧！　あとはぴぃまんを抜ぬかしてくれれば完かん璧ぺきじゃ！」

　懐ふところから蛇へびのマークの入ったセンスを取りだして、紙かみ吹雪ふぶきなんぞとばしている「蛇神さま」に、ユウは思わず笑みを浮かべた。

「あのぅ…………」

　玄げん関かんの所で、このコテージ施し設せつのオーナーが、一いつ升しよう瓶びんを下げたまま「そろそろいいでしょうか？」という顔をして口を開いた。

「誠に光栄な上に僭せん越えつなのでございますが、どうぞこの施設の厄やく除よけをひとつお願いしたいのですが……」

　実を言うと、神様がお泊とまりになる、ということでここのオーナーに無理を言ってここのコテージを用意して貰もらっている。

「なんじゃ、虎とらの奴やつ、やっておらなんだか……まあ良い良い。商売繁はん盛じようは我の方が専門ゆえ、ナンボでも来るがよい」

　すっかりご機嫌を直した「蛇神さま」、鷹おう揚ように五十男のオーナーを手招きした。
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　貸しコテージが集中している場所の売店らしく、そこは小こ綺ぎ麗れいで、ビデオデッキやら焼肉用の電気プレートなども貸し出ししている場所であった。

「えーっと、取り敢あえずバーベキューセットは三人前、お酒は買ったし、料理道具と炭はここにある……と」

　山やま内うち霧きり人とは「猫ねこ姉ねェ」から手渡されたメモ用紙と、台車の上、自分の購入した商品とを見比べて、買い漏もらしが無いかをチェックした。

「霧人様ぁ、もういいッスか？」

　台車の取っ手の上に顎あごを載のせるようにしながら、アッシュブロンドの「ウコン」が言った。

「えーと、ちょっと待ってて……飲み物もＯＫ，氷はあとで運んで貰うからいいとして……？」

　ちょいちょい、とプラチナブロンドの「サコン」が少年のシャツの裾すそを引っ張った。

「どうしたの？」

「あの……霧人様、これ、ダメ？」

　恥はずかしげにゴスロリ少女（実際には少年だが）が差し出したのは、小さなゴムまりだった。

「どうするの？」

「いや、ネコになった時、じゃれるのに気持ちよさそうだなあ、って」

「あ、そうか、ねー霧人様、オレもオレもー！」

「ちょっと見せて」

　と霧人はそのゴムまりの値札を見た。ありがたいことに二つぐらいなら大だい丈じよう夫ぶ、という値段である。

「じゃ、二個だけね」

「はーい！」

　買い物の手伝いに来た子こ猫ねこ二匹ひきは、それだけで満面の笑みを浮うかべた。

　小銭を渡わたすと、いそいそと、大事そうにボールを両手に持ったままレジに並ぶ。

　それが、少年にはちょっと羨うらやましい。

（そういえば、こうやって何かをねだったことって、無かったなあ）

　父母と買い物に出た、という記き憶おくは少年には無かった。

　何かをねだったことはある。

　だが、それはメイドの誰かとか、家令とされる「使用人」に、であって、父や母に対してそんなことを言う場所すら、霧人には与あたえられなかった。

　食事は一人で取るものであったし、クリスマスや誕生日はその食しよく卓たくが少し賑にぎやかになる程度、の話だった。

「今から作ればいいんだ、今から」

　そう呟つぶやいて、少年は頭を振ふった。

「じゃ、先に行ってるよ」

　と言って台車を押おして外に出る。

　駐ちゆう車しや場じようは、まだ夏休み初日と言うこともあって、大して車の姿はない。

　その中に、オンボロのフォードのトラックの横、見覚えのある廃はい車しや寸前のハマーの姿を認めて、霧人は目を丸くした。

　偶ぐう然ぜんの神様というのはどこかに居てくれるものらしい。

「居るんだ、ユウさん……」

　ほんのり顔が上気するのを感じながら、少年は目の前に広がるコテージのどれかひとつに、あの少女の姿があるのだと思って胸が熱くなった。

　その横を、おっかなびっくり、という感じで山ほどのバーベキューセットと一いつ升しよう瓶びんを積んだ台車を押しながら和風美女…………狭霧が行き過ぎていく。
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　焼けた鉄板の上にバターが流れ、それすら湯気に変わる頃ころ、厚めに切られた肉が投入されて独特の、食欲をかき立てる音と香かおりを周囲に漂ただよわせる。

「よし、そこの肉焼けたよ、皿頂ちよう戴だい……っとぉ」

　ユウは慣れた手つきで鉄板の上に焼かれた牛肉やら薄うす切ぎりのタマネギやらを炒いためつつ、隣となりにある串くし焼やきの様子も見ながらあれこれひっくり返した。

「ユウ、バーベキューソースはこんなものでよいかや？」

　紙で作ったコック帽ぼうをかぶった「とらたん」が、どろりとした液体を満たした、ボウルがわりの大きなコップを持ってくるのを、ちょいと人差し指を突つっ込んで味見してみる。

「よしオーケイ。あとはこぼさないようにどっかに置いてて」

「了りよう解かいじゃ」

「狭霧さん、そろそろＯＫですよー」

　そんなわけで、コテージの外でそれ用の機材を取りだして炭火をおこし、バーベキューパーティがささやかなるも賑にぎ々にぎしく始まった。

「…………でも、いいのか？」

　取り敢あえず用意してきた肉を人数分焼いて（それでも半分以上は残っているのだが）自分も食事を始めながらユウが尋たずねる。

「何がじゃ？」

　器用に箸はしを使って細かく切られた肉を更さらに小さく切り、バーベキューソースに浸ひたしながら「虎神さま」。

「船探しに来てるんだろ？」

「ああ、そのことなら心配せんでもよい」

「？」

「宝船が動くのは深夜じゃ…………そして、我らが『見る』ことが出来るのも、の」

　その隣で満面の笑みを浮かべてパクパク肉を平らげつつ、「蛇神さま」が話を引き取る。

「じゃから、今日は早々と食事をして仮か眠みんを取って、夜中頑がん張ばって貰もらう、というのが」

「今回の計画、ってわけか」

「そうじゃ」

「じゃからまあ、今はこの美味おいしいお肉に専念するのじゃ。のう狭霧♪」

「ああ、はい、とっても美味しいですー♪」

　狭霧主従だけが暢のん気きに舌した鼓つづみを打っている。

「やはり沖縄のお肉が一番いいですねー」

「…………」

　何となくシリアスに考えるのも馬ば鹿か馬ば鹿かしくなって、ユウは食事を楽しむことにした。




☆




　一方、霧人のコテージ。

　子猫たちは昼間のバテぶりからは考えられないぐらい元気に食事を終えた。

　紙皿に紙コップなので、片付けは簡単だ。

　そして、冷れい房ぼうの効いたコテージの中、子こ猫ねこたちはそれぞれ丸くなって寝ね息いきを立て始める。

　足下に、例のゴムまりが転がっていた。

「そう…………何ならあの子、ウチのバンガローに招待しましょうか？」

　何とはなしにユウもこのコテージに来ていると告げると「猫姉ェ」は顔を輝かがやかせて提案した。

「え？」

　喜びと戸と惑まどいと羞しゆう恥ちをミックスしたような複雑な表情を少年は浮うかべ、やがて全面的な羞恥に切り替かわった。

「あ、いや、あのその、それは…………」

「んもー。だめよ、そういうことじゃ」

　腰こしに手を当てて溜ため息いきついて、「猫姉ェ」はちょん、と霧人の額を指先で突いた。

「ああいういい子は、ぼんやりしてると横から取られちゃうわよ」

「いや、あの、えーと……ぼ、僕らはそういう関係じゃなくて、あー、えー、あーそ、その………も、もっとラフというか、なんっていうか……」

「もー霧人ったら……もっと積極的になりなさい。人生は出会いと別れの繰くり返しなんだからね」

　そして、付け加えるようにさりげなく、そして霧人にとって重いひと言を。

「一いつ緒しよにいて楽しい人はしっかり捕つかまえないと、お別れの段になって泣いても遅おそいのよー」

「…………」

　思わず、霧人が黙だまり込む。

「ま、がんばんなさい」

　それだけ言うと、「猫姉ェ」はクリーニングしたてのタオルケットにくるまって背を向けた。
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　食事が終わると、神様たちはコテンとその場にひっくり返って高いびきをかき始めた。

　ソフビ人形の「とらたん」と「へびたん」はやさしくそれぞれの主をくわえたり、持ったりして、二階の寝しん室しつへ運んでいく。

　その後ろ姿を見やりながら、ユウはてきぱきと後片付けを終えた。

　パンパンになったゴミ袋ぶくろの口を縛しばって溜息をつく。

（そう言えば霧人、どうしてるかなぁ……）

　駐ちゆう車しや場じようで霧人が乗っていたのと同じ車を見かけたが、ナンバープレートの数字までは覚えていなかったので、同一だと言い切れないのがもどかしい。

　しばらくぼんやりする。

「あ、昼間の子のこと考えてるんでしょー」

　シャワーから出てきた狭霧が、にっこり笑った。

「ち、違ちがいますよ、明後日にはまた学校とバイトなんで、それまでに何とかなるといいなあ、と」

「ふーん…………おねーさんをごまかそうとしてもだめなのよー」

　と、きゅっと狭霧が後ろからユウを抱だきしめ、バスタオル越ごしに豊満な胸がユウの背中で潰つぶれ、ユウは思わず自分の胸に手をやった。

（あ、大きい…………いいなぁ）

　とか、それまで気にしたこともない事を、考えてしまうのはどういう訳か。

　まるで、母親のように狭霧は少女を抱きしめ、しばらく経ってから、ぽつん、と言った。

「…………で、嫌きらいじゃないんでしょ？」

「…………はい」

　思わず、少女は素直に頷うなずいていた。

　慌あわてて否定しよう、という考えが脳の片かた隅すみに浮かんだが、すぐに馬ば鹿か馬ば鹿かしくなった。

　この人は、茶化すために今、言葉をかけてくれたわけではない、という確信が、少女の反発心を消し去っていた。

　どうも歩けばコケる、車の運転は地じ獄ごくの使者も逃にげ出す、というところで思考停止してしまいがちだが、この狭霧という女性はそれなりに物事を考えているらしい。

「さ、寝ねちゃいましょ。少しでも眠ねむっておかないと、キツい事になるわよ」

「あ、はい」
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　十二時ジャストに携けい帯たい電話のタイマー音が鳴り、霧人は早速準備していた物を取りだした。

　大きな段ボール箱には、桁けた状に組んだ厚紙まで駆く使しして慎しん重ちように輸送されてきたプラモデルと、その乗員が収められている。

　プラモデルはそのままに、少年は慎重に、かなりの距きよ離りを置いてその乗員……３５分の１の兵隊人形がメインであったが……を配置し、

「『猫姉ェ』、お願い」

　と言うと、ちょっとまだ寝ぼけ眼の猫ねこ神がみは「ん」と聞いているのか居ないのか大分怪あやしい返事を返し、ちょいと指先を振ふった。

　単に「一時停止」の状態であった人形達はその指の一ひと振ふりで現状に復帰する。

　まるで、編集ミスをした映画のように、次の瞬しゆん間かんには何の前まえ触ぶれもなく、コテージの広間には二十人近い軍服の男達がひしめき合った。

「みんな、大だい丈じよう夫ぶ？　輸送ミスで壊こわれたところとか、無い？」

　少年が話しかけると、厳つい顔の男達は顔をほころばせ、自分の身体をチェックした。

「自分は大丈夫であります」

「自分も」

「自分も傷ひとつありません」

　と次々と声は異常なしを告げ、少年は安あん堵どの溜ため息いきをついた。

「してマイスター」

　と、片眼鏡モノクルのドイツ軍士官が尋たずねた。

「我々の『敵』は今回どういう相手なのですか？」

「多分、イギリス野や郎ろうよ」

　と顔を洗ってしゃっきりした表情になりながら猫神が言う。

「おお、イギリス！」

　興奮のどよめきが人形達の間にわき上がる。

「我らドイツの好敵手！」

「砂さ漠ばくの狐きつね、砂漠のネズミ！」

「８８ミリアハト・アハトを地上に向けさせた奴やつら！」

　人形に国民的メンタリティは無いはずだが、そこはそれ「模かたどる」が故に模型というべきか。

　一気に模型達は気分を高こう揚ようさせて片手を振り上げる。

「まあ、まあまあ」

　周囲の迷めい惑わくにならないように掌てのひらで押おさえるようにしながら、「猫姉ェ」が間に割ってはいる。

「とにかく、そういう気勢は、ココじゃなくて空でやって頂ちよう戴だい」

「空ですと？」

「そ、舞ぶ台たいは空なのよ…………霧人！」

　と「猫姉ェ」が合図するのに合わせて、少年はプラモデルを取りだした。

「じゃ、外へ！」

「ヤー！」

　男達が唱和し、慌てて猫神は人差し指を口に当てて「静かに」と強調した。

　慌てて男達は背中を丸め、口を押さえる。

　その仕草が妙みようにおかしくて、思わす霧人は吹ふき出しそうになった。
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　というわけで、お待ちかね、羞しゆう恥ちプレイのお時間がやってきた。

　みんなが起きる予定時間より十分早く、少女はそっとコテージを出た。

　前から目をつけていた、コテージ側の茂しげみにそっと隠かくれる。

「…………」

　ユウがストラップの「鞘さや」からステッキを抜ぬくと、瞬しゆん時じに「変身ステッキ」は巨きよ大だい化して元のサイズに戻もどった。

　重厚な、紫し檀たんと金属を多用したそれは、やっぱり「変身ステッキ」と呼ぶには問題がありすぎるデザインであった。

　だが、それを見つめて時間を浪ろう費ひする愚おろかさを、ユウは犯さなかった。

「顕けん現げん！」

　と叫さけびながら、手元の宝石に飾かざられたスイッチを入れた。

　巨大なオルゴールがなり始めるときの金属音がして、杖つえ全体が震ふるえ、輝かがやき始める。

　これでユウの姿は周囲から見えなくなるはずだ。

　高々とそれを頭上に掲かかげ、くるくるとユウは回り始めた。

「えーと、かしこみかしこみ…………」

　小声で早口に言うと、警告音が鳴って、杖の輝きが消えた。

「え？」

『声が小さすぎて認識できません、もっと清らかな少女のように、可愛かわいらしく、高らかに呪じゆ文もんを詠えい唱しようしてください』

　杖からあの電子音が聞こえた。

「…………」

　思わず杖を睨にらみ付け、しかし、ユウはそれでも再びスイッチを入れた。
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　巨大オルゴールの鳴り始める瞬間のような、数千人のハープ奏者が一いつ瞬しゆんだけ奏でるような金属音と、杖に輝き、そして「顕けん現げん！」の声。

　再びくるくる回りだし、ファーストフードで鍛きたえた笑顔を満面に浮うかべながら呪文を可愛らしい声で詠唱し始める。

「かしこみかしこみいにしえのー♪」

　軽快で、ハープを多用した幻げん想そう的てきな音楽が鳴り響ひびき始める。

「虎神さまのお力借りて、世界のために大大変身・大変身ー♪」

　くるくる回転しながら、ユウは杖を振ふり回す。

　杖の先せん端たんから光の帯が、煌きらめきながら夜を切る。

「かしこみかしこみまたまたかしこみ♪」

　もう、半泣きの気分で、しかしそれを声に載のせるとまたエラー表示になるので、ぐっとユウは堪たえた。

「たたかう為ための戦士になーれー♪」

　最期に片足立ちになってくるりと一回転。

　光の帯はしゅるるっとユウの身体を包み込み、そしてはじけ飛んだ。

『変身完かん了りようしました』

　電子音が告げる。

「…………ふぅ」

　ようやく、ユウは溜ため息いきをついた。

　昼間は車を運転するために「訓練用」の非武装ボディだったが、今の憑体は完全に戦せん闘とう用の物だ。

　今回は、上半身にカプセル状のパーツと、フライトユニットが装着されている。

　まあ、これはこれでそんなに人様に見せたくなる格好ではない。

「さっさと戻ろ」

　とか呟つぶやいて茂みを出る。

「あ、お戻りなさい」

　コテージに戻ると、狭霧から声がかけられた。

「え……？」

　声の方向に挨あい拶さつしようとしたユウは、そのままポカンと口を開ける。

　狭霧も準備を終えていた。

　平安風の女鎧よろいの装束の上、西洋風の板金鎧から、左ひだり腕うでと肩かたのパーツだけを移植したような部分がある他は、足下の草鞋わらじまで含ふくめ和風の姿である。

　腰こしには長い刀、そして髪かみの毛は後ろでポニーテイル風にまとめ、額には金鉢はち巻まき。

　変わったのは衣装だけではない。

　全体的におっとりとしていた雰ふん囲い気きが、別人のように鋭するどくなっている…………いや、攻こう撃げき的ではないから、しゃきっとしている、というべきか。

　そのままひょい、と狭霧は三和土へと飛び降りた。

「！」

　思わず次の瞬しゆん間かん、着地に失敗して……と、思わず脇わきに退こうとしたユウの前にひらりと舞まい降おり、狭霧はにっこり微笑ほほえんだ。

「でも、もう皆みな様さま準備は終えています、さ、参りましょう」

　そう言ってドアを開け、ずんずん進んでいく姿は、昼間のどこか危なげな所は欠片かけらもない。

「…………？」

　思わず首を傾かしげたユウに、

「つまり、アレの身体はそういう風に育てられているのじゃ」

　と後ろから「へびたん」の頭の上に乗っかってやってきた「蛇神さま」が言う。

「つまり、あの戦装束になった時に全ての身体能力を発揮できるように、な」

「はあ……」

「我らはそこの虎とらのように強く無いし、戦いくさ神がみでもない。故に守り刀に霊力を込め、それを振るう時にすべての力を出せるように人を作る」

「…………へえ」

　ただ驚おどろくばかりのユウである。

「特に狭霧は幼い頃ころから身体が弱くての、やむなく憑体と半分融ゆう合ごうさせておる故に、普ふ段だんは日常生活にも影えい響きようが出ておるが」

　それで日常生活ではよくコケるのか、と納得する。

「どうしたの、ユウ？　早く行きましょう」

　口調さえもきびきびしたものに変わった狭霧が言う。

「あ、は、はい」

　と慌あわててユウは跡あとを追った。

　コテージの周囲は夜も更ふけているせいで、ほぼ真っ暗である。

　だが、憑体によって強化されているユウの眼は何の問題もなく周囲の風景を捕とらえていた。

　ふと、少女は夜空に目を向ける。

「わぁ……」

　満天の夜空には、真しん珠じゆの欠片をぶちまけたような、きらきらと輝かがやく星空が、まるで今にも降ってきそうなほど近くに見える。

　この辺は基地すら無く、ゴルフ場とこういったコテージ、その他には民家が点在するぐらいで、小高い丘おかのような山々の方が多い。

　だから、那な覇はとは比べものにならないほどに星が近くに見える。

　さらに、強化された憑体の眼ならなおさらだ。

　どうやら、ユウはしばらく立ちつくしていたらしい。

「ユウ、そろそろ参るぞ」

　と大分先の方から「虎神さま」の声が掛かかり、ユウは我に返った。

「あ、ご、ごめん！」

　慌てて走り出す。

　まだ、夏休み初日でがらんとしたコテージ集落の駐ちゆう車しや場じようにやって来ると、おかしな物が山の彼方かなたに見えた。

　煌きらめく光に彩いろどられた、古くさい軍ぐん艦かんだ。

　軍艦という言葉からも、戦艦という言葉からも想定される、ハリネズミのような武装、というものが無く、大たい砲ほうが前に一門、後ろに一門あるだけで、他に機き関かん銃じゆうだの魚ぎよ雷らい発射管だのはない。

　それが、ゆっくりと、まるで波間に漂ただようように上下しながら、山向こうに錨いかりを降ろしている。

　恐おそらく、通常の状態ではユウに見ることは出来ないだろう。

　この憑体の眼を通しているからこそ、だ。

「あれ…………ひょっとして？」

　少女の問いに、顔を引き締しめた「虎神さま」が無言で頷うなずいた。

「あれが、今回盗ぬすまれたアマノウキフネじゃ」

　軍事マニアが見たら苦笑いしたかもしれない。

　それは今、横よこ須す賀かの某ぼう公園に永久保存されている、旧日本軍における旗き艦かんにして、日本海海戦でバルチック艦隊を沈しずめた戦艦三み笠かさ、そのものだった。

「アレを沈めるのか……」

　思わずそんなことを口走ったユウだが、

「沈めるのではない、取り戻もどすのじゃ！」

　と、「虎神さま」の叱しつ責せきが飛ぶ。

「でも、どうやって取り戻すんだ？」

「混乱に乗じて、じゃ」

「？」

「これだけ美味おいしい状態なら…………絶対猫神の奴やつが出てくる。それに乗じて、じゃ」

「なんだ、他力本願なのか？」

「深い読み、というのじゃ、こういうのは」

　むっとした顔になる「虎神さま」の後ろで、「蛇神さま」と狭霧が微び苦く笑しようを浮うかべる。

「まあ、いざとなったらこちらで起こしますから」

「うむ…………じゃから、安心せえ、ユウ」

「やれやれ……よそ様の方がよっぽどタクティカルじゃないか」

「馬ば鹿か者もの、自分の神を信じるがよい…………ほれ」

　と、「とらたん」の頭の上に立ったまま、「虎神さま」は夜空の一角を指さした。

「…………へえ」

　何ともＳＦチックなデザインの飛行船というか、空中空母のような物が、ゆっくりと回頭しながら「三笠」型のアマノウキフネへ向かっていく。

「まあ、神様もどきを乗のせぬ限り、乗り物は出入り自由じゃからな…………アレと向こうがドンパチを始めた辺りがねらい目じゃ」

「…………つまるところ、火事場泥どろ棒ぼうだな」

「馬鹿者、この場合は漁夫の利を狙ねらう、と言うのじゃ」
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「目標までの距きよ離り、九五〇」

　空中戦艦のブリッジでは、ドイツ軍の通信兵（正確にはらしい格好をした古い日本製プラスティックフィギュア）が報告する。

　ブリッジそのものは広い…………これは霧人が作り込んだせいだ。

　元々は八十年代に一シーズン保たずに放映がうちきりになった海外テレビシリーズに出てくる空中基地である。

　長方形の飛行船を二つ横に並べて、間に半球状の「飛行ユニット」をくっつけた外観で、甲かん板ぱんに当たる上部には非常時にはくるっとひっくり返って格納される艦橋がある、という物だったが、霧人は箱絵に近づけるべくディティールアップをする際、艦橋をひっくり返して収納するのではなく、沈み込む形に変えた。

　その際、棒の様な艦橋を後ろに伸のばし、台形に変えた。

　もちろん、様々な大きさ、薄うすさのプラ版と真しん鍮ちゆう線、破片のように細かいエポキシパテの塊かたまりを使って中も作り込む（今まで我流でこれらのことをやってきた少年にとって流用パーツ、という概がい念ねんはまだ無い）。

　おかげで元の数倍の面積を持ったブリッジが出現したわけである。

「攻こう撃げき準備！　距離五〇〇に入ると同時に攻撃を開始する」

　司令官であるところの「猫姉ェ」が珍めずらしく鋭するどい声を飛ばす。

　ちなみに、どこで見たのか、今日の彼女はダテ眼帯に、身体にぴしっとフィットするスーツのような黒＆グレー系の詰つめ襟えり制服（オリジナルデザイン）風に黒の革手て袋ぶくろ＆黒いブーツ姿だったりする。アクセントに紅白のラインが走っているのがちょっと現代的。

「了りよう解かい、ミサイルランチャー起動、バルカン砲ほう展開　照準修正…………どちらを狙いますか？」

　オペレーターの問いかけに、

「敵の後部、スクリューのあたりを集中的に狙って……自動追つい尾びでも結構よ」

「了解」

　きびきびとオペレーターは対応する。

　その姿を満足そうに微笑ほほえんで見つめつつ、

「いやー、いいわね、戦艦の艦長って。スタートレックみたい」

「そういうもんかなぁ？」

　その隣となりで、本来なら艦長である「猫姉ェ」が座るべき席にちょこんと腰こし掛かけた霧人が首を傾かしげる。

「まあ、そういうもんよ…………飛び交う専門用語、刻一刻とその力を解放させんと手続きを終えていく兵器！　近づく敵てき影えい！　距離三百、全砲ほう門もん開けーっ、てね！」

「でもさー神様」

　霧人より一段下がった予備席に座ったサコンが口を挟はさむ。

「大たい抵てい、スタートレックでそこまで順調に戦せん闘とう準備が進むと必ず………」

　重々しい金属音と共に、ぐいっと艦橋の床ゆかが持ち上がり、次の瞬しゆん間かん、どさりと落下する感覚。

　しかも、船はそれだけではなく、横にもローリングを始めた。

「な…………何？」

「速力低下！」

「機関部より連れん絡らく！　何かにぶつかったんじゃないか、とのことですが？」

「馬ば鹿かな！　何も見えないぞ！」

　右へ左へ、あるいは上へ下へと揺ゆれる、荒あら波なみの中の小型船のような状じよう況きようで、緊きん迫ぱくした声が交こう錯さくする。

「ほら、やっぱり何かトラブルが……」

「うるさい！」

　いつの間にか手にしたピコピコハンマーでサコンの頭を一発ぶん殴なぐると、猫神は「全スキャナー、センサーを使い、状況を調べて報告せよ！」と叫さけんだ。

「…………？」

　だが、其それよりも先に答えを出したのは霧人だった。

「『猫姉ェ』、この辺り一帯、『海』になってる」

　段々穏おだやかになってきた揺れの中、少年は正面の窓に映る風景に目を凝こらしていた。

「海？」

　言われて、猫神は眼帯をずらして二つの眼を凝らした。

「…………ホントだ、海だ」

　先ほどよりは大分緩ゆるやかに上下左右に動くようになった船の艦橋から、船の舳へ先さきが見える。

　そこへ、先ほどから輝かがやく光の塵ちりのような物がぶつかりはじけ、消えていくのが繰くり返され、それは遥はるか彼方かなたまで広がっている。

「まさか…………周囲まで乗り手の意識が及およんでるってこと？　船幽ゆう霊れいのクセに？」

　海ごと引き連れた船幽霊、ということなのだろうか。

　戦艦「三笠」を模したアマノウキフネの周囲は、それに相応ふさわしい、この世の物ではない海で満たされているのであった。

「なるほど、そんなところに突つっ込んだら、速度は落ちるはこの有様だわになるわけね…………上じよう昇しよう用エンジン点火！　この海面から脱だつ出しゆつするわよ！」

「ダメです！　さっきの衝しよう撃げきでベクターノズルが変形したようで、ノズルの方向が！」

「敵、錨いかりを上げ始めました！　内燃機関作動確認！」

「！」

　猫神が慌あわてて椅い子すにかけていた双そう眼がん鏡きようを取りだし、眼に当てると、確かにゆっくりと戦艦がこちらに向けて回頭しているのが見えた。

「まずいわね…………戦闘準備！」

「ダメです！　武装ハッチ、開きません！」

「そうか、今の状況じゃ武装は全部海の下か……」

　猫神は苦々しく呟つぶやいた。

　恐おそらく、「水圧」が邪じや魔まをして各種ハッチを開かせないのだろう。

　最悪の場合を想定して、霧人は叫んだ。

「艦かん橋きよう、戦闘態勢に移行！」

「りょ、了りよう解かい！」

　ごががん、という巨きよ大だいな歯車のかみ合うような音がして、ゆっくりと艦橋が沈しずみ始めた。

「よし、これで艦橋は大だい丈じよう夫ぶ！」

　霧人はわざと大声をあげた。

「大モニター作動、何が起こってるのか見えないのは厄やつ介かいだから」

　と窓一いつ杯ぱいに下りてきた液えき晶しようモニターが状況を映し出した。

「上部甲かん板ぱんの武装は？」

「展開します……出ました！」

　液晶モニターの為ためのカメラは艦橋のてっぺんにあるため、甲板は見下ろす位置に写っている。

　その甲板のあちこちがスライドし、連装式ロケットランチャーやら砲ほう身しんの短い砲ほう塔とうがもどかしい程のゆっくりとしたスピードでせり上がってくる。

「敵てき艦かんとの距きよ離り七五〇！」

「準備でき次第……じゃなかった、距離が五〇〇以下になったら、用意でき次第攻こう撃げき開始！」




☆




「三笠」を模したアマノウキフネ…………この世と神の世界をつなぐ船の露ろ天てん艦橋で、「艦長」は感無量の思いであった。

　彼はトラファルガーで戦い、ユトランドで戦い、マレー沖おきで戦い、フォークランドで戦った…………いや、幾いくつかはそれを「読んだ」だけかもしれない。

　それ以前に彼は自分自身の前歴を完全に忘れていた。

　本当に英国人だったのかも判らない。

　だが、今の「艦長」にとってはどうでもいい話だった。

　彼は生きつ粋すいの英国王室海軍士官ライミーズであり、女王陛下の剣つるぎの一本であることに変わりはないのだから。

　そして、この船は良い船であり、彼はいずれその地位に相応しい艦の長として再び英国に戻もどるのが任務であったから、現状は何の問題もない。

「艦長、如何いかが致いたしましょう」

　舵輪を握にぎる「副長ナンバー・ツー」が尋たずねる。

　彼も「艦長」同様、もはや人としてのディティールは摩ま滅めつして失われ、ぼんやりとした影かげでしかない。

　いや、彼だけではない。ブリッジ、機関室、通路、そして甲板にいるどの士官も、兵卒も、ぼんやりとした、曖あい昧まいなディティールのみを持つ、影のような姿をしている。

「我々王室海軍に望まれる物はひとつだ、違ちがうかね、副長」

　にやりと笑いながら、「艦長」はちゃんと笑顔が「副長」に見えたかどうか少し気に掛かかった。

「了解しました、ただ、勝利のみ、でありますね」

　言葉を重ねる愚ぐを犯さず、「艦長」は頷うなずくのみで返事とした。

「距離六〇〇！」

　計測係からの報告。

「主しゆ砲ほう開け！　砲ほう撃げき準備せよ！」

「副長」の命令に、「艦長」は満足感と共に、首から提さげた双眼鏡を覗のぞき込む。

「おのれ化けものどもめ！　女王陛下から拝領したこのエカテリーナに近寄せてなるものかー！」

　砲術長の怒ど号ごうが、艦橋まで響ひびいてくる。

　重々しい音を響かせながら、砲塔がゆっくりと動き、微び調ちよう整せいを始める。

　全ては時計のごとく的確に、そして正常に。




☆




「何か雲行きがおかしくなってきたね」

　夜空の戦せん闘とうを見ながら、ユウが呟つぶやいた。

　猫神達の空中戦せん艦かんが、まるで何か、恐おそろしく柔やわらかい物にぶつかったかのようにガタガタ震ふるえながら恐ろしくスピードダウンすると同時に、例の「三笠」そっくりなアマノウキフネが錨をあげ、ゆっくりと反転しつつ、砲塔やらなにやら、武器らしいのが動き始めた。

　しかも、空中戦艦の方も内蔵していた武器を色々解放して攻撃を始めたが、素人のユウが見ても大部分が大きく相手を飛び越こえていたり、あらぬ方向へ向かっての攻撃にしか見えない。

「うむ…………どうも幽ゆう霊れいどもめ、船を勝手に『海』に浮うかべておるな」

「なんだ、そりゃ？」

「つまり、奴やつらは船幽霊で、今新しい船を手に入れたと思っておる。船には海が付き物じゃ。そんなわけで奴らは自分達の力で船の周囲に「海」を作っておるのよ…………何で出来ているかは我にも判らぬが」

　判るような判らないような理り屈くつだが、実際今、猫神達の船は確かに急に海の中に突つっ込んでしまったかのように上下左右に揺ゆれながらノタノタとしているし、心なしか船体のあちこちにひしゃげたような部分が見えるのもそのせいかもしれない。

「じゃあ、漁夫の利作戦は中止？」

「いや、もう少し延長じゃ…………どうもあの船、さっきから妙みような気配がくっついておる」

　と、「三笠」型アマノウキフネの前方にある二連装の主砲がゆっくりと、そして盤ばん石じやくの重みで照準を完かん了りようした。

「あ、こりゃまずい」

　とユウが呟いた瞬しゆん間かん、




「女王陛下万歳！God save the Queen!」




　という怒号が、遙はるか下界にいるユウ達の耳に轟とどろいた。




　艦自体が青白く輝かがやいたかと思うと、以前、どこかで訊きいたことのあるイギリス国家の前奏がどこからともなく流れてきて、次の瞬間、爆ばく発はつするような輝きが二門の四〇口径三〇センチ砲２門の砲口から飛び出し、空中母艦を文字通り粉ふん砕さいした。

　着ちやく弾だん（もっとも実体弾かどうかは大分疑わしいが）の際に放たれた轟ごう音おんと閃せん光こうが、周囲を真っ昼間に変える。

「な…………」

　肉眼で見ていたら失明したかもしれない輝きを、思わず腕うでで遮さえぎってユウは鼻白んだ。

　眼球にしみるような輝きはすぐに消え、眼に焼き付くようだった閃光の輝きも、何事もなかったかのように元に戻もどる。

「一体、今のは…………」

　と空を再び見上げて、ユウは絶句した。

　空中戦艦はゆっくりと「沈しずみ」つつあった。

　光る泡あわのような物をびっしりとまとわりつかせながら、傍はた目めには緩かん慢まんな、そして当事者達にとっては恐ろしい速さで、ゆっくりと下降していく。

「こりゃ…………漁夫の利、どころじゃないぞ？」

　思わず呟いた。




☆




「女王陛下万歳God save the Queen!！」




　の轟くようなかけ声と共に起こった砲ほう撃げきにより、形勢は一気に決定した。

　上部甲かん板ぱんはおろか、進行方向向かって左側の船体は半分が吹ふき飛び、一いつ瞬しゆんにして艦かん橋きようの照明が真っ赤になり、各種警報が一いつ斉せいに鳴り響いた。

　各種ディスプレイも毒々しい赤で彩いろどられる。

　きな臭くさい匂においが充じゆう満まんし、息が詰つまりそうになりながら、それでも「ここで何もしないのはいけない」と立ち上がりはしたものの、どうすればいいのかは頭が真っ白で、少年は立ちつくしていた。

「き、霧人さまっ！」

　わたわたと席から立つことすら思いつかないまま、子こ猫ねこ二匹ひきが少年の顔を見上げる。

「落ち着け、まだ船は大だい丈じよう夫ぶだ……逃にげ出す時間はある」

　と、前方の大液えき晶しようスクリーンに映る「三笠」型アマノウキフネの艦橋辺りがチカチカと光り始めた。

「？」

「どうやら、降こう伏ふく勧かん告こくのようですね」

　副艦長の席に座ったままダメージコントロールを行っていた片眼鏡モノクルのＳＳ将校が苦笑いしながら言う。

「今から一二〇秒以内に降こう伏ふくしなければ、攻こう撃げきを続行すると言ってきてます」

「二分とは随ずい分ぶんと急ぐわねえ」

「猫姉ェ」が苦い顔になった。それではこちらのダメージを把は握あくする暇ひまもない……いや、もうすでにこの状態では戦せん闘とうは続行不能と言っても過言ではない。

「ですので、皆みな様さまは脱だつ出しゆつを」

「!?」

　片眼鏡のＳＳ将校は、腰こしに下げたルガー拳けん銃じゆうを引き抜ぬいて安全装置を解除すると、尺取り虫そっくりの動きをする遊底を引いた。

　しゃきん、という冷たい音と共に、第一弾が薬室に装そう填てんされる。

　それを見て、他の連中もそれぞれに武器を手に取った。

「一いつ旦たん、降伏した後、奴やつらが近づいてきたところで我々が戦闘をして、時間を稼かせぎます」

　激しく上下に揺ゆれ、不気味な振しん動どうと爆発が続く、落ち着かない艦橋の中、男達は皆みな、笑っていた。

「その間に脱出を」

　全員が頷うなずいた。

「ダメだよ」

　はっきりした声で、少年はそれを拒きよ否ひする。

「そんなことをしたら、君たちは皆殺しにされる」

「構いませんよ、我々は元から模型ですから」

「『猫姉ェ』、例の方法でみんな一いつ緒しよに逃げられるよね？」

　少年の言葉に、「猫姉ェ」は意外なことに首を横に振ふった。

「だめ。この海を抜けないと……それには脱だつ出しゆつ艇ていが要るわ。さっきの攻撃で残っているのは一隻せきだけ」

「じゃあ、術を解いて…………」

「その時間はないの」

「では……」

　軍人を模した人形達が覚かく悟ごのうなずきを返そうとすると、これもまた「猫姉ェ」の首は縦に動かなかった。

「でも徹てつ底てい抗こう戦せんもだめ。下手をすると私たちも追いかけられるかもしれない」

「では…………」

「大人しく、全員捕ほ虜りよになって頂ちよう戴だい」

　温情からではない、冷れい徹てつな計算による結果だと、「猫姉ェ」こと猫神は言外に告げていた。

「…………」

「捕虜を収容するのには時間がかかるわ。あなた方がのんびりすればその時間はさらに倍になる」

「なるほど」

　片眼鏡のＳＳ士官がにやりと笑った。

「われわれに低レベルのサボタージュをしろというわけですね」

「プライドに問題はあると思うけど、お願い」

　猫神の顔に、珍めずらしく真しん剣けんな表情が浮うかんだ。

「………了りよう解かいしました」

　そう言うと、残念そうに安全装置を戻もどし、銃じゆうをしまい込む。

「全員、弾だん倉そうは外して、床ゆかにおいて頂戴」

　にやっと笑って猫神が注意した。

「どうしてですか？」

「暴発したら困るでしょ？」

「…………」

　全員、少々苦い顔で銃の弾倉を外した。

「さ、白い布はある？」

「大だい丈じよう夫ぶです、司令官殿どの、それよりも早く……」

「はいはい……さ、みんな行くわよ」

「…………」

　何を言えばいいのか、判らぬまま、それでも何か言わねばという思いで、少年は立ちつくす。

「大丈夫です、マイスター」

　片眼鏡の将校は優しく笑った。

「…………必ず、助けに来るから」

　ようやく、少年はそれだけを口にした。

「必ず」

「…………」

　男達は、無言で敬礼を返した。




☆




　そろそろ見上げすぎて首が痛くなってきたあたりで、甲かん板ぱんの上に人ひと影かげが現れ、白い旗を振るのが見えた。

「ありゃ………降こう伏ふくか」

「こりゃあ……覚悟して掛かからぬと、こっちがやられるぞよ。どうする、虎とら？」

「蛇神さま」が苦い顔をして「虎神さま」に尋たずねた。

「…………あの周辺の『海』と大たい砲ほうが厄やつ介かいじゃな」

「本来、戦神が訓練ごっこをするための砲ほうじゃ、物を壊こわすことは出来ぬはずじゃが……」

「恐おそらく、大砲ではなく、あの周辺そのものが『海』同様、やつらの支配下にあるのじゃろう…大砲はただの飾かざりじゃな」

　とか何とか、ふた柱の神様同士が会話をしているうちに、「沈しずむ」空中戦せん艦かんの一部が分ぶん離りして、「海」の底を目指してゆっくり落ちていった。

　ある一定の箇か所しよまで来ると、その大きなパーツは不意に「沈ちん降こう」から「落下」へと動きを変えた。

　一いつ緒しよに沈んだパーツ類もこれに倣う。

「！」

　だが、その大きめの、円えん盤ばん状のパーツは地上ギリギリでつい、と浮かび上がった。

　そのまま上じよう昇しようはせず、山の中へと消えていく。

「今の…………」

「見ましたわ」

　狭霧が頷うなずいて、今のがユウの目の錯さつ覚かくではなかったことを証明する。

　思わず走り出そうとしたユウの目の前の空間が、不意に歪ゆがんだ。

「？」

　立ち止まるユウの前で、掌てのひらぐらいの大きさで歪んだ空間の中から、ぽこ、と小さな物が顔を出した。

　紙コップである。

『えーと、相談があるんだけど？』

　紙コップがくぐもった音を出した。




　どうやら、糸電話らしい。







第６章・共同戦線なんだとさ







☆




「随ずい分ぶんとまあ」

　と片眼鏡のＳＳ将校人形は、重々しく扉とびらが閉まると、苦笑いを浮うかべた。

　彼らが閉じこめられたのは、通常の乗務員室であった。

「神々」による「海戦ごっこ」がメイン目的のこの船に、ベッドも調度品も、すべて本物である必要はない。

　が、リアリティの問題だろうか、ちゃんと皺しわ一つ無くシーツはベッドを覆おおい、その上に一いつ般ぱん兵卒、あるいは士官用の、糊のりの利いた制服が一ひと揃そろえ乗っかっている。

　もっとも、引き出しやロッカーの中は空っぽで、あくまでもそれらが見せかけの物であるという域を出ては居なかった。

「我々には随分とふさわしい場所だな」

　彼らをここまで連れてきた連中は、司令官である猫ねこ神がみが言うようなイギリス軍には見えなかった…………というよりも、白くて、ぶよぶよした輪りん郭かくも定かではない謎なぞの物質で出来ていて、細かい顔かたちはもちろん、どんな服を着けているのか、あるいはつけていないのかさえ判らない。

　この世に残った理由どころか、己の記き憶おくと知識の端は境ざかいさえ曖あい昧まいになっている、年を経すぎた亡ぼう霊れいの典型的な姿だが、それは彼ら、模型の軍人たちの知識の外の話である。

　ただ、最初に船に入った「彼ら」が、偶ぐう然ぜん壁かべから剥はがれ落ちたパイプを、こちらの抵てい抗こうと勘かん違ちがいして、「銃じゆうらしき物」を構えると、次の瞬しゆん間かん壁へきや床ゆかに銃声と共に穴が開いたのは事実で、逆に、あの姿を見ているとこちらが銃を撃うっても「当たる」かどうかは非常に不安だった。

「司令官のおっしゃることはどうやら正しかったようで」

　片眼鏡の士官の横で、その副官役にいつのまにか収まってしまったバイク兵がささやいた時、誰もが重々しく頷いたものである。

「さて…………」

　思考を現在に引き戻もどして、片眼鏡のＳＳ将校はすし詰づめ状態になった部下たちに向かって言った。

「とりあえず、出来る範はん囲いで皆みな休め。司令官閣下と創造主様が来たら忙いそがしくなる」

「…………来ますかね？　将校さん？」

　一兵卒が、不安げに尋たずねた。

「大だい丈じよう夫ぶだ、あのお二人なら、必ず来る」
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「共同戦線？」

　ソフビの「とらたん」に紙コップを持たせ、自分はその頭の上に乗っかって「虎とら神がみさま」は交こう渉しようを始めた。

『そ、お互たがいに悪い話じゃないでしょ？』

「まあ、確かにあの様子ではお互いバラバラに攻せめても勝てぬが…………どういう条件なのじゃ？」

『取り敢あえず、あの船に捕つかまった仲間を助け出したいのよ』

「仲間？　あの船にはもう傀儡クグツの気配しかないぞよ？」

『それが仲間よ』

　ちょっとだけ、「虎神さま」の眉まゆが上がり、元に戻った。

　驚おどろいたらしい。

「で、どうして欲しいのじゃ？」

『まあ、こんな感じかしら……』

　と、糸電話の相手は驚くほど簡潔に互いの役割を述べた。

「ふむ……」

「虎神さま」は腕うで組ぐみして考え込んだ。

　心なしか、いつもはしゃんとしている尻尾しつぽも、主の思考につきあうようにちょっとうつむき気味になる。

「…………」

　ユウは判断を待つばかりだ…………普ふ通つうに考えれば「罠わなかもしれない」が、この神様がどんな判断をどう下すのかに興味があった。

「仕方あるまい」

　ひょい、とあっさり「虎神さま」は判断を下した。

「夜は短い、今日中に決着をつけねば今度は国外じゃ」

「いいのか？」

「我は神じゃぞ。相手の言ってることに裏があるか、無いか、嘘うそか誠かは判る」

「なるほど」

　ユウはにやりと笑った。話が早いのは大好きだ。

「よしきた、まかせておけ」

　今度は「虎神さま」が微び苦く笑しようを浮うかべる番だった。

「…………ユウ、おぬしのそういう所は母親ゆずりじゃのぅ」

「そうかなあ？」

「おぬしの母親はこういう時の勝負度胸が凄すごかった。普通なら我の言葉とはいえ、疑念を抱いだくのが当然じゃが」

「へえ…………」

　ユウにとって自分の母親といえば、お人好しで暢のん気きで、金銭感覚と料理の腕うでがしっかりしている以外は、よくもまあこれで主婦がつとまる、という感じなのだが。

「まあ、我は虎とらに任せる」

　後ろで小さな扇おうぎを取りだし、自分を扇あおぎながら「蛇へび神がみさま」が言い、後ろで狭さ霧ぎりがこっくんと頷うなずく。

「…………というわけじゃ、条件を飲むぞ」

『判ったわ…………じゃ、一時間後…………じゃなかった一時間半後に、ここで』

「了りよう解かいじゃ」
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　午前一時になった。

　息せき切って走ってコテージまで戻もどり、少年はがちゃがちゃと荒あらっぽく鍵かぎを開けると、ドアを閉めるのももどかしげに靴くつを脱ぬぎ捨すてて中に入った。

　表情は、能面のように凍こおり付いている。

　真っ直ぐ自分の荷物へと向かう。

「き、霧きり人とさまぁ[image: ][image: ][image: ]」

「うにゃあ[image: ][image: ][image: ]」

　数分遅おくれて子こ猫ねこ二匹ひきがひーひー言いながらドアを開けて中に転がり込んできた時には、もう少年はフローリングの床ゆかに新聞紙を広げ、細工物を始めていた。

　まるで、機械のような正確さで焼き鳥用の竹たけ串ぐしに盛りつけた紙かみ粘ねん土どに各種スパチュラ（粘ねん土どベラ）と爪つま楊よう枝じなどを使ってディティールを刻んでいく。

　できあがった物は、次々に近くにあるティッシュの箱に突つき刺さしていた。

「き、霧人様ぁ～」

「お、お手伝いしにきましたー」

「じゃ、そのドライヤーで人形乾かわかして…………もっと離はなれてよ。そうじゃないとパンみたいに膨ふくらむから」

　少年は振ふり向きもせず、ひたすらに手を動かし続ける。

「はーい」

　灰色頭と銀色頭の子猫少年は言われたとおりに二本の真新しい工業用ドライヤーで竹串に刻まれた人形たちを乾かし始めた。

「そっちはどう？」

「猫ねこ姉ねェ」が空中からひょいと現れた。

「あと一時間で二十体ぐらいなら何とか」

　少年はじっと手元に集中してスパチュラを動かしている。

「色は塗ぬらないで？」

「そう」

　全神経と脳のほとんどの部分を指先に振り向けているかのように少年の口数は少なく、感情の起き伏ふくもほとんど無い。

　少年は、生まれて初めて、「誰かのために」必死になっているのであった。
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　地面を蹴けって飛び上がり、夜空の中をゆっくりと、そして数キロの距きよ離りをおいて「船」の周囲を旋せん回かいしながらユウは照準装置を作動させた。

　不可視のレーザー光線が伸のび、「船」の周囲で微び妙みようにゆがめられるのを、憑体の眼で確認する。

「だいたい、一キロ四方が奴やつらの『世界』ってわけか」

　物理法則すらゆがめる船幽ゆう霊れいたちの「思いこみの世界」の範はん囲いである。

　くるっと、水中のイルカのように身をくねらせて再び再計測する。

（あーあ、こういうことじゃなけりゃいいのになぁ）

　バックパックシステムで「空を飛ぶ」というのはかなり面白い行こう為いだった。

　地上を進むバイクとかと違ちがい、身体の動き一つが飛行状態にダイレクトに反映されるのが楽しい。

　星の海の中というのもロマンティックだ。

　もっとも、そんな贅ぜい沢たくを味わえるのは本当に「神さま様々」という奴で、こんなに自由に大空を舞まう人間などというものは現在の地球上に居ないだろうが。

　調べてみると、直径一キロの球体が彼らの「世界」らしかった。

「てっきりお盆ぼんの上に世界がのっかってるようなタイプだと思ったんだがなぁ」

　などと、暢のん気きなことを言いながら、少女はゆっくりと、同じような大回りで地上に戻ってきた。

「ただいまー」

　ふよふよと、照明代わりに神様ふた柱が出した、明るい光の球がいくつも浮ふ遊ゆうする駐ちゆう車しや場じようでは、「虎神さま」と「蛇神さま」がなにやら難しい顔をして額を寄せ合っている。

　その横で、狭霧が「お帰りなさい」と微笑ほほえんだ。

「どうでした？」

「だいたい予想通り。一キロ四方が奴らの世界、ってことらしいです」

「んーじゃあ、やっぱりさっきお話が出たとおりの方法でいくしかないようですね」

　と狭霧が「蛇神さま」に話を振った。

「うーむ、そうじゃな。その方が確実じゃろうて」

「ところでさ、いったいどうやってあの船取り戻すつもりだったわけ？」

「最初はの、ユウお前と狭霧、それぞれ各個に突とつ入にゆうして、奴らを白兵戦で殲せん滅めつ、封ふう印いんしてもらうつもりじゃった」

「殲滅、ねえ……」

「もはや普ふ通つうの幽霊とかと違って、ああいう所までいってしもうた連中は、自分たちが死んでる事すら忘れておるからな、神の力で倒たおす他はないのじゃ…………じゃが、あそこまで強大だともう少し考えねばならぬ。猫神と協力する価値が出てくるのはこれからじゃ」

　とか何とか言いながら、神様ふたり、なにやらスーパーのチラシの裏に鉛えん筆ぴつで書き始めた。

「…………と、こういうのではどうじゃ？」

「うーむ、それもそうじゃが、やはりここはここの一文も混ぜねば問題が起こるのではあるまいかの？」

「まあ、そうじゃな、あのじいさん、こういう所にはうるさいからのぅ……」

　何となく、提出書類の文章を練っている役所の職員のような光景である。

「…………」

　と、その後ろでは、どこから持ってきたのか廃はい品ひんのテーブルの上に「とらたん」と「へびたん」が乗っかって、それぞれ手と口にカッターナイフを持って、白い紙を四角い人型に切っては、石で重しをした封ふう筒とうの中に納めている。

「何してるの？」

　不思議に思ってユウが声をかけると、「とらたん」は顔をあげた。




　現在、ガヤを作っておるのです




　と、墨ぼつ痕こん鮮あざやかな筆文字がその顔の横にふわっと現れ、消える。

「わっ」

　どうやらこういう方法で会話できるらしいと初めて知って、ユウは少々驚おどろいたが、すぐに言葉の意味を考えて、

「ガヤ？」

　と問い直した。

　こっくん、と「とらたん」と「へびたん」はうなずき、また自分の作業に没ぼつ頭とうし始める。

「ガヤというのは、賑にぎやかしのためのエキストラの事ですわ」

　と狭霧が解説を入れてくれた。

「この場合、儀ぎ式しきの形を整えるための傀儡くぐつや式神のことをいいます」

「なんでそんなのが？」

「枯かれ木きも山の賑わい、じゃ…………お前と猫神たちとで中から、我と蛇へびは外から攻せめる」

「攻める？」

　直接「虎神さま」が手を出すことはあり得ないと思っていただけにユウは驚いた。

「ま、今回は事情が事情じゃからな……とはいえ、あまり無理も出来ぬ。じゃから色々舞台支度がいるのじゃ」

「…………？」

　ますますもって、少女には訳がわからない。

「とりあえずユウ、暇ひまならちょいと家へ戻もどれ」

「？」

「子こ猫ねこどもも連れてくるのじゃ…………縮地の法を行っている時間も神通力も、今は惜おしい」
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「そろそろタイムアップよ」

　という猫ねこ神がみの声に、霧人はようやく手を止めた。

　そのまま流しに行って手を洗う。

　戻ってくると、一いつ生しよう懸けん命めい遠くから工業用ドライヤーの熱風で紙かみ粘ねん土どのフィギュアを乾かわかしていた二に匹ひきの子猫の肩かたを叩たたいて、「もういいよ」と微笑ほほえむ。

「は、はいっ」

「これでいいんですか、霧人様？」

「うん、おかげで間に合ったよ…………ありがとう」

　ようやくそこで霧人は微笑みを浮うかべ、二匹の子猫が化けた美少女（実際には少年だが）は安あん堵どのため息をついた。

　それほど、これまでの空気が緊きん張ちようしていた、ということであろう。

「『猫姉ェ』の準備は？」

「こっちはいつでも」

　と「猫姉ェ」の手元には、縫ほう製せいの終わった服を着けた、小さな人形がある。

　ナチス・ドイツのＳＳ将校服と、当時の戦せん闘とう機き乗りの飛行服をごっちゃにしたような服と帽ぼう子しだが、帽子の紋もん章しようは可愛かわいらしい猫のマークがあしらわれている。

「虎とらのやり方をまねるようで嫌いやだけど、この方がより安全で高い能力が得られるから……」

　といいわけをして、「猫姉ェ」はぱんぱん、と手を打った。

　雑然とした空気と緊張感がまだ漂ただよっている室内が、その一いつ瞬しゆんで静せい謐ひつな空間に変じる。

　手を拭ふいて、少年は軽く目を閉じて「猫姉ェ」の前に立った。

「じゃ、始めるわよ」

　半眼になった猫神が、ぴん、と中指と人差し指を立てて、口の中で色々を呟つぶやきながら空中に何かを描えがいていく。

　ゆっくりと、少年の周囲に蛍ほたるのような光が、最初は点々と、やがてどんどん増えて帯のようになりながら渦うずを巻いていくのを、床ゆかに座り込んだ子猫二匹は口をぽかんと開けて見つめていた。

　そして光は収束し、少年は少女に変わる。




☆




「ところで、狭霧さんはどうするんですか？」

　家までの長ちよう距きよ離り飛行に出る前に、ユウはふと狭霧に尋たずねた。

「ああ、私でしたら…………あれです」

「？」

　狭霧の指さす方を見て、ユウは首を傾かしげた。

　いつの間にか、駐ちゆう車しや場じようの片かた隅すみには戦車のようなモノが停車していた。

　青と白で塗ぬり分わけられた上、内部メカの見える半はん透とう明めいのパーツがあちこちに配置されＳＦチックなデザインだが、普ふ通つうの戦車で言えば砲ほう塔とうが載っている部分が変わっていた。

　砲塔の代わりに、ごてごてとディティールが入れられてはいるが、どう見ても構造的には大たい砲ほう（それも巨きよ大だいな口径の）にしか見えないモノが固定されているのである。

「私は飛行能力が無いので、あれで発射してもらいます」

「は…………発射？」

　攻こう撃げき、とか支し援えん、ではなかった。

「ええ。どーんと」

　にこにこ笑いながら狭霧。

　この瞬しゆん間かん、ユウの脳裏にこのにこにこ顔の狭霧が、あの大砲に詰つめられて爆ばく煙えんと共に何処までも上じよう昇しようしていくユーモラスな姿が浮かんだ。

　いや、それは別に不人情とか、不ふ謹きん慎しんとかではない。

　どう聞いても、そうとしか思えない。

「えーと、それは、つまりその…………カプセルに入って、とかじゃなくて、そのまま生身で発射されるんですか？」

　なんかとても不条理なことを聞いているような、いや、この状じよう況きようそのものが不条理なのか、訳がわからなくなりそうな気分でユウは重ねて尋ねた。

「ええ、人間大砲です！」

　格好いいでしょ、と誇ほこらしげに狭霧は笑った。

「あの…………だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　何とも間ま抜ぬけな事を言ってるのは重々承知の上で、それでもユウは言わざるを得なかった。

「あの、なんなら私が抱かかえて……」

「いえいえ、そんなことしたら機動力が落ちてしまうじゃないですか！」

「まあ。そりゃあ……そうですが」

「大丈夫です、頑がん丈じようだけが取り柄えですから！」

「…………はあ」

　これが神様に関わる者たちの常識というのなら、ちょっと考え直さないといけないかもしれないなあ、とユウは思わずには居られなかった。

　その視界の片隅で、奇き妙みような光が一瞬よぎったが、同時に流れた流星のひとつだと思って、少女は気にも留めなかった。
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　ロケットベルトのテストを終えて、ユウの視界の隅すみによぎった奇妙な光……霧人はゆっくりと地上に戻もどってきた。

　背中に背負った、Ｖ字型の翼つばさの先に流線型のエンジン（何故か先せん端たんにドリル付き）がついているという、クラシカルなデザインのロケットベルトの噴ふん射しやが完全に停止すると、ブーツの底がアスファルトに触ふれる固い音が響ひびく。

「大丈夫、異常無し。これならイケると思う」

　今やロングヘアに氷の美び貌ぼう、という風情の、典型的東欧ゲルマン美少女となった霧人が言った。

「そう…………」

「猫姉ェ」こと猫神はちょっと複雑そうな顔になる。

　前回同様、今回も霧人の姿は少女の物になっているのに、少年はそのことに関してはひと言の不満も漏もらしていないのだ。

　それだけ、捕ほ虜りよになった連中を助けることに思い詰めている。

　少年の優しさが嬉うれしい反面、心配なのであった。

　この辺も含ふくめて、猫神はやはり少年にとっては「猫姉ェ」なのである。

「あんまり無茶しちゃ、ダメよ」

「判ってる。外からのバックアップ、よろしく」

　薄うすく、少年の口元に笑みが浮うかんだ。

　それが今の彼にとって、浮かべられる最大の微笑ほほえみ。

　複雑な笑みをますます深くしながら、「猫姉ェ」は手を振ふった。

「そろそろ行きましょうか」

「あーと、俺たちどーすればいーの？」

　後ろに控ひかえている子こ猫ねこのうち、サコンが口を開いた。

「あんたたちはアタシと一いつ緒しよにこっちで待機……こっちに何人いるか、なんて正直に教えてやる必要はないわ」

　こればかりは心の底から、「猫姉ェ」は野太い笑みを浮かべて見せた。
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「帰りましたー」

　と、家まで行って戻ってきたユウが降り立つと、手にしていたバスケットから二に匹ひきの子猫が飛び出しざまに「どろん」と人間体型に化けた。

「あー苦しかったー」

「だねー」

　三み毛け猫ねこの「りり」と黒猫の「くう」が顔を見合わせる。

「何言ってるんだ」

　その頭の上にこつん、と拳げん骨こつを振り下ろしてユウ。

「まったく、もう少しで墜つい落らく死だぞ、判ってるのか？」

　家から飛び立った数分後、空を珍めずらしがった二匹は危うくバスケットから落っこちそうになり、慌あわててユウは高度を下げて事なきを得たのである。

「だってー」

「空って面白いんだものー」

「…………ったく、怖こわい物知らずめ」

　あきれ顔のユウに、「なはー」と二匹の子猫は頭を掻かいて笑った。

　その暢のん気きな笑顔に、思わずユウも笑みが漏れる。

「さて、そろそろ時間じゃの」

　時計をもってもいないクセに「虎神さま」がそう言った。

　言われてユウがＨＵＤヘツドアツプ・ディスプレイに表示されている時刻を見ると、その通り。

　同時に、ＨＵＤが天空から飛行物体が接近してくることを告げた。

　意識をそっちに向けると、自動的に画面が拡大を繰くり返す。

「…………また、随ずい分ぶんクラシックな格好だなぁ」

　第二次世界大戦の頃ころのアメリカンコミックに出てきそうな「飛行兵士」はどこから来るのかを判らせない為ためか、かなりの高々度から一気にこちらへやってきた。

　Ｖ字型のウィングの端はしに、ドリルを装備した流線型のエンジンという飛行装置に、当人はナチスめいたデザインの制服だ。

　頭部には中世の騎き士しのような顔まで覆おおうヘルメット。

　きゅいぃいん、というこめかみに来そうな高音のエンジン音を響かせながら、その「飛行兵士」は一いつ旦たん反転して、それから減速の為の排はい気きをまき散らしながら、ゆっくりと脚あしから着地した。

「時間通りだな」

　ユウは腕うで組ぐみして相手を迎むかえた。

「…………」

　かしゃりとマスクを上に跳はね上げると、白い肌はだに青い眼の、どこかで見たような美び貌ぼうがこちらを軽くにらんだ。

（典型的ゲルマン美人って奴やつか）

　そんな事を考えながら、周囲を見る。

「他に仲間は？」

「居ない」

　短く相手は答えた。

「すげー」

「すげー」

　ユウの後ろで、子猫二匹が目を丸くした。

「なんかアレ、いいなあ」

「ユウの格好も未来っぽいけど、あっちはあっちで鋼鉄な感じでいいなぁ」
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　無む邪じや気きに言いながら、近寄ろうとする二匹を、ユウは手で制した。

「そっちのふたりも作戦に参加するのか？」

　ゲルマン少女の顔に、嘲あざけりとも小こ馬ば鹿かにしたとも表現できるものが薄うすく浮うかんだ。

「バックアップだ。後方支し援えんをしてもらう」

「人がいないのか」

「まあね」

　とユウはあっさり相手の言うことを肯こう定ていした。

　何しろ「ネコの手も借りたい」を地でいってるわけだから否定のしようがない。

「まー、とりあえず」

　狭霧がにっこり笑って間に入ってくれた。

「期間限定とはいえ、共同作戦ですから、握あく手しゆしてみるのは如何いかがですか？」

「…………」

　あまりに穏おだやかで悪意も邪じや気きもない狭霧の言葉に、思わずしげしげとゲルマン少女は彼女の顔を見たが、すぐにかぶりをふって、

「馴なれ合いはしない主義だ」

　と言った声に、少し「申し訳ない」という響ひびきを感じ取って、少しユウは相手を見直した。

　どうやら冷血漢というわけではないらしい。

「よし、ではこちらはこちらで最後の仕上げを、な？」

　と、それまでの成り行きを遠くから見ていた「虎神さま」が頷うなずくと、「とらたん」と「へびたん」がそれぞれ尻尾しつぽに石灰の粉を振ふりまく装置をつけて、近くのゴルフ場目がけて、とったか走り始める。







第７章・とらたん音頭だったとさ
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　戦せん艦かん三み笠かさを模したアマノウキフネ。

　その艦かん橋きようで「艦かん長ちよう」はある「予感」を感じて観測長に警けい戒かい態勢の強化を命じた。

「艦長！　上空二時の方角より敵てき影えいらしきもの、確認！」

　案の定、数分もしないうちに、上空から「敵」らしき影かげが観測された。

　警戒態勢を知らせるベル代わりのブザーが鳴り響く中、「艦長」は再び船を手に入れることが出来た喜びと、一日で二度目の戦せん闘とうという贅ぜい沢たくなものが来た幸運に感謝していた。

　これまで長い間、彼とその乗組員達はひたすら流れ、漂ただよいながら、船の上に戻もどることを欲していたのだから。

「十分引きつけてから撃うて！」

　この船に対空装備はない。飛行機が戦場の花形になる、などという発想自体が無い時代であるから当然だ。

　故に、甲かん板ぱんにライフルや機き関かん銃じゆうを構えた士官達が並び、一いつ斉せいに照準をつけて撃つ、ということになる。

　様々な銃じゆう器きが甲板に並んだ。

　古めかしい先込め式の黒色火薬銃じゆう、「艦長」にとっては慣れ親しんだエンフィールド小しよう銃じゆう、見覚えのあるＦＡＬ小銃、弾だん倉そうが引き金より後ろにある、見たこともない銃にいたるまで。

　だが、どれも女王陛下の為ために戦う為、集められた銃だ。

　心ここ地ちよい結束力が生み出す団結の空気を楽しみながら、「艦長」は砲ほう術じゆつ士官に軽く頷いて指揮を執とるように促うながした。

　この船は沈しずまない、沈めさせない。

　二度と、あのような惨みじめな、流木や船の破片にしがみついて漂い続ける事は御ご免めんだ。

　もはや「艦長」とその仲間達は、何故に自分達がこのような状じよう況きようになり、何を条件に現世を彷徨さまよっていたのかさえ覚えていない。

　正確には「艦長」の仲間に最近組み込まれた連中は覚えているだろうが、軍隊は上意下達の組織であり、上官の命令には、たとえ相手が数百年前の存在であろうとも、従うのが常だからだ。

「距きよ離り一二〇〇、一〇〇〇、九〇〇…………」

　観測係が恐おそろしい勢いで接近してくる敵との距離を声に出し始めた。

　安全装置が解除され、改めて銃が肩付けされ、狙ねらいをつけようとだれもが眼を凝こらし、あるいは照準器を覗のぞき込む。
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　その夜。

　沖縄県北部の某ぼう所しよで、もしも夜よ更ふかしをしている者が居たら、奇き妙みような物を、あるゴルフ場のど真ん中に見いだしたはずである。

　シーズン的にあまりにも早すぎる祭りやぐらと太たい鼓こ、そしてそこを中心に広がる提灯の数々。

　そして、どこからともなく湧わいてきたとしか言いようのない、ちょっと作り物めいた感じのする浴衣姿の老若男女の山。

　そのくせ、夜店の類は一切無いし、人が集まることで必ず起こる喧けん噪そうや人いきれの雑然とした空気が皆かい無むだ…………彼らはにこやかに歩き回り、口を動かしてはいるものの、声はなく、足音も無い。

　しかも、よく見ればゴルフ場の芝しば生ふの上には石灰を使ってなにやら複ふく雑ざつ怪かい奇きな漢字がびっしり書かれている。

　だが、何よりも眼を疑うのは、祭り櫓やぐらの周囲に立っているふたつの巨きよ大だいな影だ。

　正確には影ではなく、ちゃんとした実体なのだが、光の加減というか、祭り提灯も、ゴルフ場のナイター設備の輝かがやきも、その影の半分ぐらいの所にしかないので、必然的に上半分は闇やみに紛まぎれて見えなくなっている。

　実を言えば、このゴルフ場の中にいる存在で、実体があるのは祭り櫓の天辺にいる数人…………いや、人という概がい念ねんで言えば一人だけであった。

「じゃ、そろそろ開始…………だね？」

　ユウの母親から借りてきたｉＰｏｄのジョグダイヤルに触ふれながら、三み毛け猫ねこの「りり」が言った。

「では、わたしは自分の準備をくぅちゃんと」

　とそれまで準備を手伝っていた狭さ霧ぎりが黒猫の「くう」を小こ脇わきに抱かかえてひょいと床ゆかを蹴けった。

　普ふ段だんの運動音おん痴ちが嘘うそのように、戦巫女みこ姿の狭霧は高々と空中を飛んで、しなやかに地面に降り立った。

　そのまま走り去るのを瞬しゆん時じに見送り、「虎とら神がみさま」と「蛇へび神がみさま」が真しん剣けんな顔をして祭まつり櫓の床、その真ん中に描えがかれた五ご芒ぼう星せいの縁ふちに立った。

「では、りり、始めるぞよ」

「…………うん、じゃなかった、はい神様」

　そう言って、「りり」がジョグダイヤルの真ん中にある決定ボタンに親指をかける。

「あ、わん、つー、あ・わん・つー・すりーふぉー！」

　大声で怒ど鳴なりながら、「りり」はボタンを押おした。

　四方に配置されたスピーカーから、エレキギターを使った軽快さとインパクトで、一度聞いたら忘れられないイントロが始まった。

　ムーディで若々しい男性ボーカルの声が、うねるようなスピードで駆かけ抜ぬけていく。

　脳天気そのものの歌詞がその上でサーフィンしている。




♪ＵＳＡの全てに、海があれば

　誰もがみんなサーフィンするだろうさ♪




　一九六三年の大ヒット、「サーフィンＵＳＡ」だ。

　そして、それに合わせて、祭り櫓の周囲でぼへーっと突つっ立っていた二つの巨大な影かげが動き始めた。

　四十メートルを超こえる身長だというのに、片っ方は脚あしのない蛇へびであり、もう片方はどてっとした短い足と長い手を持った虎とらである。




　つまり…………それは、巨大化した「とらたん」と「へびたん」であった。




　むろん、それらの主である「虎神さま」と「蛇神さま」の力によるものである。

　だが、軽快なリズムの曲に合わせて身体をくねらせたり、手足を上下左右に動かしたりして見事に踊おどりながらゆっくり祭り櫓の周囲を回り始める。

　驚おどろいたことにちゃんとゴーゴーと呼ばれる、六十年代当時に流行った踊り方そのままのステップを踏ふんでいた。

　音楽がかかり始めると、それまで三々五々歩いていた浴衣姿の人たちも一いつ斉せいに祭り櫓の周囲に集まり、一いつ緒しよになって手足を動かして踊り始はじめた。

　踊りながら、全ての群衆が祭り櫓を一周すると、地面に石灰で描かれた「陣じん」がうっすらと青白く光り始め、櫓の中心にある「陣」もぼんやりとした輝きを少しづつ増していく。
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「…………猫ねこ神がみ様、あれ、何？」

　そこから数キロ離はなれたコテージの近く、山とは名ばかりの小高い丘おか、林の中に鎮ちん座ざする「乗り物」の中である。

　プラチナブロンドのサコンが、最終チェックに忙いそがしい猫神の袖そでを引っ張った。

「省エネ音頭よ」

　やたら点てん滅めつする豆電球の集大成みたいなコンソールの中に頭を突っ込んだまま、猫神こと「猫ねこ姉ねェ」がやる気のない声で答えた。

「なにそれ？」

「今、現世にいる虎神も蛇神も、本来の力を数百分の一しか使えないの。ま、あんまり使い放題だと現世が壊こわれるから当然の話なんだけど、まあ、それを一時的に増ぞう幅ふくして貰もらう為ための儀ぎ式しきを、ああやって省略化してるのよ」







[image: ]







「とてもそうは見えないけど……」

　アッシュブロンドのウコンが言い、兄弟子こ猫ねこは顔を見合わせて頷うなずき合う。

「神の力の管理をしてるのは歌か舞ぶ音曲の神々だから、あっちの方が楽に申しん請せいが通るの」

「変なのー」

「そういうもんよ……しっかしまあ、よりによって外国の曲で始めるなんて……風流もへったくれもあったもんじゃない」

　とかいいながら、コンソールに指を走らせる。

　薄うす暗ぐらかった内部に、白色灯の明かりが灯ともった。

　四よ畳じよう半はんほどの内部には機械仕じ掛かけの巨きよ大だいなコンソールの中にソファーを埋うめ込んだような「椅い子す」と子猫二に匹ひき用の小さな操縦席がふたつ。

「よしよし…………と」

　その赤と灰色で塗ぬり分けられた「椅子」をしげしげと眺ながめた「猫姉ェ」はぐいっと肩かた口ぐちを引っ張って空中母ぼ艦かんで着用していたピッチリスーツに一いつ瞬しゆんで着き替がえ、黒革の手て袋ぶくろを外し、白いシルクの手袋に替えた。

「いーなー、それ、今度教えて」

「でも、難しいんじゃない？」

　とか言ってる子猫二匹へ、

「あんた達も頑がん張ばればそのうち出来るようになるわよ」

　と笑いかけ、「猫姉ェ」はどっしりと「椅子」に腰こしを下ろした。

　前にあるコンソールから、筒つつ状じようのコントロールシステムがせり上がってくる。

「では」

　と「猫姉ェ」はそのコントロールシステム（天辺は白い半球状のパーツで覆おおわれていた）に掌てのひらをかざし、てきぱきと何かのジェスチャーのように動かした。

「発進！」

　ぐいっと下向きのＧがかかる。

　七十年代のＳＦ物でいかにもありそうなピコピコという電子音が鳴り響ひびき、豆電球をびっしり並べたようなコンソールが点滅して、一行を乗せた「乗り物」（それは「猿えん人じんＵＦＯ」という商品名で発売されたプラモデルそのままの姿をしていた）は、アダムスキー型ＵＦＯそっくりな下半分をクルクルと回転させながら浮ふ上じようした。
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　打ち合わせ通り、ユウは敵の進行方向から見て右、例のドイツ少女は左から大きくツイストをかけるようにして進入した。

　相手の「世界」の範はん囲いに入った瞬しゆん間かん、明らかに何か柔やわらかい物にぶつかる感覚があって、みるみる速度が落ちた。

　最初は音速レベルだったのが、今は走っているのと変わらない速度になっているのが、波打つ青白い「海面」との相対速度で判る。

「なるほど…………こりゃずるいわ」

　呟つぶやきながら、それでもユウは、彼女を宙に浮うかせ、移動させているスラスターの一部を本体から切り離した。

　謎なぞの神エネルギーで動いているスラスターは独自のシステムで変形、展開してユウの身体を覆うバリアシステムとなる。

　そして、船からの銃じゆう撃げきが始まった。

　黒色火薬、コルダイト、綿火薬、様々な種類の火薬の炸さく裂れつする音と火花。

　その全ての弾だん丸がんがユウの手前で展開されたバリアシステムの見えない障しよう壁へきに「命中」した…………この船の半径一キロは彼らにとって全て都合のいい「世界」なのである。

　だが、こちらも神の力という奴やつを使う以上、やられっぱなしというわけではない。

　二度目の一いつ斉せい射しや撃げきの後、乱射するようになった後、ユウはみるみる速度が上がってくるのを感じた。

　どうやら、「外」にいる「虎神さま」も頑張ってくれているらしい。

「さあて、行きますか！」

　みるみる船が近づいてくる。

　逆噴ふん射しやをかけて制動しながら、ユウは腰の後ろに下げていたマシンガンを引き抜ぬいた。

「そうらっ！」

　プラスチックのハンマーが空あき缶かんを叩たたくような音が連続して起こり、霊れい魂こんと呼ばれる負の霊子化情報の活動を一時停止させる唯ゆい一いつの物質…………塩で出来た弾丸を撃うち込んでいく。

　硬こう直ちよくした、人型のモヤというか、綿わた菓が子しのなり損ないのようなものを蹴けり倒たおし、ユウが甲かん板ぱんに着地すると、反対側でもっと高速で甲かん高だかい銃じゆう声せいがして、ロケットパックを背負ったナチ少女がブーツの底を音高く甲板に叩きつけていた。

「撃ち落とされなかったんだな」

「当然だ」

　短く互たがいに挨あい拶さつと言うには少々殺さつ伐ばつとした言葉を交わし、少女はＭＰ４０をモデルにしたと覚しい機き関かん銃じゆうの弾だん倉そうを取り替かえ、ユウは銃の横についている液えき晶しようモニタの数字を確認する…………まだ五百発以上あった。

「それじゃ、私は上へ」

「…………」

　ドイツ少女は冷たい目つきでユウを一いち瞥べつすると、無言で艦かん内ないに飛び込んでいった。

　間もなく、煙えん幕まく弾だんの破は裂れつする音がして、あちこちから膨ぼう大だいな煙けむりが噴ふき出し、甲板も覆っていく。

「…………愛想の無い奴だな」

　くすりと笑いながら、ユウはあの無礼な少女に悪い印象を抱いだいていない自分に対して少し驚おどろいていた。

　と、少女が消えた左さ舷げんのハッチあたりから銃声が響き始め、同時に艦橋とユウにとっては正面にある右う舷げんのハッチから流れる煙を切り裂さいて銃じゆう弾だんが飛んできた。

「さぁて、お祭りだ！」

　以前観たアクション映画の主役の台詞せりふをそのまま口に乗せながら、ユウは動いた。
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「まったく、虎とら蛇へびコンビめ！」

　舌打ちしながら、猫神はＵＦＯの中、各種システムの微び調ちよう整せいに余念がない。

　彼女のやっていることは、地上で「虎神さま」たちが行っている力の増ぞう幅ふくを上空で反射し、地上と空からアマノウキフネ周辺の「世界」の力を押おさえ込む事にある。

「歌か舞ぶ音曲による神通力の増幅」という名めい目もくだけを聞いていたので、てっきり古式ゆかしい日本の盆ぼん踊おどりであろうと勝手に思いこんでいた猫神は、予想に反したアメリカンオールディーズの連発によって、ぶっつけ本番でのシステムの再調整を余よ儀ぎなくされていた。

　これがまあ、ややこしい。

　オールディーズと呼ばれる五十～六十年代の曲というのは大たい抵てい三分台で、つまり三分おきに今までの設定がワヤになる。

　つまり、四六時中、猫神はシステムの調製をせねばならないわけで。

　が、見方を変えると違ちがうご意見になる。

「猫神様、すげー」

「何かラッパーよりもすげー」

　椅い子すを前後逆にして、子こ猫ねこ二に匹ひきは、円えん盤ばんの操縦をしながら、巨きよ大だいな半球状のシステム調製コンソールを操る様は、白い手て袋ぶくろも相まって、確かにストリートで踊おどるラッパーかＤＪの方々のように見えないこともない。

「バカ言ってないで！　ふたりともさっさと虎神に連れん絡らく！　例の大たい砲ほうはどうするの？　って聞いといて！」

「ほいほい」

　と、プラチナのサコンが通信機につながっているヘッドセットを取った。

「…………」

「どうしたの？」

「これ、どうやって填はめるの？」

　なるほど、ヘッドセットは顔の横に耳のある人間用だから、猫ねこ耳には使えない形状である。

「上下逆にしなさい！」

「あ、そーか」

　とヘッドセットを上下逆にして、医者の聴ちよう診しん器き状態にしてようやく子猫は通信スイッチをオンにした。

「あー、もしもし、こちらキャット２３、タイガータナカ、応答せよ、タイガータナカ、応答せよ」
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「はいはい、こちらタイガータナカー」

　黒くろ猫ねこの「くぅ」も、同じようにヘッドセットを上下逆にして装着しながら答えた。

　例の、狭霧を「発射」するためのＳＦ戦車のコックピット内である。

　普ふ通つうの大人なら狭せまい空間だが、子猫の「くぅ」にとってはほどよい広さであった。

　だからニコニコしながら「くぅ」はシステムを運用している。

　片手ではジョイスティック状の照準システムを操っている。

「大砲の件？　あ、もー一分ほど待っててくださいー今、えーと照準を終わり…………ましたっ！」

　と、彼女の背後でモーターが短く何度か唸うなり、車体そのものが微び妙みように揺ゆれる。

「でぇわ、カウントダウンを開始します……三十秒前！」
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「わ、バカ！　いきなりカウントダウンすなー！」

　大おお慌あわてなのは祭り櫓やぐらの中にいる「りり」である。

「あと十秒のばせー！　ちょうど曲の切れ目になるー！」

　ｉＰｏｄの表示を見ながら怒ど鳴なった。

　ちなみに今、掛かかっているのは「悲しき街角Run away」。

　アップテンポな曲調にもかかわらず実は土砂降りの雨が似合う暗い歌詞なのだが、巨大なソフビ人形と浴衣の集団がゴーゴーで踊っている様と融ゆう合ごうすると、どう見てもコミックソングに聞こえてくる。

　草葉の陰かげで、デル・シャノンご本人が夜泣きしそうな光景だ。

『あ、そなの？』

「くぅ」の暢のん気きな声に、

『カウントダウン、やるの？　延ばすの？』

　という別の声が聞こえる。

　そうこうしているうちに曲が終わって次の曲「ルイジアナ・ママ」が始まった。

「よし、カウントダウン続行してー！」

『あ、えーと。判った。じゃあまた三十秒前から』

「くぅ」が早口で言う。

「了りよう解かい！」

『……ったくもう…………了解！』

　猫神側のオペレーターが不満そうに、それでも合意する。

「何と言うてきた？」

　必死になって指で印を結び、神通力を倍加させていた「虎神さま」が振ふり向かずに尋たずねた。

「そろそろ狭霧さんを打ち出すって」

「では、より一層頑がん張ばらねばの！　あと三分ほど辛しん抱ぼうせえ！」

　そう言って、「虎神さま」は再び作業に戻もどった。

『えーと、じゃあ百八十！』

「くぅ」の声が響ひびいた。




☆




　塩の弾だん丸がんは無限に近い量を、ユウはあらかじめ持たされていた。

　そもそも、神様の力が多大に影えい響きようされている憑体とその装備品である。物質的な面でいえば無限に等しい。

　とはいえ、敵は幽ゆう霊れいだけあって、無数に艦かん内ないに詰つめ込まれていた。

　何しろ幽霊、重なろうがどうなろうが問題はないのだから当然といえた。

　甲かん板ぱんを、僅わずかにつま先を浮うかせて飛び回るユウの両手のマシンガンは、三回弾だん倉そうを取り換かえた。

　三千発以上を消しよう耗もうしたことになる。

　それでもざっと掴つかみで半分以下に減った、というところか。

　しかも、後になるにつれて実体がハッキリした…………つまり使う武器の威い力りよくもかなり高い…………連中になってきている。

　丁度、弾倉をまた交こう換かんしようとした所を、明らかに大航海時代らしい、海かい賊ぞく風衣装の髭ひげ面づらの男が、サーベル片手に突つっ込んでくるのを体捌きでかわし、思いっきり膝ひざを脇わき腹ばらへ叩たたき込み、前のめりになった背中に肘ひじをぶち込んだ。

　そのまま体を丸めて、海賊は動かなくなる。

　続けて飛び込んできた、二十世紀初めの士官どのの顔面に頭ず突つき。

　うめき声をあげる相手の首にハイキックを叩き込むと、そのまま手すりを乗り越こえて海に消えてしまった。

「…………ったく、何人いるんだ？」

　神通力で動くこの憑体は、ある程度形を持っていれば、霊れい体たいでさえ殴なぐる蹴けるが可能らしい…………また、そういう相手が現れると霊体のほうも「殴られた」「蹴られた」と思いこんで、勝手に自分にダメージを入れてしまうのだと「虎神さま」は説明していた。

　ということは、素手でもなんとかなるということだが、体力の消耗まで面めん倒どうは見てくれない。

　あまりにも疲ひ労ろうやダメージが大きくなれば、憑体は本体を切り離はなしてただの人形に戻ってしまう。

　前回、敵との一いつ騎き打うちでその辺は経験していた。

　二度とやりたいとは思わない。

　更さらに数人をぶちのめし、海に放り込みながら、ようやくユウは新しい弾倉を取り換えて再びぐるりと一回転しながら引き金を絞しぼった。

　けたたましい銃じゆう声せいと共に、周囲を取り囲もうとしていた亡ぼう霊れい達はその場にのけぞって倒たおれ、動かなくなる。

　だが、次から次へとハッチから乗員達が溢あふれ、襲おそいかかってくる。

「しかしこれ、本当に陽動になってるのかね？」

　言いながら、露ろ天てん艦かん橋きようからの銃じゆう手しゆに向けて、ユウは引き金を絞った。

　右から左への一いつ掃そう射で、露天艦橋はしばらく沈ちん黙もくする。

　だがＨＵＤと、通常の数倍の能力を与あたえられた五感を使って、ユウは警けい戒かいを怠おこたらない。

「さーて、あのナチっ娘この救出作戦とやらが上手くいってくれるといいんだけど」




☆




　ようやく霧きり人とは人質のいる辺りにやってきたと知った。

　銃じゆう撃げきが始まると同時に、廊ろう下かの奥おくにある扉とびらが内側から激しく叩かれ始めたのだ。

「良かった…………まだ無事なんだ」

　ＭＰ４０型サブマシンガンの弾倉を取り換え、霧人は廊下の陰かげから飛び出した。

　同時に背中のロケットベルトの翼つばさを小さく広げ、エンジンを起動させる。

「みんな、ドアから離れろ！」

　機き関かん銃じゆうを一いつ斉せい射しながら、ロケットエンジンの先せん端たんについているドリルを発射した。

　ドリルはまっすぐ進んだ後、直角に曲がって例のドアへと飛び込み、爆ばく発はつした。

　火薬の量は元から調整してある。

　ドアは鍵かぎと蝶ちよう番つがいを破は壊かいするようにひしゃげて、すぐに懐なつかしい顔ぶれがそこから溢れてきた。

「マイスター！」

　片眼鏡のＳＳ将校が声をあげ、次々に全員が声をあげる。

「みんな、大だい丈じよう夫ぶ？」

　いいながら霧人は腰こしの後ろにあるパウチから複雑な漢字を書いた紙包みを取りだし、その端はしを歯で噛かみちぎった。

　放り投げると、みるみる猫神の力で「折りたたまれた」その中身が本来の大きさへと膨ふくれあがる。

　がしゃりという重々しい音と共に、一ひと抱かかえもある大きさになった紙かみ袋ぶくろから溢れたのは、様々な銃じゆう器き類であった。

「取り敢あえず、これなら亡霊に対たい抗こうできる」

　廊下の向こう側を警戒し、時折数発を撃うち込みながら霧人。

　霧人の「兵士」たちは歓かん声せいをあげてこれを取った。

「ドイツ製が多いのがありがたいですな」

　片眼鏡のＳＳ将校は、ワルサーＰ３８を手にとって笑う。

「でも予備弾だん倉そうはそんなにないんだ……あまり撃たないようにしてくれ」

「了りよう解かいです…………で、我々はどちらへ？」

「シュナイダーさん」

　と再び弾たまを撃ち尽つくしたあと、弾倉を交こう換かんしながら霧人は片眼鏡の将校の名前（つい最近になってつけたものだ）を呼んだ。

「キングストン弁、って知ってる？」




☆




　どかん、という音と共に、船そのものが傾かたむき始めた。

　もっとも、今のところそれをユウが察知できたのは憑体の能力と、装備であるフライトユニットのＨＵＤ表示によるものだ。

「へえ、やるじゃない」

　本日二十個目の弾倉を入れ換かえながら、ユウは笑った。

「さぁて…………そろそろ狭霧さんの出番かな？」




☆




　昨今、誤解している人も多いが「キングストン弁」というものは機関部を冷れい却きやくするために海水を導く際に使用する弁の事で、自じ沈ちんするために装備されているものではない。

　とはいえ、弁を破は壊かいし、配管を壊せば、同じ事だ。

　ただしこの「三み笠かさ」型アマノウキフネの場合、流れ込んでくるのは現実の海水ではなく、亡ぼう霊れい達の意識が生み出した偽にせ物ものの「海水」だ。

　光り輝かがやく砂金のような、月夜の海の表面のような、きらきら輝く「海水」は恐おそろしい勢いで機関部に満ちあふれたが、霧人達を誰一人、押おし流したりはしなかった…………というより、現世での質量を持たない「海水」にそれが出来る筈はずはない。

「マイスター、なんですか、このきらきら光る流れのような物は？」

「海の幽ゆう霊れいらしいよ」

　苦笑いしながら霧人は答えた。

「海の幽霊…………ですか？」

「そうだ…………さ、脱だつ出しゆつしよう。こんな所にいても亡霊に取り憑つかれるのがオチだしね」

「了解です」

　将校の答えを聞きながら、霧人は素早く反転して引き金を絞しぼった。

　軽快なサブマシンの銃じゆう声せいと共に、現用イギリス海軍の制服を着けた亡霊がもんどり打って倒たおれた。

「亡霊とはいっても…………気持ちのいい話じゃないな」

　ぽつん、と吐はき捨すてるように少年は呟つぶやいた。

　淡あわい光でできあがった「海水」はすでに少年達の腰の辺りまで来ている。




☆




　海水が船内に入ってくれば、船は傾き、やがては沈しずむ。

　亡霊達のおののきが、軍ぐん艦かん型のアマノウキフネを駆かけ抜ぬけていった。

「艦長」は艦橋の奥おくに避難して、その声を聞いた。

「おのれ！　まだ沈まぬ、まだ沈まぬ！　この船は英国の船なのだ！」

　だが、彼らの周囲一キロに展開している「世界」は彼ら自身の決めたルールに従って、船を「沈ちん没ぼつ」させ始めていた。




☆




「いくよ、狭霧ねーちゃん！」

　という声が聞こえたと同時に、足下から恐ろしい力がわき上がって、狭霧は次の瞬しゆん間かん、満月と相対していた。

　月はあまりに近くて、もう少し眼を凝こらせば細かい表面の模様のディティールすら見えてしまいそうに思えた。

　さらに、周囲を星空が包んでいる。

（良い夜ですわ）

　狭霧は戦せん闘とう用に感情を切り離はなした精神で、そう呟いた。

　上じよう昇しようは頂点を極め、やがてゆっくりとした落下が始まる。

　風切り音が耳に痛い。

　普ふ通つうの体なら、発射の衝しよう撃げきでバラバラ、落下の勢いで粉々になる筈の体は、するりと上下を入れ替え、頭からアマノウキフネの周囲を覆おおう、亡霊達の「世界」へと近づいていく。




「応！」




　狭霧は亡霊達の管理する「世界」と現世の狭はざ間まで、裂れつ帛ぱくの気合いと共に腰こしの大刀を抜き打ちに放った。

　通常の刀ではない、蛇神の力を込めた御神刀の一いつ閃せんである。

　瞬間、ユウの、そして霧人の憑体の耳に「世界」がまっぷたつになる「音」が響ひびいた。

　それはいつまでも聞いていたいような、二度と聞きたくないような、美しくも、おぞましい金属の音。




　ずり。




　空が、「海」が…………アマノウキフネとユウ達三人を覗のぞいた全ての中心に見えざる線が走り、左右にずれた。

　調和は分断されることによって崩くずされ、かりそめの「世界」、亡霊の思いこみによって構築された小さな宇宙は、内側に向けて、一気に崩ほう壊かいした。

　直径一キロを構成していた「世界」を全てが無限に圧縮され、元から質量のないものが、さらに質量を失い、重なり合い潰つぶされていく。







[image: ]







　霊れいも、霊の「思い」が生み出した「世界」も全てが。

　そして、その圧縮と縮小の中心には「艦長」が居た。

　彼は瞬間よりも遙はるかに短い「刹せつ那な」の間に全てのペナルティを背負わされ…………同時に、逆転の機会を与あたえられた。

　両りよう膝ひざを甲かん板ぱんに突き、頭を、顔をかきむしりながら、海で死んだ全ての英国海軍士官の顔の、全ての面おも影かげをその顔に浮うかべ、消し去りつつ、彼は最期の反はん撃げきに出た。

　力によって破は壊かいされる物は、力によって再生が出来る。

　全てをつなぎ止め、圧縮を押おし返かえし、粉々に散らばる物を引き寄せる。

　それは断だん末まつ魔まとも、再生の雄お叫たけびとも言えぬ行こう為い。

　神に抗あらがう、世界に抗う行為。

「艦長」は叫さけびながら、よろよろと、しかし力強さを感じさせる動きで立ち上がり始めた。

　世界と異分子が拮きつ抗こうする。

　亡ぼう霊れいという世界の「影かげ」が「光」に反旗を翻ひるがえし、その足下を突つき崩そうとする。

　だが、その瞬間、霧人の手が動いた。

　細い腰に巻かれたベルト、その中の革製のパウチから、厳重に緩かん衝しよう材で包まれた物を取りだし、中空高く放り投げる。

　緩衝材はほどけて、中に収められた小さな石粉粘ねん土どの人形が現れる。

　同時に、霧人も、ユウも、狭霧も叫んだ。

　上空で、甲板で、機関部で。




「女王陛下、万歳God save the Queen!！」




　それは特定の人間にとっては魔ま法ほうの言葉。




　今現在この世でただひとつ、女王のための軍隊に所属する者達にとっては。




　そして、その亡霊達にとっても。




　抗おうという意志が、この刹那、空白になった。




　一秒の七十五分の一。




　それで十分だった。

　天てん秤びんの皿は傾かたむいた。

　再び世界は異分子を飲み込み、収縮され、圧縮され、分散される霊体たちは、甲板にばらまかれた十三の四倍……五十二体の人形に封じ込められる。







　次の瞬しゆん間かん、偽にせ物ものの「海」も「空」も消え去った。







　船は何事もなかったかのように、夜空に浮かぶ。




☆




　ゆっくりと、開いたままのハッチの向こうから、ナチ少女と、実体のある軍人達が現れた。

　甲板に降り立った狭霧と、ユウは無言で彼女たちを出で迎むかえる。

　ふと、ナチ少女と、ユウの視線が合った。

「…………」

「…………」

　軽い緊きん張ちようが両者に走る。

　狭霧が、少し両足を開き、いつでも刀が抜ぬける態勢になるほどの「軽い緊張」。

　その静せい寂じやくを破ったのは、ナチ少女…………霧人の方だった。

「感謝する…………おかげで、誰一人失うことなく任務は終しゆう了りようした」

　軽く頭を下げると、ユウも狭霧も肩かたから力を抜いて溜ため息いきをついた。

「いいのかい？　今ならやり合って勝てるかもしれないぜ？」

　というユウの軽口に、

「よしてくれ。当たった途と端たんに砕くだける塩の弾だん丸がんで何が出来る？」

　はじめて、ドイツ少女の顔に笑顔が浮かんだ…………苦笑ではあるが。

　そして少女は笑みを消し去り、跳はね上げていた飛行用ヘルメットの面を元の位置に戻もどして二本指をこめかみのあたりにやる敬礼を送った。

「今度は一対一でやり合おう」

　そう言って、甲板を蹴けった。

　ロケットベルトはすぐに炎ほのおを上げて、ドイツ少女を大空へと舞まい上がらせる。

　軍人達も、こめかみに手をやる方式の敬礼をユウ達に向けると、次々に甲かん板ぱんを蹴った。

「え？」

　驚おどろいたユウが慌あわてて上じよう昇しようすると、彼らがみな一様にパラシュートを広げて下りていくのが見えた。

「…………脅おどかすなィ」

　呟つぶやいて、思わず微び苦く笑しようが口元に浮うかぶ。

　敵と一いつ緒しよに何かを成す、というのは、悪くない気分だった。

　再び甲板の上に戻ると、

「さてー。これでおしまいですねー」

　通常モードに戻った狭霧がのんびりいう。

「おつかれでしょー？　帰りの車は私が運転いたしますわねー」

「！」

　その優しい言葉に対し、反射的にユウは答えていた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶです！　大丈夫ですからっ！」

　殆ほとんど金切り声になっていたが、何ふり構っている暇ひまは無かった。







エピローグ







☆




　午前五時。




　ユウと「虎とら神がみさま」一行にとって、甚はなはだありがたくも幸いな事に、奪うばわれた事で生じたスケジュールの問題もあって、狭さ霧ぎりたちはそのまま奪い返かえしたアマノウキフネで本土に帰ることとなり、「狭霧カー」の恐きよう怖ふは再来することが無かった。

「それでは、また……是ぜ非ひこちらへもいらしてくださいね」

「はい…………狭霧さんもお元気で！」

　来たとき同様、「蛇へび神がみさま」とその巫女みこは、あわただしく引き上げる事となり、短い別れの言葉を交わした後、狭霧たちは船に乗り込み、天空へと消えていった。




☆




　午前五時半。




「あー、疲つかれた」

　コテージのドアを開けて、「猫ねこ姉ねェ」と、子こ猫ねこ二に匹ひきが帰ってきた。

　あれから、円えん盤ばんを虎神に探知されない場所に着陸させ、歩いてコテージまで戻ってきたのである。

「あうー」

「むにゃー」

　プラチナブロンドのサコンとアッシュブロンドのウコンはそのまま一人掛がけのソファーにひっくり返る。

「猫姉ェ」は元の模型に戻した円盤と、例の軍人達を収めた箱を、粉ふん砕さいされた空中母ぼ艦かんの入っていた段ボール箱に収め、それから四人掛けのロングソファーに横たわった。

「あーあ、結局無む駄だ骨ぼねだったかぁ……ま、霧きり人とが少し成長したのを見たからＯＫかな」

　などと暢のん気きなことを言いながら目を閉じる。




☆




　午前五時四十分。




　二十分ほど遅おくれて、式神用の人型の紙きれをぱんぱんに詰つめ込んだゴミ袋ぶくろをサンタクロースのように背負った「りり」と「くぅ」がコテージのドアをくぐった。

　千人近い老若男女の式神を一いつ斉せいに紙に戻もどしたのは良かったが、突とつ風ぷうが吹ふいて、今の今までその回収に手間取っていたのである。

「…………」

「…………」

　こちらは何か言う気力も無く、そのままソファーにひっくり返った。

「皆みなの衆、ご苦労であったな」

　ソフビの「とらたん」の頭の上からひょこん、と下りた「虎神さま」もかなり疲れているらしく、もう半分眠ねむっている顔で、それでも一同をねぎらった。

「チェックアウトは午後二時だから、しばらく眠れるよ」

　憑体の疲ひ労ろうはフィードバックされないので、その分この中では比ひ較かく的てき元気なユウが、目覚まし時計をセットしながら言った。

「帰りは狭霧さんの車を借りて戻るから、心配しないで」

「うむ…………」

　こくん、と頷うなずくと、そのまま「虎神さま」はフローリングの床ゆかの上で丸くなった。

「とらたん」がその小さな体をひょいと両手で抱だきかかえ、持ってきた座布団の上にトコトコと持って行き、ハンカチぐらいの大きさの掛かけ布ぶ団とんを掛けてやる。

　それからソフビの二頭身人形はカウチクッションの上に寝ね転ころがると、どこから取りだしたのかアイマスクを顔にかけて「おやすみなさい」とユウに手を振ふった。

「おやすみ」

　微び苦く笑しようを浮うかべてユウは手を振った。

「何か、飲み物でも飲むかな」

　冷たくてキンキンに冷えた炭酸が恋こいしかった。




☆




　午前六時。




　この小旅行における最後の奇き跡せきが、ユウを待ち受けていた。。

　ユウが、せめて何か飲み物でも飲んでひと眠り、とコテージ集落の売店に寄った所に、山やま内うち霧きり人とが居たのである。

「え…………」

「あ…………」

　飲み物コーナーの前、思わずふたりは互たがいを指さした。

　霧人はと言えば、目が覚めたときの飲み物を、「猫姉ェ」も含ふくめた人数分買おうとしている所だった。

「お、おはようございます」

「あ、お、おはよう……」

　と取り敢あえず挨あい拶さつをしてしまうのは経験値の少なさから来るご愛敬というところか。

　取り敢えず、互いに目的の物を買い、外に出た。

　砂利を敷しき詰めた、コテージの立ち並ぶ遊歩道を歩きながら会話する。

「じゃあ、やっぱりあの車、垣かきの華はなさんの奴やつだったんだ！」

「そうか…………偶ぐう然ぜんってあるもんなんだな」

「で、いつまでいるんですか？」

「あとしばらくしたら帰るんだ…………今日は私、バイトがあるから」

「ああ…………」

　霧人はガッカリした顔になる。

　少年達は今日一日コテージで休養すると決めていた。

　そのガッカリした横顔が、あまりに可哀想かわいそうに見えて、ユウはつい、口を滑すべらせた。

「そういえば、山内はこれからの夏休み、なんか予定あるのか？」

　きょとんとした顔で少年がこちらを向く。

「いや、特にはないですよ？」

　言ってから「しまった、早まった」と思わないでも無かったが、ここまで来たんだから、と昨日の疲労で大分ガードの緩ゆるんだ脳がささやいた。

「あの…………そ、その、よかったらい、一いつ緒しよに海に行かないか？　再来週ぐらい、うちのクラスの仲間と一緒にいくんだが」

「で、でも、女の子ばかりでしょ？」

　クラスの男子と違ちがって、嬉うれしそうよりも「恥はずかしい」という感情メインの表情で少年は躊ちゆう躇ちよする。







[image: ]







「だ、大だい丈じよう夫ぶだ、男子も居る…………」

　去年もそうだったから「多分、な」という言葉を飲み込んでユウは続けた。

「ほ、本当をいうと、いつも恋こい人びととか、男友達を連れてくる連中ばかりで、私は肩身が狭せまいんだ……そ、そのあのえーと…………もし、よければ、なんだが……君に、その……」

「…………男友達の代役？」

　違う、そうじゃなくて。

　と言いかけたユウだったが、

「判った、代役、引き受けるよ」

　と、少年は笑った。

　その屈くつ託たくのない笑顔に、何故かユウの心臓の鼓こ動どうが跳はね上がった。

　息が苦しく、顔が熱い。

　だが、それ以上にここはちゃんとフォローしなければ、という理性が働いた。

「あ、いや、山内はちゃんと私と話をしたりとか、色々今までもあったから、男友達だと私は思ってる……だ、だけどまあ、せ、世間のライン引きだと、そ、それは……」

　いつもなら冷れい徹てつに理り屈くつ付けを自動的に仕上げる筈はずのユウの脳も、舌も、疲ひ労ろうのせいか、それとも違う理由があるのか、しどろもどろにもつれてひどいことになっていた。

「お、男友達じゃない、ってことになるから、その代理とか、変な言い方になってしまったが、そのえーと、私はそんなつもりではなくて、だな…………」

「あ、いや、その…………うん、と、友達だ、って垣華さんが思ってくれてるなら、う、嬉うれしいよ…………僕、あまり友達…………いないから」

　少年は、ほんのり顔を赤らめながら前を向いた。

「じゃあ、だ、代役じゃなくて、本当の友達として、受けるよ、その話」

「そ、そうか」

　ユウの顔が晴れた。

「の、喉のどが渇かわいたな」

　何故かわざわざそう言って、少女は買ってきた炭酸のペットボトルの封ふうを切った。

　そのままごくごくと口をつける。

「ぼ、僕も…………」

　言って、少年も同じ銘めい柄がらの炭酸飲料水のペットボトルに口をつける。

（あ…………山内と…………同じだ）

　ちら、と横目でレーベルを読み取って、少しユウは嬉しかった。

　何故なのかは判らない。




　朝の静せい謐ひつな空気の中、少年と少女は肩かたを並べて歩いていく。










「うらにわのかみさま～夜空の海と炭酸と～」おしまい







あとがき







　おはようございます、神野オキナです。




「うらにわのかみさま」第二巻、いかがだったでしょうか？

　ＭＧのギャンも買っただけで手をつけず、クロスボーンガンダムに至っては売り場に近づく事もせずに今回頑がん張ばらせていただきました。

　それぐらいは当たり前、というお話は夢む幻げんですので聞かなかったことに（笑）。

　世情は色々不ふ穏おんな空気だったりしますが、小説の世界では相変わらずの連中でございますので、安心して読んでいただければ嬉しいです。

　ただ、前巻のあとがきで書いたような「沖縄各地の美味い物を巡めぐりながら」という話には残念ながらなりませんでした。

　まあ、これは「蛇神さま」と狭霧さんのおかげもあるわけですが…………（笑）。

　その代わり、ネコミミキャラは増えずに増量となりました（どういう意味かは本編をご覧ください）。

　今回も挿さし絵えの龍炎狼牙先生には御無理言いまして、色々仕し掛かけをしております、判る方は笑ってください、判らなくても面白さに影えい響きようはないので気になされませぬように。

　前回はユウの物語でしたが、今回は霧人に少し多めにスポットライトが当たっております…………こういう少年が、ユウと出会ったことでどう変わっていくのか、あるいは変わらないでいくのか。

　お気楽極楽なストーリーラインを崩くずすこと無く、その辺も描えがいていければいいなあ、と考えております。

　このお話、せっかく登場人物の人数を絞しぼってますので、ラブコメと人間ドラマは充じゆう実じつさせたいなあ、と思っているので。

　願わくば、読者の皆みなさんももう少しおつきあいの程を。




　閑話休題それはさておき。




　前巻が発売されて、ウェブを見るともう「とらたん」を作ろうとしている方もいてくれてありがたい限りです。

　よく龍炎先生とは電話で「とらたんはソフビで実物大が欲しいねえ」とか言ってますが。

　いいと思うんだけどなあ。大きさ四十センチで後ろにお金入れるスリットがあって、口から回収できる「とらたん貯金箱」。

　あと、クール●ールからの改造がやりやすいように六分の一のユウのヘッドパーツ（龍炎顔）とか、猫ねこ神がみ様が持ってくるパチものプラモのパッケージとか…………。

　せっかくのＨＪ文庫なんですから立体物とか出てきてくれると嬉うれしいですねー。どうですか？　ＨＪ編集長？　平成●クロマンでも結構ですから（笑）。




…………とまあ、馬ば鹿か話ばなしも果てがないので、そろそろお礼を。




　ＨＪ編集部の皆さんには今回も色々お世話になりました。ありがとうございます。

　龍炎狼牙先生、年末進行と「骸姫」単行本作業の間を縫ぬっての挿絵仕事、本来なら後回しにされても仕方がないのに、ノリにのってくださってラフ画その他、バリバリ仕上げてくださって、こちらの執しつ筆ぴつ作業が非常にはかどりました（具体的な絵があると、やっぱりイメージの固定がしやすいので…………）特に●猫ズはもう……有り難うございます！







　そして、何よりもこの本を買い上げてくださった全ての方々に。




　ありがとうございます。




　また次の本もよろしくお願いいたします。







二〇〇六年十月　　　　　

神野オキナ拝　
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